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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その日、夏の日差しの中で俺が見たものは、小学校の一クラスぶんの枯かれ果てた鉢はち植うえのアサガオの列だった。

　そして俺は「とりかえしがつかないこと」という言葉の意味を知った。

　そう……それは、ほんとにとりかえせないものだったんだ。













　第一章「幽霊屋敷」







　俺の家から三百メートルほど離れた東の高たか台だいに、一軒の古びた洋館があった。

　本格的な煉れん瓦が造りの壁にツタが這はう、その洋館が、いつごろからそこに建っているのか知らないが、俺が物心ついたころからその家はそこに建っていた。

　年月という重みが加わった、その洋館には、最近はやりの「輸入住宅」とやらが、束たばになってもかなわない迫力があって、小学生のころ。俺たちは、その洋館を『三丁目の幽ゆう霊れい屋敷』と呼んでいた。

　その洋館を建てたのは、横浜の方に住んでいた貿易商で、なんでも身体からだの弱い娘を静養させるために建てたということらしい。

　かれこれ三十年近く空き家になっているそうだが、庭や家の外壁などは適度に補ほ修しゆうの手が入っていて、ほとんど荒れていないところを見ると、今でもちゃんと持ち主がいるのだろう。

　ただ、俺は今まで一度もこの洋館に人ひと影かげを見たことがない。

　俺が生まれて十七年になるが、この十七年間、一度も人影を見たことがなかったのだ。

　だから、俺にとって、この十七年間、この洋館はずっと幽霊屋敷だった。

　そう……今日の朝までずっと。




「どわ～！」

　その日の朝。

　俺は意味のない言葉を発しながら、自転車にまたがって家を飛びだした。

　いや、意味がないわけじゃない。『どわ～』という言葉には「どひゃ～うわ～もうこんな時間だ、遅刻してしまう急がなきゃ」というちゃんとした意味がある。

　ちなみに、もうこんな時間だ、というのは午前八時十分のことだ。学校までの平均的所しよ要よう時間は約二十分だから、かなりいそがないと遅刻は確実だ。

　俺の家は、仁に志し間ま市の北のはずれにある、そして俺の通っている県立仁志間西にし高校は仁志間市の南のはずれにある。

　つまり俺はこれから自転車に乗って、仁志間市を南北に縦じゆう断だんしなくてはならないのだ。

　仁志間市は静しず岡おか県の東部、伊い豆ず半島の付け根あたりに位置している地方都市で、目の前にそびえる富士山の美しさと、その雪解け水による豊富な湧わき水で有名だが、これといって名物と呼べるものはないような気がする。

　俺は家の前の道を、東に向かって自転車を走らせた。

　静しず岡おか県には平地が少ない。中央構こう造ぞう線せん沿いに発達した山岳地帯の山やま裾すそが、そのまま太平洋に突っ込んでいるような地形ばかりだ。

　その、山が海になだれこむ寸前のわずかな平地には、江戸時代に宿場として栄えた古くからの市街地がある。つまりその平地には、もはや新しく住宅を建てることのできる場所はない。

　かくして、仁に志し間ま市の郊外には、山を削けずって整地された段だん々だん畑のような新しん興こう住宅地が広がることとなった。

　俺の家は、そういった新興住宅地の中でも最も古い一角にあって、四十～三十年前は別荘地として売りだされていたらしい。

　東の高たか台だいにある幽ゆう霊れい屋敷は、その昔、この住宅地が別荘地として売られていた証しよう拠こだそうだ。

　家の前から水平に東に走って幽霊屋敷の前の坂を登ると、その道は高台の頂上を越えて一気に下り坂になる。

　仁志間西にし高校までの約六キロの道を、たった二十分で走り抜けることができる秘密は、この下り坂にある。仁志間市し街がい中心部の大おお仲なか島じま交差点と仁志間大たい社しやの前の交差点で信号にひっかからなければ、時間はさらに短縮できるだろう。

　俺は毎朝この坂道を下り降りるたびに「ニュートン」に感謝の祈りを捧げ、夕方、坂を登るたびに「ニュートン」に向かって呪じゆ詛その言葉を吐いている。

　なぜ、ニュートンに向かって感謝したり呪詛したりするのかって？

　決まっているじゃないか。ニュートンが万ばん有ゆう引力なんてものを発見しなければ、人類は今でも引力とは無む縁えんの生活を送っていたに違いないんだ。

　幽霊屋敷の前にさしかかったとき、俺は、妙なものを見かけた。屋敷の門の前に、セーラー服姿すがたの女子高生が立っているのだ。

　あのセーラー服は、仁志間東ひがし高校の制服だな……なんで、こんな時間にこんなところに女子高生が立っているんだ？　……幽霊じゃないだろうな。

　俺は正面から差し込んでいる太陽を見上げた。

　四月の晴れ渡った空に、太陽はさわやかに輝いている、どう考えても幽霊が出てくるような雰ふん囲い気きはない。

　少し近づくと、その女の子の正体がわかった。

　……なんだ、神かみ永ながじゃないか。

　その子は、俺と同じ町内に住む神永瑞みず穂ほだった。

　姉あね貴きの後こう輩はいで、俺より一学年下で、今年東高校に入学した一年生だった。

　俺の姉は何というか「姉あね御ご」と呼んだ方がぴったりくるような性格で、ガキのころから子分を従えて町内を走り回っていた。

　神永瑞穂は、その子分たちの中の一人だった。そういう俺もその子分の一人だったことは言うまでもない。

　俺は、ここしばらく瑞みず穂ほと親しく話をしたことはない。話をしたのは小学生のころが最後だった様な気がする。

　瑞穂は、人とリズムが違うと言うか何と言うかちょっと変わった子だった。と、言っても別に目立つような子じゃない。逆に人じん畜ちく無む害がいといった感じで、あんまり印象に残るような子ではなかった。

　瑞穂は、ぼーっと幽ゆう霊れい屋敷の門を見つめたままだった。

　その視線を追った俺は驚いた。




　幽霊屋敷の門が開いていた。




　俺が物もの心ごころ付いたころからずっと、この屋敷の門は閉ざされたままだった。その門が開くなんてことを、俺は一度も考えたことがなかった。

　門の向こうには、俺が今まで一度も見たことのない光景が広がっていた。

　きれいに刈り込まれた広い芝生の庭園には、あざやかな新緑の葉を広げはじめた広葉樹が何本か植えられ、その木こ陰かげにはブロンズ製のガーデンテーブルが置かれている。

　庭園の中央には、細かく縮ちぢれた葉を、もしゃもしゃと茂らせた草がいっぱい植えられており、その草の濃い緑色と芝生の薄い緑色の対比が、目に鮮やかだ。

　そのとき、瑞穂がぽつりと言った。

「……パセリ」

「え？　何が？」

　瑞穂は庭の中央に植えられている濃い緑色の草を指さして言った。

「あれ、パセリ」

　俺の頭の中で、その草の一部が、サンドイッチなどの飾りに使われているあのパセリと重なった。

「そうか、どっかで見たことがあるような草だと思ったら、あれはパセリだったんだ」

　瑞穂が、びっくりしたように俺を見て、小さな悲鳴をあげた。

「きゃ！　雅まさ美み先せん輩ぱい？」

「雅美じゃないよ、俺は雅まさ之ゆき、弟の方だ」

　目をぱちくりさせた後で、瑞穂は、ほっと小さなため息をついた。

「あ……びっくりしました……雅美先輩が男になっちゃったのかと思って……」

　まあ、あの姉あね貴きなら、いつ男になってもおかしくはないが……。

　そう考えてから俺は気がついた。

　ちょっと待て、姉貴が家を出たのは、俺より十分くらい早かったはずだ、その姉貴といっしょにここにいたと言うことは、こいつは十分以上ここにこうやって突っ立っていたってことになるんじゃないのか？

　俺は腕時計を見た。

　午前八時十五分……。

　うわ！　ギリギリじゃねえか！

「神かみ永なが、お前今いまから歩いて学校間に合うのかよ！」

　俺の言葉を聞いた瑞みず穂ほは、自分の腕時計を見て、ゆっくりとつぶやいた。

「たいへんだ」

　言葉の内容と言い方がまったく合っていない。

「落ち着いている場合かよ！　どうするんだ？」

　瑞穂は、困ったような、そして救いを求めるような目で俺を見た。

　俺は、ちょっと驚いた。

　こんなに近くで瑞穂の顔を見たのは初めてだった。

　気がつかなかったけど……こいつ、結けつ構こうかわいい顔してるんだな……。

　そして、それと同時に思い出したものがあった。

　それは、かれこれ十年くらい前の記憶の中にある瑞穂の泣き顔だった。

　……考えてみれば、俺はこいつに借りがあるんだよな。まあ、見知らぬ仲でもないし、途中まで乗っけていってやるか。
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　俺は自転車の荷台を指さした。

「乗れよ、下の大通りまで乗っけて行ってやる、そこまで行けば間に合うだろう」

　瑞みず穂ほは、目を丸くした後で、あわてて手と首を同時に振った。

「とんでもありません！　そんな……いいです！　ご迷めい惑わくおかけできません！」

「そんなことはないさ、遠えん慮りよするなよ、姉あね貴きの後こう輩はいには親切にしておかないと、後が怖い」

「でも……そんな厚かましいこと……」

「いいから気にするなよ、ほら、こうして話してる時間がもったいないぞ」

　瑞穂は、しばらく俺の顔を見つめていたが、やがて目を閉じると、思い切ったような口調で言った。

「では……お願いします！」

　俺は、命がけの大手術を依頼された外科医にでもなったような気がした。




　荷台に瑞穂を横よこ座ずわりさせて、俺は自転車を走らせた。

　ほんの五メートルも走らないうちに自転車は下り坂にさしかかり、ぐんぐんスピードが上がりはじめた。

「いいか、しっかりつかまっていろよ」

「はい！」

　そう言うなり、瑞穂の手が、いきなり俺のわきの下をつかんだ。

　いや、正確に言うならば、つかもうとして俺のわきの下をまさぐった。

「わひゃひゃひゃ！」

　あまりのくすぐったさに俺は言葉にならない声をあげた。

　肋ろつ骨こつの間を、他人にわさわさと触られて、笑わないヤツがいたらよほど鈍どん感かんなヤツだろう。

　自転車はいつもの倍近いスピードで坂を下っていた。

　その理由は、物体の重量の二乗に比例する。という慣性の法則のせいだけではない。ブレーキを握る俺の両手に力が入らなかったためだ。

　スピードが上がってゆくに従って、俺のわきの下をまさぐる瑞穂の手の動きが速くなるのは、きっと瑞穂が怖がっているからなのだろう。

　俺は、大声で笑いながら、猛スピードで坂を下った。

　本当は大通りの銀杏いちよう並木に出たところで瑞穂を自転車から降ろすつもりだった。

　今の時間、大通りには東ひがし高校に通学する生徒がいっぱいいるに違いない。東高校は女子校だし、妙なウワサでも立てられたら、瑞穂が迷めい惑わくするに違いないと考えたからだ。

　しかし、俺は自転車を止めることができなかった。

　俺の思ったとおり、大通りの銀杏並木の下には登校途と中ちゆうの東高校の生徒たちがいっぱい歩いていた。

　その見ている前を、俺は自転車の後ろに瑞みず穂ほを乗せて「わひゃひゃひゃひゃ」という奇き声せいを上げて大おお笑わらいしたまま走り抜けるはめになった。




　瑞みず穂ほを東ひがし高校の正門で下ろした後、俺は全力疾しつ走そうで西にし高校に向かった。

　俺の自転車とすれちがった人間は、きっと俺の姿を見た後から通つう過か音おんを聞くというめずらしい体験をしたに違いない。

　ホームルーム始業のチャイムが鳴り響いたのと、俺が西高校の自転車置き場に飛び込むのは、ほぼ同時だった。

　通学用のディバッグをひっつかんで、昇降口に向かって走る。

　おそらく今、俺のクラスの担たん任にんの八や十八そ川かわ先生は職員室を出て二階の教室に向かって歩きはじめているはずだ。

　まだまにあう！

　西高校には妙なルールがある。遅刻かどうか、それを決めるのは時計ではないのだ。たとえ八時三十分を過ぎていても、先生より早く教室に入れば遅刻にはならない。

　俺は上うわ履ばきを手に持ったまま階段を駆け上がった。

　二階の廊下に飛び込んだとき、教室の入り口に立ってドアを開けようとしている八十八川先生と目があった。

　俺が右手の親指を上げてアウトの仕し草ぐさをすると八十八川先生はニヤリと笑って両手を左右に広げてセーフ、という仕草を返した。

「よかった！」

「喜んでる場合じゃない、さっさと教室に入れよ」

「あ、すんません！」

　教室の入り口に立っている八十八川先生の前で軽く頭を下げてから、俺は教室に飛び込んだ。

　県立仁に志し間ま西高校は、由ゆい緒しよある高校だ。

　言い換えれば由緒以外にあまり他人に自慢するようなものを持っていないということなのかもしれない。

　大学に進学する者はいるが、ばりばりの進学校というわけでもないし、スポーツで名を轟とどろかすこともないし、卒業生に有名人がいるわけでもない。いわゆる「普通の高校」というやつだ。

　百科事典で「普通の高校」という項目を調べたら見本として県立仁志間西高校の写真が掲けい載さいされていたとしても誰だれも驚かないに違いない。

　俺は勉強が、あんまり好きではない。当然成せい績せきもあんまり良くない。素そ行こうは悪くない。積極的に悪事をはたらくわけではないが、かと言って善行に汗を流すようなこともしない。これといって信じるものがあるわけではないし、人生の目標を決めてそれに向かって努力しているわけでもない。

　漠ばく然ぜんとした不安と、そして今日と同じ明日、明日と同じ明後日あさつてがくるという根こん拠きよのない平和でお気楽な希望を持ち、日々を暮らす日本の最大公こう約やく数すう的な高校生の一人。

　俺は自分のことをそんな風ふうに考えることすらなかった。そう、俺は、まさしく「ごく普通の高校」に通う「ごく普通の高校生」だった。




　放課後、俺は、自分の所属する化学部の部室である理科準備室の中で、巨大なビーカーに入った黄色の液体をアルコールランプであたためていた。

　理科準備室には、粘ねん性せいを帯びたその液体から立ち昇のぼる甘い臭いが、充満していた。

　知らない人がこの臭いを嗅かげば、この部屋は料理研究会の部室だと思うに違いない。

　それは、卵らん黄おうと牛乳とバニラエッセンスのまじったカスタードプリンの臭いだった。

「コロイド状卵黄及および牛乳蛋たん白ぱく質しつ溶液の加か熱ねつ終了、これより成せい形けいに入る。前回に比べて横よこ比率を上げたから、自じ重じゆうによる崩ほう壊かいは前回より抑えられるはずだ」

　液体の様よう子すを見ながら真剣な顔をして俺に話しかけたのは俺の隣となりのクラスで、同じ化学部に所属している下しも土と狩がり英ひで彦ひこだった。

　小こ太ぶとりでちょっと度の強い銀ぎん縁ぶちメガネをかけた、その外見は、一見すると化学部というより「マンガ＆アニメ研究会」に所属している種類の人間に見える。

　確かに下土狩は、その種の人間と同じようにひとつのことにこだわるという性せい癖へきを持っていたが、彼の場合そのこだわりの対象は「ピンクや緑の髪かみの毛の二次元の美少女」ではなく「黄色い半はん円えん錐すい型の三次元立体」だった。

「よし、形に入れるぞ」

「気をつけろよ」

　俺は小さくうなずくとキッチンミトンを両手にはめて、あたためられた黄色い液体が入ったビーカーを取り上げた。

　俺の前にはバケツ……いや、バケツをそのまま小さくしたような容器が置かれている。

　それがプリンの形だと言われても、誰だれも信じないに違いない。

　……誰がどう見たってこれはバケツだ。

　でも、そう思われたっていい。と言うより、俺たちの目的はそれだったからだ。

　俺たち化学部の研究目的は正式に言うと『牛乳と卵黄によるコロイド蛋白のゲル状凝ぎよう固こ物ぶつの自立の可能性』だ。

　簡単に言ってしまうと「バケツサイズのプリンを作ることができるか？」ということだ。

　ことの起こりは数年前、俺たちがこの県立西にし高校に入学する前のことらしい。

　物理の授業中に「プリンは固体か液体か」ということで学校を二分する大だい論争になったのだそうだ。

　このとき「プリン固体説」を掲げて敢かん然ぜんと「プリン液体説」に立ち向かったのが先せん々せん代だいの化学部部長だった。

『プリンは固体である、なぜならばプリンは重力に逆らい自立できるからだ』

　彼はそう主張したらしい。しかし、彼の説に対し「プリン液体説派」はこう異い論ろんを唱えた。

『プリンは粘ねん度どの高い液体でしかない。なぜなら一定以上の高さを保ち続けることなく自じ重じゆうで崩れるからだ、崩れたプリンを見るがいい、それは液体以外の何物でもない』

　この反論に対する答えを見つけるべく先々代の化学部部長は実験を繰り返した。しかし自説を証明することなく彼は卒業していった。

「いつか必ず机の上でプリンは目の高さに立つ」という言葉を残して。

　俺たちは、この先々代の部長の遺い志しを継いだというわけだ。

　下しも土と狩がりが、俺がプリンのタネを注いだ形をそっと手に持って、風通しの良い場所に移した。

「さて、あとは常温で荒あら熱ねつをとってから、冷蔵庫に入れるだけだな」

　俺がそういうと、下土狩は残念そうな顔をした。

「本当はゼラチンなどというものに頼らずに、純粋にカスタードだけで固まる蒸むしプリンか焼きプリンで勝負したいところだが、部室の設備ではちょっと無理だからしかたない。まあインスタントのプリンもプリンのうち、というところだな」

「今までゼラチン一本で勝負してきたけど……どうかな？　寒かん天てんとかも試してみたらどうだ？」

　俺が何気なくそういうと、めずらしく下土狩が気け色しきばんだ。

「バカを言うな、プリンの価値はどこにある？　あの舌した触ざわりと喉のど越ごしだ！　だからゼラチンだって最小限の分量しか使っていないんだ、寒天は確かに見事に固形化する、しかし、寒天は固すぎるんだ」

　下土狩はそこで言葉を切って俺を見た。

「お前……スプーンを当てたときに『ごりっ』とした感かん触しよくが伝わってくるようなプリン、食いたいと思うか？」

「……それはイヤだな」




　結局、この日もプリンは立たなかった。













　第二章「姉貴」







「ただいま～」

　俺が、いつものように、家の玄関ドアを開けて家の中に入って、上がり口に腰こしかけてスニーカーを脱ごうとしたそのとき。

『ごん！』

　いきなり後ろから殴なぐられた。

　振り向くと、そこに目をらんらんと輝かせた俺の姉、雅まさ美みが握りこぶしを握って立っていた。

「いてえ！　いてえよねーちゃん！　なんだよいきなり人の頭グーで殴なぐりやがって！」

　頭を押さえて抗こう議ぎする俺を、姉あね貴きはびしっ！　と音がしそうな勢いで指さし、そして吠ほえた。

「うるさい！　黙れ！　この変へん質しつ者！」

　弟の俺が言うのもなんだが、姉は世間一般で言うところの『美人』の部類に入るだろう。

　快かい活かつで、頭の回転も速くて成績もいいし、気取ったところがカケラもない気さくな性格は、誰だれからも好かれている。

　問題は、そういった姉が弟から見てどんな存在か、というところにある。

「へんしつしゃぁ？　なんで俺が変質者なんだよ！」

　姉貴は、両手を腰に当てて、玄関の上がり口に立ったまま俺を見下ろしてゆっくりと言った。

「今朝、あんたはうちの高校の前でいったい何をやった？」

「……え？　あ、いや、あれはだな」

　俺が言いわけを言う前に第二撃げきが来た。

　こんどは蹴けりだった。

『べぐ！』

　蹴りは俺のわき腹に入った。

　い……息ができねえ！

　身体からだを二つに折った俺の上から姉貴の声が降ってきた。

「私は今日ほど恥ずかしい思いをしたこたぁないね！　正門のところでいきなり馬ば鹿か笑いが聞こえるから、どこの変質者が女子高に来たのかと思って見てみたら、なんとその馬鹿笑いしてる変質者が我が弟だったんだからね！」

「ち……違うよねえちゃん」

　やっと声が出た。

「俺はだな、遅刻しそうだった瑞みず穂ほを乗せてやろうと思ってだな……」

　姉あね貴きはもう一度俺を、びしっ！　と音がしそうな勢いで指さした。

「そうだ！　お前の一番許ゆるせない部分は、そこだ！　よりによって、引っ込み思じ案あんで、おとなしくて、たとえどんなにイヤな目にあっても声ひとつも上げられないような、あの瑞みず穂ほを狙うなんて……お前が、そこまで腐くさりきっているとは思わなかったよ」

「俺が何をしたって言うんだよ！　俺は何もしていないじゃないか！」

　姉貴は半はん目めになって俺をにらんだ。

「うそつけ！　瑞穂がおとなしいのをいいことに、おおかた身体からだをまさぐったりしたんだろう」

「まさぐられたのは俺だ！　あいつを俺の自転車の後ろに乗せて坂を下りはじめたら、いきなりわきの下をごにょごにょまさぐりやがって、こっちだって好きで馬ば鹿か笑いしていたわけじゃないんだ！　力は入らないし、二人乗りだからスピードは出るし、俺だって必死だったんだぞ！」

　姉貴の俺を疑う目は変わらなかった。

「こっちにはお前が、馬鹿笑いしながら、瑞穂のスカートの中に手を突っ込んでいたとか、胸をまさぐっていたとか、いろんな目もく撃げき情報があるんだ！」

「そんなのはデマだ！　俺は潔けつ白ぱくだ！　俺の目を見ろ！　俺がそんなことをする人間に見えるのか」

「見えるから聞いているんだ！」

　ぐあ……。

　ひでえ！　ひでえよ姉ちゃん！

　俺の目の色を見た姉貴の表情が変わった。

「……どうやら、本当に何もしていないらしいね」

「あたりまえだ！」

　姉貴は笑いながら頭を下げた。

「悪い悪い、瑞穂に、何をされたのかいくら聞いても、真っ赤な顔をして首をふるばかりだから、てっきり私たちは、あんなことやこんなことをされたのかと思ってね。あ、そうそう、今日の夕食は、お前の好きな天ぷらだからな、早く部屋で着替えてこいよ」

　今までのことが、まるでなかったかのように、ころっと話題を変えて、姉貴は去っていった。




　夕食は俺の大好きな、サツマ芋いもの天ぷらだった。

　俺はこいつを、天つゆの中にどっぷりと浸つけて食うのが大好きだ。

　よく、テレビなどの料理番組で、高級天ぷらなどというものが紹介されるが、俺には、あまり美味うまそうに思えない。きっと、そういった高級店は天つゆではなく塩で天ぷらを食べさせているからだろう。

　確かに天ぷらにしたネタの繊せん細さいな味わいを楽しむには、雑ざつ味みのない塩が一番いいのかもしれないが、俺はやっぱり天ぷらは天つゆで食いたいと思う。

　高級天ぷら、なんてシロモノとは、縁えんのない高校生だからこんなことを言えるのかもしれないが、醬しよう油ゆとミリンの風味いっぱいの天つゆに浸ひたされ、つゆをじゅるじゅる吸い込んだ天ぷらのコロモと、その中のほっくりとした甘さのサツマイモが、口の中で渾こん然ぜん一体となったときの絶ぜつ妙みようなバランスが俺は大好きだ。

　確かに塩で食べる天ぷらに比べれば下げ品ひんな食い方のような気がするが、俺は、えてして世の中で言われる下品な食い物の方がどうにも美味うまいような気がしてならない。

　たとえば、すき焼きの残り物があるとする。俺はそのすき焼きの残りをあたためて、あたたかいご飯の上にぶっかけて、ぐちゃぐちゃかき回して食うのが大好きだ。

　それは、まさしく下品な食い物というものの見本のようなシロモノだろう。何が下品と言って、世の中にこれほど下品な食い物はちょっとない。でも、この世でいちばん下品であると言うことは、言い換えればこの世でいちばん美味いということだと思う。

　だから、イモ天に天つゆをたっぷり吸わせて食う、という下品な食い方こそ、いちばん美味いイモ天の食い方だと、俺は思うんだ。




　夕食の後、自分の部屋の中で、サツマイモの天ぷらの美味さを分ぶん析せきしていたそのとき、誰だれかが俺の部屋をノックした。

「雅まさ之ゆき、ちょっと話があるんだけど、いいかな？」

　姉あね貴きか……。

　さっきのことをあやまりに来た……わけがないよな。

　俺は小さくため息をついてドアを開けた。

「なんだい、姉ちゃん」

　部屋に入ってきた姉貴は、真剣な顔をして俺に聞いた。

「雅之、あんた、彼女いるの？」

「はへ？」

　実に間ま抜ぬけな返事を返した俺の顔を見た姉貴は『聞いた私が馬鹿だったな……』という顔をした。

「なんだよ、その目は！」

「いや、なんでもない」

　姉貴はそういって小さく咳せき払ばらいしたあとで、いきなりとんでもないことを言いだした。

「あんた、瑞みず穂ほのこと、どう思ってる？」

「どう思ってるって……どういう意味だよ」

「嫌いじゃないんでしょ、わざわざ自転車に乗せて学校まで送っていってあげるくらいなんだから」

「そりゃあ確かに嫌いじゃない。でもそれは好きだとか嫌いだとか言う次元で見たことがない存在だったからだよ」

　そう答えてから、俺は、なぜ今日の朝、自転車に瑞みず穂ほを乗せて送り届けてやろうと思ったのだろうと考えた。

　一番最初に俺の脳のう裏りに浮かんだのは、泣きそうな瑞穂の顔だった。

　その顔は、そのまま俺の記き憶おくの一番奥おくにある光景を呼び覚ました。




　泣いている女の子。

　その子の前に並ぶ枯かれたアサガオの鉢はち植うえの列。




　その光景を思い出すたびに俺の心の中を痛みを撤まき散らしながら罪ざい悪あく感かんが走り抜ける。

　それは俺が小学校二年のときの夏休みの思い出だ。

　そうだ……きっと俺は、あのときの罪悪感をずっと引きずっているんだ。これは恋れん愛あい感情とかそういったものじゃないんだ。

　俺が結論を言う前に、姉あね貴きが言った。

「雅まさ之ゆき、あんた、瑞穂とつき合いなよ、そうすればあんたは身の潔けつ白ぱくを証明できるし、瑞穂だって変な目で見られないですむ」

　一いつ瞬しゆん、頭の中が真っ白になった。

　一ひと呼吸ほど置いたあと、やっと言葉が出た。

「ちょっとまて！　どういう意味だ、そりゃ！」

　姉貴は平然と答えた。

「どういう意味もこういう意味もないわ、言ったとおりよ。あんたにかけられた変へん質しつ者というぬれぎぬを晴らすには、それしかないじゃない」

　呆ぼう然ぜんとした顔をしている俺の顔を見て、姉貴は小さくため息をついた。

「いいかい、雅之、よく聞きな。東ひがし高校では、あんたは今、瑞穂を毒どく牙がにかけた変質者だと思われているんだよ。でも、あんたが瑞穂の彼かれ氏しだとしたら話は別だ、あんたは、せいぜい人の目を気にしないバカ、程度の評価に落ち着くんだ」

　今日の朝、間近で見た瑞穂の顔を俺は思い浮かべた。

　あらためて見ると意外と可愛かわいかったりするんだよな……あいつ。

　自分の顔が赤くなってくるのを感じた俺は、それを姉貴に気づかれないように大声を上げた。

「そんな勝手な話ってあるかよ！　そもそも俺を変質者扱あつかいした姉貴たちが悪いんじゃないか！　それにそんなことを勝手に俺だけで決められるもんか！」

　姉あね貴きは目を見開いたあとで、にやっと笑った。

「自分だけでは決められないってことは、瑞みず穂ほが承しよう諾だくすれば、いいってことなんだね」

「それはそうだけど……そんなこと瑞穂が納得するわけないじゃないか」

　姉貴のにやにや笑いが大きくなった。

「じゃ、決まりだね」

「決まりって……何がだよ」

「瑞穂は、すべて私に任せると言ったんだ、ということはこれで決まりだね。あんたは今、このときから瑞穂の彼かれ氏しだ」

「おい！」

　姉貴は俺の抗こう議ぎの言葉を無む視しして続けた。

「言っておくが、これは瑞穂の名めい誉よを守ると言う意味もあるんだ。あんたと瑞穂の評判は、あんたのこれからの行動にかかっているんだ。あんたはさっき自分を変へん質しつ者じゃないと言い張ったよね」

「あたりまえだ！」

「だったら証しよう拠こを見せなよ、俺はまともな人間だと主張するならそれなりの行為をして見せなくちゃ世間は納得しないよ」

　……納得しないのは姉貴で、ついでに名誉を守るために世間の評判を気にしてるのも姉貴じゃないのか？

　俺はその言葉を飲み込んで、だまってうなずいた。

　姉貴は満足げに言った。

「明日の朝から瑞穂が家に来るからね、東ひがし高校までちゃんとエスコートしてやるんだよ」

　姉貴はそこで言葉を切ると、凄すごみのある目で俺をにらんで付け足した。

「いいかい、清く正しい男女交際を心がけろよ、ここで何かやったら、お前は二度と世間に出ることなく一生を塀へいの中で終わるハメになるんだからね」

「わかったよ……姉ちゃん」

「よしよし」

　姉貴は微笑ほほえんで部屋を出ていった。

　俺のことを意い気く地じなしだと思うなら思うがいい。

　でも、それは、あの姉貴を知らない人間が思うことであって、あの姉貴と十七年を生きてきた俺が思うことじゃない。













　第三章「朝」







　毎朝、俺は姉あね貴きより十五分くらい遅く家を出ていた。

　俺の通う西にし高校のほうが姉貴の通う東ひがし高校よりも遠いのだが、俺には自転車と下り坂という二つの武器があるから、姉貴より遅くても間に合う。俺はそのことにひそかな優ゆう越えつ感かんを抱いていたのだが、今日の朝からその優越感を味わうことはできなくなってしまった。

「ほらほら、何をやってんだい、早くしなよ」

　この日、俺は、勝ち誇ったような姉貴の言葉にせかされて家の玄関を出て、車庫に置いてあった自転車を押しながら家の前に出た。

　そこにいた。

　四月の朝の光を浴びて、セーラー服の瑞みず穂ほが立っていた。

　瑞穂は、俺を見るなり顔を赤くした。

　そして、がちがちに緊張したような顔つきのまま、不安げな目で俺を見ると、ぴょこんと頭を下げて言った。

「お……おはようございます！」

　俺は面めん食くらった。

　こんな顔で迎えられるとは思ってもいなかったからだ。

　と言っても別に「ふん、この変へん質しつ者め」だとか「本当はイヤだけどしかたないからつき合ってやるか」といった目を期待していたわけじゃない。

　なんというか、こう、ごく普通に応対してくれると思っていたのだ。

　俺はあわてて頭を下げた。

「あ、どうも」

　いきなり姉貴からゲンコツが飛んだ。

「いてえ！　何するんだよ！」

「まったく、なんて挨あい拶さつしてるんだ、あんたは！」

　姉貴は瑞穂に向き直って、頭を下げた。

「ほんとにもう、ふつつかな弟でごめんなさいね、馬鹿だけど根は悪い人間じゃないのよ」

「ええ……知ってます」

「馬鹿だってこと？　あ、根は善人だってことの方ね」

　瑞穂は、少し赤い顔をしたまま答えた。

「小学生のころ、雅まさ之ゆきさんとは、同じ通学団でしたから」

「そうか、そう言えばそうだっけ、あんたらは別に初しよ対たい面めんでもなんでもなかったんだよね。じゃあ私は先に行くから、あんたらはゆっくり話でもしながらおいで」

　姉あね貴きは笑いながらそう言い残すと、さっさと歩きだした。

　何というか、経験はないが、きっと見合いの席の仲人なこうどってきっとこんな態度なんだろうな。

　俺が、ぼんやりと、そんなことを考えながら早足で遠ざかっていく姉貴の背中を見送っていたとき、おずおずとした瑞みず穂ほの声がした。

「あの……」

　俺はあわてて振り返った。

　瑞穂は、思い詰めたような目で俺を見つめて続けた。

「……幸こう原ばらさん……とお呼びしてよろしいでしょうか？」

　俺はあわてた。

「え？　あ、俺のこと、えーと……雅まさ之ゆきでいいよ、そう呼ばれるのに慣れてるし、今思い出したけど小学生のころ、そう呼んでいただろ、俺のこと」

　年ねん齢れいの近い兄弟がいる場合、名みよう字じではなく名前で呼ばれるようになるというのはよくあることだった。

　俺の場合など、モロにその対象だ。子供のころ、近所では俺たち姉弟きようだいは「まさみちゃん」「まさゆきくん」と呼ばれていた。

　笑顔を見せて瑞穂は答えた。

「はい、じゃあ雅之さん、って呼ばせていただきます」

　その笑顔を見たとき、俺の心のどこかに痛みが走った。

　……やっぱり俺は、どこかでこいつに罪ざい悪あく感かんを抱いているんだろうな。

　俺の表情に気がついたのだろう、瑞穂が、一いつ瞬しゆん不安そうな表情を見せた。

　……あ、いけね。

　俺は、腕時計を見た。

「さて、こんなところで立ち話していたら、また君を自転車に乗せて坂道下るハメになっちゃうな、行こうか」

「はい！」

　瑞穂は、ほっとしたような笑顔でそう答えた。

　俺と瑞穂は、下りの坂道に向かって歩きながら、とりとめもない話を続けた。

「そう言えば、小学校のころは結けつ構こういっしょに遊んでいた記き憶おくがあるけど、いつごろからかな、遊ばなくなったのは」

「中学校に入ったころだと思います……」

「そういえばそうだよな、やっぱりあれかな、小学生のころは近所の友達しかいないけど、中学校あたりになると友達の幅が広がるからかな」

「……それもあると思います」

　下り坂にさしかかったときに、ふっと瑞みず穂ほが足を止めた。

「どうしたの？」

「門が開いてる……」

　瑞穂の視線を追った俺は驚いた。




　幽ゆう霊れい屋敷の門が開いていた。




　幽霊屋敷の門が開いているのを見るのはこれで二回目だ。

　俺と瑞穂は、幽霊屋敷の門に向かって駆け寄った。

　開け放たれた門の中には、昨日きのう見たのと同じ光景が広がっていた。

　きれいに刈り込まれた広い芝生の庭園、木陰に置かれたブロンズ製のガーデンテーブルセット。

　庭園の中央にいっぱい植えられた、細かく縮ちぢれた葉を、もしゃもしゃと茂らせた草は、きっとパセリなのだろう。濃い緑色と芝生の薄い緑色の対比が、実に目に鮮やかだ。

「生まれて初めて……いや、昨日も見ているから二度目だけど……俺はこの屋敷の庭を見たような気がするな」

「私は、三度目です……小さいころ……ずっと昔ですけど、私はここでお姉さんと遊んだような記き憶おくがあります」

「幽霊屋敷のご主人は女の人なのかな？」

　俺がそうつぶやいたとき、門の中から女の人の声がした。

「へえ、幽霊屋敷って呼ばれているんだ、この別荘は」

　門のわきから声の主ぬしらしい若い女の人が姿をあらわした。

　年ねん齢れいは二十代前半、二十一～二歳だろうか？　栗くり色いろの長い髪かみを後ろでまとめたやさしい顔かお立だちのその女の人は、白い作業服のような服を着て、俺たちの前に立っていた。

「あ、いえ、ガキのころからずっとそう呼んでいたので、つい……」

　あわてて言いわけする俺を見て、その人は微笑ほほえんだ。

「いいのよ、人が来ない古い別荘なんて、本当に幽霊屋敷みたいなものだものね」

　目を丸くしている俺たちの顔を見て、気がついたようにその人は頭を下げた。

「あ、いきなり話しかけてごめんなさい、私はこの別荘の権利を祖そ父ふから受け継いだ柿かき田た川がわ千ち夏なつと言います、君たちは高校生？」

　……キレイな人だな。

　俺の第一印いん象しようはそれだった。美人であることは間違いないが、それとは別に普通の人には感じない親しみのようなものを感じたのだ。

　そのとき、瑞みず穂ほが答えた。

「はい、私はこの先の富ふ士じ見み台だい団地に住んでいる神かみ永なが瑞穂です」

　きっと、ぼけーっと女の人を見ていた俺が答えないので、先に答えたのだろう。俺はあわてて瑞穂に続いた。

「あ、どうも、俺は同じ富士見台団地に住んでる幸こう原ばら雅まさ之ゆきっていいます」

　柿かき田た川がわ千ち夏なつと名乗ったその女の人は、興味深ぶかそうに俺たちを見てから聞いた。

「神永さんと幸原くんか、二人は同級生なの？」

「あ、いえ、学校も学年も違います、俺は西にし高の二年で、この子は東ひがし高の一年生です」

　そこまで言ったとき、俺は自分が登校する途中だったことを思い出した。

　俺は腕時計を見た。

　午前八時十五分……。

　うわ！　またもやギリギリじゃねえか！

「瑞穂！　時間！」

「え？　あ、本当だ」

　瑞穂は、またもや実にのんびりと聞こえる口調で答えた。

「本当だ、じゃないぞ、昨日と同じ状況だ、坂の下まで送っていってやる、さあ後ろに乗れ」

「え？」

　瑞穂は、またもや目を丸くした。

「もう遠えん慮りよしなくていい、俺にしっかりつかまれ、昨日みたいにごにょごにょまさぐるなよ」

　真っ赤な顔をして瑞穂はうなずいた。

　俺は、柿田川と名乗った幽ゆう霊れい屋敷の持ち主らしい女の人を振り返った。

　その人は、急にあわてだした俺を見て目を丸くしていた。

「すみません、遅ち刻こく寸前なんです」

　俺が頭を下げると、その人は納なつ得とくしたようにうなずいた。

「あ、そうか、そうだよね、引き留めてごめんなさい」

　そしてそこで言葉を切ると、にっこり笑って付け足した。

「もしよければ、学校帰りに寄っていかない？　この別荘に来たのは初めてなので、まわりの様よう子すを教えて欲しいの、スーパーとか銀行とかの場所をね」

　……どうしようか？

　俺は思わず振り返って自転車の荷台に座っている瑞穂の顔を見た。

　瑞穂は、俺と視線を合わせると小さくうなずいた。

　よし、決定。

「わかりました、学校帰りに寄ります」

　柿田川さんは、ほっとしたような顔をした。

「私は今日一日庭にわ仕し事ごとをしていると思うから、気き軽がるに声をかけてね」

「はい、じゃあ失礼します」

　俺は柿かき田た川がわさんに頭を下げて、幽ゆう霊れい屋敷を後にした。

　自転車を五メートルも走らせないうちに、俺のわきの下にある瑞みず穂ほの手に、ごにょっと力が入った。

「うひゃ！」

　思わず声が出た。

　俺は急ブレーキをかけて、その場に自転車をとめて振り返った。

「わきの下をごにょごにょまさぐるな、って言っただろう！　またバカ笑いしながら東ひがし高の前を走るのはごめんだぞ！」

　瑞穂は、びくっとしたように身をすくめると、蚊かの泣くような小さな声で答えた。

「……ごめんなさい……」

　大声で怒ど鳴なりつけられた小さな子供のような反応を見て、俺はあわてた。

「あ、いや、別にそんなに怖がるようなことじゃない、驚かせて悪かった、ただ、俺にしっかりつかまってくれって言いたかったんだ」

　俺はそこで言葉を切ってから、おもいきって続けた。

「ほら、遠えん慮りよはなしにしよう、俺はどうやら君の彼かれ氏しらしい。彼氏と彼女の間あいだ柄がらなんだからさ」

　瑞穂は、赤い顔でうなずいた。

「はい……わかりました」

「よし、じゃあ行くよ、しっかりつかまれ」

　瑞穂は俺の背中に身体からだをくっつけて、俺の腰に右手を回した。

　何とも言えない、いい匂においがふわっと、俺を包んだ。

　俺は、一瞬脳のう裏りに浮かんだ「あ、このままじっとしていたい」という欲望を振り払って、自転車のペダルに力を入れた。

　自転車が下り坂を下りはじめる。

　ぐんぐんスピードを増してゆく自転車に吹き付ける四月の風が、瑞穂の匂いを吹き飛ばした。













　第四章「パセリ」







　ガーデンテーブルの上に置かれた白い、見るからに高価そうな磁じ器きのティーポットから、これまた見たこともない上じよう品ひんそうなティーカップに紅茶が注がれると、テーブルのまわりは紅茶の香りに包まれた。

　庭に置かれたガーデンテーブルの上でさえ、これだけの香りを立てるのだから、室内だったら部屋中を紅茶の香りが包み込むだろう。

　……きっとこれが「本当の紅茶の香り」というやつなんだろう。

　俺は、目の前で紅茶を入れてくれている千ち夏なつさんの優ゆう雅がな手つきを眺ながめながら、千夏さんに感謝した。

　今日、ここで千夏さんにお茶に誘われなければ、俺みたいにティーバッグ一個を二～三回使い回して平気な人間は、きっとこんな香りを知ることなく一生を終えてしまったに違いない。

　俺は今、瑞みず穂ほといっしょに幽ゆう霊れい屋敷の庭先に置かれたガーデンテーブルで、この屋敷の主人である千夏さんから、午後のお茶をご馳ち走そうになっている。

　俺たちが学校帰りに待ち合わせをして、屋敷に顔をだすと、朝言ったとおり千夏さんは、庭にわ仕し事ごとをしていた。

　千夏さんは俺たちの顔を見ると、にっこり笑って俺たちを庭先に招き入れた。そして屋敷に戻って薄うす黄色のトレーナーとジーンズに着替えると、ティーセットを持った白しら髪がの品の良い老人とともにあらわれた。

　朝、俺たちが千夏さんの誘いを受けた理由は簡単だった。

　俺も瑞穂も、この謎なぞの屋敷に、住んでいる人がどんな人なのか、そして、ずっと閉め切られていた門の中に、どんな光景が広がっているのか、興味があったからだ。

　この屋敷に向かって歩きながら俺たちは、子供のころ想像していた、この屋敷の主人の正体を言い合って笑った。

　俺は、子供のころ、この屋敷には『悪の組織のボス』が住んでいて『世界征せい服ふく』のために、改かい造ぞう人間のベースになる小学生を探しているのだと思っていた。

　瑞穂は、子供のころ、この屋敷には『魔法の国から来た魔ま女じよ』が住んでいて、魔女になれる素質を持った女の子を探しているのだと思っていたそうだ。

　……両方とも違っていたな。

　こんなキレイなお姉さんが住んでいるなんて想像すらしていなかったな。

「はい、どうぞ」

　ぼんやりと千ち夏なつさんを見ていた俺の前にティーカップが差しだされた。

　そのカップの中には、宝石のルビーをお湯に溶かしたような鮮やかな色をした紅茶がゆっくりと波打っていた。

「は……はい！　ありがとうございます！」

　俺の声は裏返っていた。

　千夏さんは、びっくりしたような目で俺を見たあと、瑞みず穂ほと目を合わせてから吹きだした。

「あ、いえ、俺は育ちが悪いせいか、どうもこういった雰ふん囲い気きに慣れなくて……どうもすみません」

　おもわず頭をかいた俺に向かって千夏さんは優しい目で微笑ほほえんだ。

「気を楽にして、雅まさ之ゆきくん。お茶は楽しまなくっちゃダメよ。イギリスでは戦場のど真ん中でも、ちゃんとお茶の時間を作ってお茶を飲んでいたそうよ」

「はあ……」

　俺は頭をかいた。

　困っていた俺を助けるように横に座っていた瑞穂が助け船をだしてくれた。

「この紅茶もそうですし、庭園のデザインもイギリス風ですし……千夏さんはイギリスに行かれたことあるのですか？」

　千夏さんはうなずいた。

「そうよ、イギリスの大学に留学してるの、生物学が専せん攻こうよ。それにしても庭のデザインを見ただけで、よくイギリス風ってわかったわね」

「あ、いえ、ちょっと興味があっただけで……その」

「へえ、瑞穂ちゃんはガーデニングに興味があるの？」

「ええ……ちょっと、その、花とか草とかが好きというぐらいのもので、ガーデニングなんて呼ばれるものでは……」

　俺を助けに来た瑞穂は、下を向いてしまった。

　よし。今度は俺が話題を繫つなぐ番だ。

「千夏さんは、ガーデニングが趣味なんでしょ、庭にパセリ植えているみたいだし」

「え？」

　千夏さんのけげんな顔に気がつかないまま俺は続けた。

「うちの母もやってるんですよ、ガーデニング。庭の片かた隅すみに菜なっぱ植えたりネギ植えたりして……」

　瑞穂が俺の学生服の袖そでを引っ張って、小声で言った。

「雅之さん……それは家庭菜さい園えんです、ガーデニングじゃありません」

「え？　あ、そうなの？」

　庭に千夏さんと瑞穂の笑い声がはじけた。

　いっぺんに雰ふん囲い気きが和なごやかになったガーデンテーブルで俺はゆっくりと紅茶を飲んでいた。

　話をしているのは、もっぱら千ち夏なつさんと瑞みず穂ほで、俺の話す隙すき間まがなかったせいだ。

　なんせ、話題の中心になっているのは、植物の栽さい培ばい方法についての細かなことなので、俺にはついていけない。

　そのとき、ふと気づいたように瑞穂が聞いた。

「そういえば……なぜ五月なのに、露ろ地じ物もののパセリがあんなに繁っているんでしょうか？」

　千夏さんは、一瞬驚おどろいたように目を見開いたが、すぐにいたずらっぽい笑顔を浮かべて答えた。

「私……実を言うとタイムマシンを持っているんですよ」

「タイムマシン？」

「ええ、それを使って、時間をコントロールして二カ月ばかり時間を先に進めたんです……ビニールハウスという名前のタイムマシンですけどね」

　瑞穂は、納得したように微笑ほほえんだ。

「ハウスですか、確かにハウス栽培なら五月でもあんなに葉が繁っていてもおかしくないですね、でも、露地栽培するときは気をつけないと晩ばん霜そうにやられますよ」

　千夏さんはちょっと驚いたようだった。

「霜しも？　五月の、それも静しず岡おかで？」
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　瑞みず穂ほはうなずいた。

「ええ、静しず岡おかは暖かい地方ですけど、それでもこういったちょっと高たか台だいのあたりは、五月にも霜しもが降りることがあるんです。愛あし鷹たか山やまの山さん麓ろくにあるお茶畑に、扇せん風ぷう機きが取り付けられた電柱がたくさん立っていますけど、あれは霜しも除よけのためなんです」

　瑞穂の言葉を聞いた俺は、以前、山の方にあるお茶畑の中に、てっぺんでプロペラのようなものが回っている電柱が、何本も立っているのを見たことがあったのを思い出した。

　あれは風力発はつ電でん装置みたいなものかと思っていたんだが……そうか、あれは霜除けだったのか。

「知らなかったわ、静岡って暖かいから大丈夫だと思ってた」

「パセリは、暖かい地中海沿えん岸がんのイタリアが原産地ですから、寒さには気をつけないと……」

「どうもありがとう、やっぱり良かったな、あなたたちに声をかけて。この別荘には私と、執しつ事じの洗せ馬ばの二人しかいないの。私たちは、しばらくこの別荘で暮らすつもりなの、私がいなくても、洗馬がいるから、いつでも遊びに来てね」

　洗馬と呼ばれた老人は、上じよう品ひんな微笑を浮かべて言った。

「千ち夏なつお嬢じよう様にお仕えする執事の洗馬、と申します。千夏お嬢様のお客様でしたら、大だい歓かん迎げいでございます。今後ともよろしくお願いいたします」

「あ、どうも、よろしくお願いします」

　俺たちが頭を下げる前に洗馬さんは、優ゆう雅がな仕し草ぐさで頭を下げた。




　千夏さんの屋敷からの帰り道で、俺は瑞穂に話しかけた。

「すごいお嬢様と知り合いになっちゃったな、なんというか、こう、住む世界が違うというか、きっとああいった人は天ぷらを塩で食べているんだろうな……」

「え？」

　瑞穂がけげんな顔をした。

「あ、いやなんでもない。瑞穂の家でも、家庭菜さい園えんやってるの？」

　おれはあわてて話題をそらした。

「ええ、ちょっとですけど」

「どうりで千夏さんと話が合うと思った。でも、大変でしょ雑草とか生はえて」

　瑞穂は、ちょっと複雑な顔をした。

「……雑草という名前の草はありません、どんな草にだって名前があります」

「あ、そうか、そう言われてみればそうだよな……」

　そう答えてからあることを思い出して、俺は小さく笑ってしまった。

　その俺の笑いを見て瑞穂は不安そうな顔をした。

「私……何かおかしなことを言いましたでしょうか？」

「あ、いや、小学校のころのことを思い出したんだ。学級で花か壇だんの世話をしてただろう？　あの花壇の端はしっこに、どう見ても雑ざつ草そうしか生はえていない花壇があってさ、誰だれも手入れしてないのかな、と思ってよく見たら雑草一本一本にちゃんと名札がついてたんだ。それを思い出して笑ったんだ」

　耳の先まで赤くして瑞みず穂ほはぽつりと答えた。

「それ……私です」

「え？」

「小学校のころ、私は花壇に生えてきた自然の草は、花に悪いことをしているわけじゃなくて、ただ、花といっしょには植えてあげられないだけなんだ、だから別々にしてあげればいいんだって考えたんです」

　恥ずかしそうにそう答えた瑞穂を見て俺は考えた。

　……何というか、ひょっとすると、こいつの波長は、ほ乳にゆう類るいじゃなくて植物に近いのかもしれない。

　そう言えば、子供のころ、何度か陽当たりの良い場所で、なにもせずに、ぼーっと立っているこいつの姿を見たことがあったけど、もしかしたら光こう合ごう成せいでもしていたのかもしれないな。

「それにしても君は、パセリのことに詳しいんだね」

「ええ、私、パセリが好きです」

「パセリが？」

「私…ずっとパセリだったから……」

「え？」

　瑞穂の言葉の意味がわからなかった。

「パセリだったって？」

「あ、いえ、気にしないでください」

　あわてたように手を振って、瑞穂は微笑ほほえんだ。

　俺は、その笑顔の裏側に、さみしさと諦あきらめが入り混じったような表情が見えたような気がした。

　瑞穂と別れ、家に帰ってからも俺はパセリの話題のときに瑞穂が見せた表情が気になってしかたがなかった。

　考えてみれば、俺は瑞穂のことを、ほとんど知らない。

　俺が知っているのは、小学生のころの記き憶おくだけだ。

　中学に入ってからは、学年も違うし、ほとんど話をしたことはなかった。考えてみれば、中学生のころは異性を意識しだすころだ。あのころの俺には、たとえ顔見知りの女の子でも声をかけるなんて真似まねはできなかったに違いない。

　俺は、姉あね貴きの顔を思い出した。

　姉あね貴きはこのあたりの女の子たちのリーダー的存在だったから、きっと瑞みず穂ほのことをよく知っているはずだ。

　よし……。

　姉貴の部屋のドアをノックすると、すぐに姉貴が顔を出した。

「なんだよ」

「ちょっと聞きたいんだけどさ」

「宿題の答えなら有料だよ」

「そんなんじゃないよ、あのさ、パセリ……ってどういう意味なんだろう？」

　目をつぶった姉貴は、暗あん誦しようするように答えた。

「和名オランダゼリと言われる香こう草そうの一種、葉の縮ちぢれたものと葉が開いたものがあって、開いたものはイタリアンパセリと言う名前で流通している。こんなところかね」

「違うよ、俺が知りたいのはパセリそのもののことじゃなくて、何と言ったらいいのかな……そうだ『パセリのような子』って意味を知りたいんだ」

　姉貴はちょっとけげんな顔をして答えてくれた。

「それはね、引き立て役、売れ残り、仲間はずれって意味だよ……どうしたんだ？　いきなりそんなことを聞いてきて」

「あ、いや、特に意味はないよ」

　俺は、姉貴にそう答えながら、あのとき瑞穂が見せた、さみしさと諦あきらめが入り混じったような表情の意味が見えたような気がした。













　第五章「お弁当」







　次の日から、世間はゴールデンウィークとやらに突入した。当然学校は休みだ。

　何もすることがなかった俺は、朝からリビングルームのソファに寝ころんで、ネットゲームをやっていた。

　父が、仕事でインターネットを使うとかで、我が家には常時接せつ続ぞく可能な端末がある。もっともそう言っていた父は、最近ほとんど仕事を家に持って帰らなくなったため、常時接続の恩おん恵けいをこうむっているのは、もっぱら俺と姉あね貴きだ。

　きっと部屋の模も様よう替えでもやっているのだろう、姉貴の部屋からはごそごそ家具を動かす音が朝から聞こえていた。

　部屋の模様替えは姉貴の趣味だ。気分転てん換かんになる、とかで三カ月に一回は、部屋に置いてある机や本棚を動かしている。

　そして、昼少し前に部屋から出てきた姉貴は、トレーナー姿のままソファに寝ころんでいる俺を見るなり吠ほえた。

「えーい、昼間から家でゴロゴロしやがって、めざわりなヤツだねえ。どっか出かける予定とかないのかよ！　せっかく彼女ができたんだから、どっかデートでも行ってくりゃいいじゃないか！」

「彼女……って？」

　姉貴の蹴けりが飛んだ。

「瑞みず穂ほちゃんだよ！　お前みたいなぐーたらで、何も考えてないボンクラ男には、もったいないぐらいの子じゃないか」

　俺はため息をついた。

　姉貴が言っていることは、まあわかる。

　きっと俺みたいな人間にはもったいない相手なんだろう。

　見た目は並よか、ちょっと上。

　性格はおとなしくて、素す直なお。

　でも暗いわけじゃなくて、いつも、のほほんと静かに笑っている。

　行きがかりとはいえ、一いち応おうつき合いはじめたわけだが……。

　これで不満があると言ったら世界中のもてない野郎どもからボコボコにされても文句は言えないだろう。

　でもなあ……なんとなく疲れるんだよなあ……あの子は。

　俺のため息を聞きつけたのだろう、再び姉あね貴きの蹴けりが飛んだ。

　べご！

　蹴りはわき腹ばらに入った。

「痛て！　ひでえよ姉貴！」

「ちょっとぐらい痛い目に合わなきゃわからんだろーが、このぐーたら男！　あんた今、めんどくせえ、とか思ったんでしょ！」

　うあ……図ず星ぼし。

「違うよ姉貴、何というか、その、照れくさかっただけだよ、何というかその、こっちから電話して、断られたら立たつ瀬せないじゃん」

　必死に言いわけする俺を見て　姉貴はニヤリと笑った。

「そーかそーか、直接電話するのが恥ずかしいか。そんなウブな感性が、あんたみたいな鈍どん感かん男にもあるとは気がつかなかった」

「悪かったな」

「ああ、悪い、めちゃくちゃ悪いね、ところでアンタ明日の予定は？」

　いきなり聞かれた俺は反射的に本当のことを答えてしまった。

「明日？　特にないよ」

　その答えを聞いた姉貴の顔を見て、俺は、失敗したことに気がついた。

「あ、いけね、明日は用があるんだった」

　あわてて答えた俺の言葉を、姉貴は聞いていなかった。

「そう、明日、あんたは用がある。瑞みず穂ほとデートに行くって用がね」

「そんな話聞いてないぞ！」

「あたりまえだ、今、話したんだから」

「だって、瑞穂だってそんな話は聞いてないって言うに決まってるじゃないか！」

「それを確かめるのさ、これからね」

　姉貴はニッ、と笑うと携帯電話を取りだした。

「おい！　ちょっと待てよ」

　俺の言葉を聞いていないかのように姉貴は言った。

「うるさいわね、あんたはさっさとゲーム終わらせて、ネットで映画案内とか遊園地のイベント情報とか検けん索さくしなさいよ。こういうときに、ぱぱっと段取りできるかどうかで、男の価値てのは決まるんだよ」

　きっと俺は不ふ服ふくそうな顔をしたのだろう、姉貴の目が細くなった。

「いい？　あんたは何も知らないみたいだから教えてあげる。女の子はね、こういうときの男の行動を、よーく見ているんだよ。その男が、どれだけ相手のことを考えているのか、どれだけ先のことを考えているのか。その男が頼りになるのかならないのか、誠実なのかそれとも口先だけの人間なのか。それを判別するためにね」

「本当に……そんなことまで考えているのかい？」

　姉あね貴きはうなずいた。

「意識して見ているわけじゃないさ、でも、女ってのは無意識にそうやって男の子を見ているんだ。生せい存ぞん競争に生き残るために優秀な遺い伝でん子しを求めるのは、女として当然のことさ。言っとくけど『見た目』ってのも、その優秀な遺伝子の中に含まれるんだからな。お前のような見た目で負けてる男は、他のところでがんばらないと負けるんだぞ……あ、瑞みず穂ほ？　私よ雅まさ美み、うん、あのね明日、何か予定ある？　……え？　いやね、うちの雅まさ之ゆきがさあ、あんたとどっか行きたいって言ってるのよ……ちょっと待ってね」

　姉貴は携帯電話の送話口ぐちを手で押さえると俺に蹴けりを入れて小声で言った。

「ほら！　何をぼけっとしてるんだ！　早くプレイスポット探しな！　……え？　いや、なんでもないの、こっちのこと」

　俺はネットに繫つないだ画面を、プレイスポット検けん索さくに切り替えた。

　……えーと、静しず岡おか県東部、あ、これだこれだ。

　ネットの画面を確認した姉貴はうなずくと、俺に携帯を差しだした。

「ほいよ、瑞穂は明日ヒマだってさ、おまえさんとつき合うそうだ、さあ、うまくやんな」

　俺は姉貴の携帯を受け取ると耳に当てた。

「どうも、電話代わりました、雅之です」

『あ、神かみ永ながです』

　携帯のスピーカー越しに聞こえる瑞穂の声は、どことなくはずんで聞こえた。

「えーと、そういうことなので、明日いっしょにどこかに行くことになりましたが、どこか行きたいところある？」

「ったく……なんて誘いかただよ！」

　姉貴は、小声でそう言うと俺の頭をこづいた。

「痛て……あ、いや、なんでもないこっちのこと、えーと今考えてるのは、沼ぬま津づで映画を見る、遊園地に行く……と言っても楽らく寿じゆ園えんじゃないぞ、幼稚園の遠足じゃないからな」

　携帯の向こうで瑞穂がくすくすと笑う声が聞こえたような気がした。

　俺の肩に入っていた力がすっと抜けた。

「あとは……えーと……」

　ネットの検索画面を眺ながめながら俺は考え込んでしまった。

　静岡県の東部は、富士山と伊い豆ず半島に挟まれた観光名所だ、検索画面一いち覧らんにはずらーっと『見どころ』とやらが並ぶのだが、そのどれもが一般の観光客向むけのスポットで、その地元に住んでいる人間向けのスポットではないのだ。

　そのとき、瑞穂が答えた。

『あの……よろしかったらハイキングに行きませんか？』

「え？」

　思わず声を上げてしまった。

　俺の考えていたデートスポットに、そういった場所は含まれていなかったからだ。

『あの……私、お弁当作って行きますから……』

　一瞬、俺の脳のう裏りに『彼女手作りのお弁当』の想像図が浮かんだ。

　その想像図には、タコさんウインナーとか、プチトマトとか小さくかわいいリボンのついたフライドチキンとかが、いっぱい詰まっていた。

「……いいなあ、それ」

　俺が、思わずそうつぶやくと、携帯の向こうで、瑞みず穂ほの明るい声がした。

『はい、わかりました！　じゃあ明日、何時ごろお伺うかがいすればよろしいですか』

「え？　あ、そうだな、九時ごろ……」

『はい、では九時にお伺いします、誘っていただいて本当に嬉うれしいです、ありがとうございました』

「あ、はい、こちらこそ」

　俺が携帯を切ると、俺のやりとりを聞いていた姉あね貴きが、心配そうな顔で聞いてきた。

「で？　結局どうなったの？　どこに行くの？」

「なんかよくわかんないけど、お弁当持ってハイキングに行くことになった」

「ハイキング？　そりゃまた健康的なデートだねえ……で？　どこに行くのよ」

　言われて気がついた。

「あ、いけね、行き先聞いてなかった。瑞穂がお弁当作ってくるって言ってたから、そっちのことばかり考えていた」

　姉貴は大きなため息をついた。

「……ったくもう、この食くい意い地じ男につけるクスリはないものかね」




　次の日の朝、九時きっかりに俺の家のチャイムが鳴った。

　俺が家を出ると、玄関先さきに、大きなリュックを背負った瑞穂が、緊張した顔つきで立っていた。

　瑞穂は俺の顔を見るなりぴょこんと頭を下げた。

「おはようございます！」

「あ、おはよう」

　困こん惑わくしている俺の顔色を見て、瑞穂がけげんな顔をして聞いてきた。

「あの……どうかしましたか？」

「あ、いやね、昨日きのう電話したときに、今日の目的地を聞いていなかったから」

　瑞みず穂ほは目を見開いたあとで、真っ赤になった。

「あ、そうでしたか……すみません、肝かん心じんなことを決める前に、なんか勝手に舞い上がっちゃっていたみたいで……」

「いや、そんなことはないよ、それにしても大きな荷物だね」

　瑞穂は、自分の背中を振り返るように見て言った。

「ええ、お弁当とかいろいろ、必要だと思ったものを全部入れたらこんなに大きくなっちゃいまして……その」

　……あ、そうか、俺のぶんの弁当も入っているのか。

「ところで、どこに行くの？」

「あ、はい！　末すえ広ひろ山やま森林公園に行こうかと思ってます」

「末広山？」

　末広山森林公園とは、俺の家から二時間ほどのところにある、公園と名はついているものの、せいぜいトイレ程度の設備しかないただの野原のような山だった。

「まるで小学生の遠足だな、あんなとこ、何もないじゃないか」

　思わずそう口走ってしまった俺の言葉を聞いた瑞穂の顔つきが変わった。

「ごめんなさい……私のわがままだったんですね」

　その、泣きそうなほど怯おびえたような顔を見て、俺は自分がとてつもない悪あく事じを働いた罪ざい人にんのような気がした。

　……まただ。

　どうしてこいつは、こんなに怯えるんだろう？　まるで、俺がいじめているみたいじゃないか。

　そのとき俺は、姉あね貴きにパセリのことを聞いたときの会話を思い出した。

　そうだ……あのあと、姉貴はこう言ったんだ。




『瑞穂はね、小学校のころからずっといじめられてきたんだ。いや、いじめと言うより仲間はずれって言ったほうがいいかもしれないね。あの子は変わっている、でも、アクティブな変わり者じゃないんだ。常に受け身で、自己主張しようとはしない、いるんだかいないんだかわからない。何と言ったらいいのかな、見える人には見えるけど、見えない人には見えないんだ』

『なんだよそれ、まるで座ざ敷しきわらしじゃないか』

『そうさ、座敷わらしみたいなものさ。でも、あんたが座敷わらしになったとしたら、そんな境きよう遇ぐうに耐えられる？』

　そこにいるけれど、いない。

　いてもいなくてもいい。

　座敷わらしとは、そんな扱いなんだろう。

『いやだな、そんなの』

　姉あね貴きは俺の答えを聞いて笑った。

『あんたは、いいかげんでだらしなくて、のーてんきで、どーしよーもない弟だけど、ひとつだけ誉ほめてもいいと思うのはそこだね』

『……何のことだよ』

『あんたは、相手の気持ちになって考えることのできる人間だってことだよ』




　……そうか、そうだよな。

　俺は大きく息を吸って、スコーンと抜けたような五月の空を見上げて伸びをした。

　考えてみれば、こんな青空を見上げて、末すえ広ひろ山やまの広い芝生の上に寝っころがるのは最高の気分かもしれない。

　俺は視線を瑞みず穂ほに戻して笑いかけた。

「まあ、何もなくても、いい空気と青空はたっぷりあるみたいだから、末広山ってのもいいかもな……よーし、久々にいい空気吸すいに行くとするか！」

　瑞穂は目を見開いた後で微笑ほほえんだ。

「はい！」

　俺たちは末広山へと歩きだした。

　末広山は、この町の東側にある。

　山と言うより丘おかと言った方がいいような山だけど、小さな川沿いの道を歩いて行くと、結けつ構こう山歩きの気分が味わえたりするので、小学校などの遠足の定てい番ばんコースになっている。

　俺の家からゆっくり歩いても二時間は、かからない距離にあるのだが、結局俺たちは二時間近い時間をかけてもたどり着いていなかった。

　平地を歩くスピードは俺も瑞穂も大して変わりはなかったのだが、道が登りになってから瑞穂がへばったのが遅くなった原因だった。

　山登りがはじまる前に、俺は何度も瑞穂に、その大きなリュックを俺が背負うと言ったのだが、瑞穂はかたくなにそれを拒こばんだ。

　坂道の途中で、俺は、立ち止まった瑞穂から無む理り矢や理りリュックをむしり取った。

「まったくもう、意地を張らないで、その大おお荷物を俺によこせばよかったんだ」

「……でも……これは……私の荷物ですから……」

　息が切れてやがる。

「お前、もう少し世よ渡わたりうまくしないと大変だぞ」

「世渡り……ですか？」

「ああ、そうだ、普通の女の子だったら、こんなときはすぐに男に甘えてだな、『お願ーい、重いのお』とかなんとか言って楽をするもんだぞ」

　そのとき、瑞みず穂ほは一瞬悲かなしそうな顔をしたような気がした。

「……私……甘え方知らないんです…それに……雅まさ之ゆきさんには甘えちゃいけない……ご迷めい惑わくをかけてはいけないと思うんです」

「なぜだよ」

「あ、いえ、なんとなくそう思うんです。きっと昔からずっとご迷惑をかけていたからです」

　俺は首をひねった。

「迷惑だなんて考えたことなかったぞ」

　瑞穂はまた赤くなった。

「小学生のころ、いっしょに遊んでいただいたときに迷まい子ごになったり、通学団のときもいつも遅れて、いっぱい迷惑をおかけしました」

「そんな昔のことなんか、気にするな。俺が忘れているんだからお前も忘れていいんだ、さあ行くぞ」

　俺は瑞穂のリュックを肩から提さげて歩きだした。




　末すえ広ひろ山やまについた俺たちは、山の頂上のすぐ下に広がる芝生の広場にグランドシートを広げてスペースを確保した。

　日曜日というだけあって、結けつ構こう家族連れが来ている。

　しばらく来なかったので、知らなかったが、頂上のすぐ下のところに、駐車場と自じ販はん機きコーナーができていたところを見ると、どうやら車で登って来れるようになったらしい。

「もう、ハイキングの対象になるような山じゃあなくなっちまったみたいだな」

　俺がそう言うと、瑞穂は、公園の森を見て少し悲しそうな顔をした。

「どうしたの？」

「あ、いえ、来るたびに森の雰ふん囲い気きが暗くなるような気がするんです」

　俺はあたりを見回した。

　山の広葉樹の黄色がかった若葉は、五月の日差しの中で、その上を渡ってくる風すらも緑色に染めてゆくような、あざやかな黄き緑みどり色に広がっている。

「そうか？　別になんとも感じないけどなあ」

　瑞穂はあわてて両手を広げて振った。

「あ、いえ、きっと私がヘンなんです。昔からずっと『ヘンな子』って呼ばれていたんです、私」

　そう言うと、瑞穂はリュックのフラップを開けながら言った。

「もうお昼ですよね、さっそくお昼作ります」

「作る？」

「ええ、材料全ぜん部ぶ持ってきたんです」

　などと言いながら瑞みず穂ほがグランドシートの上に広げたランチョンマットに並べはじめたのは……。

　フランスパン（一本）

　ツナ缶（一個）

　レタス（五～六枚）

　チーズ（薄うす型がた）

　マヨネーズ（１ビン）

　ゆで卵（三個）

　パストラミ（薄切りでタッパーに入ったもの）

　塩コショウ（卓上ビンそのまんま）

　俺はしばらく無言でその品物を眺ながめていたが、それ以外の品物は出てこなかった。

「これは……」

「おべんとう……の、つもりなんですけど……」

　瑞穂は消えそうな声で答えた。

「……お前なあ」

　俺は、瑞穂がお弁当を作ってくる、と言ったとき、女の子らしい、かわいい細さい工くをこらしたような「お弁当」を期待していた。

　それは、俺が勝手に想像したことだけど……いくらなんでもこれはないじゃないか。

　そう、文句を言おうとしたとき。

　俺はフランスパンから立ち上る香ばしい香りに気がついた。

　これは、普通のフランスパンじゃない。

　良く見るとマヨネーズだってスーパーなんかで売っている安い品物じゃない。

「おい……このパンとマヨネーズって……」

　俺の顔をじっと見ていた瑞穂の表情が、やっと緩ゆるんだ。

「あの……雅まさ之ゆきさんが、サンドイッチがお好きだということは、雅まさ美み先せん輩ぱいからお聞きしていましたけど、どんな味がお好きなのか、わからなかったものですから……私が勝手に作ったサンドイッチではお気に召さないかもしれないと思いまして……お好みをお聞きしてですね……それから作ろうかと……」

　俺はフランスパンを手に取った。

　角がパリッとしている。

　これだけのフランスパンは、沼ぬま津づにある西せい武ぶデパートの地下にでも行かなくちゃ手に入りゃしない。

　パストラミも、良く見れば最高級品ひんだ。

　瑞穂は、きっと一生懸けん命めい買いだしに行ったに違いない。

　手て間まひまをかけたおべんとう……という言葉がある。

　その手間ひまをかけるのは調理だけに許されるのだろうか？

　そんなことはない、材料を吟ぎん味みして揃そろえることだって立りつ派ぱな手間ひまなんだ。

　そのおべんとうに「食べる人に対する思いやり」が詰っていれば、それは立派なおべんとうに違いない。

　俺は、瑞みず穂ほの持ってきたおべんとうに「押し付けがましくないやさしさ」のようなものを感じた。

「よし！　俺が作ってやる！　ペテイナイフあるか？」

「はい、持ってきました」

　瑞穂は嬉うれしそうに、そう答えるとナイフを差しだした。




　作りたてのサンドイッチは美び味みだった。

　それは、言わば最高の寿す司し飯めしと最高の焼き海苔のりと、最高の寿司ネタを用意して作る手巻き寿司だった……。

　へたくそな職人が握る握り寿司なんかより、はるかに美味な寿司だ。

「はー食った食った」

　俺はグランドシートの上にひっくり返った。
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　空の色は、ただ群ぐん青じよう……。

　このまますうっと空に浮かぶことができたら、手のひらでひとすくいすくい取りたくなるような空の色だった。

　横では瑞みず穂ほが後あと片付けをしている。

　俺は目を閉じた。

　……家族連づれの子供たちのはしゃぐ声。

　……風が渡ってゆくときの木々のざわめき。

　俺のまわりで聞こえるさまざまな音。

　それは平和な音だった。

　何というか……いいのかもしれないな。

　こういうのも。

　俺は、自分の呼吸する音のリズムが寝ね息いきに変わってゆくのを感じていた。

　……すうっと意識が遠くなる。




「で？　結局二時間寝ねていたんだって？」

　姉あね貴きがあきれたような声を上げた。

「しかたないじゃないか、適度に運動して、お腹いっぱい弁当食くったら眠くなっちゃったんだから」

　こめかみを押さえて姉貴がため息をついた。

「そりゃあ、健けん全ぜんな男女交際をしろ、と言ったのは私だけど……まるでガキの遠足じゃないか、それじゃあ。ロマンチックさのカケラもありゃしない」

　姉貴に反論する気はなかった。確かに姉貴の言うとおりだからだ。でも、俺は思うんだ。

　世の中には、そんなつき合い方があってもいい……と。













　第六章「日常」







　ハイキングから帰ってきてから、俺と瑞みず穂ほの関係が急に親しん密みつになった……なんてことは、これっぽっちもなかった。

　変わった点といえばただひとつ。土日に二人で必ず立ち寄る場所ができたくらいのものだ。

　世間ではそう言う場所のことを、デートスポットとか呼ぶらしいが、俺たちが立ち寄る場所は、どう考えてもそういった呼び名がそぐわない。

　なぜならその場所とは……千ち夏なつさんの屋敷の庭だったからだ。

　瑞穂は、毎週末まつになると千夏さんの屋敷で白いオーバーオールの作業服……これは千夏さんとおそろいだった……こいつに着替え、麦むぎ藁わら帽子をかぶって、嬉き々きとして庭先の庭園で農作業をするようになった。

　そして俺はというと、もっぱら肥料や堆たい肥ひなどの重いものを運ぶ手伝い役だ。

　洗せ馬ばさんは年寄りだから、重い物を持たせてぎっくり腰にでもなったらえらいことだ。ということでそういった力仕事が俺にまわってきたわけだ。

　はっきり言って俺は園えん芸げいなどというものには、これっぽっちも興味はないのだが、にこにこ笑いながら畑はたけ仕事をしている千夏さんと瑞穂を見ていると、なんとなく、こんなのもいいな。と思ってしまう。

　俺は、瑞穂と千夏さんが似ていることに気がついていた。

　見た目というより、なんと言うか全体から受ける雰ふん囲い気きが、そっくりなのだ。

　この日も、俺は千夏さんの屋敷で、ガーデニングの手伝いをしていた。

　納な屋やに積まれた堆肥の袋を一輪車に積み替えて、庭の南側に作られた家庭菜さい園えんに運んでいくと、千夏さんが、何か機械のようなものを持って、植えられていたパセリの葉を調べていた。

　モニターのような画面を覗のぞき込んだ千夏さんは、小さな声でつぶやいた。

「通常値ちの倍近い転てん換かん値ち……間違いないわ」

　……何のことだろう？

　俺が一輪車を押して、千夏さんに近づくと、千夏さんは、ひどく驚いたような顔で振り向くと、背中に機械を隠かくした。

「どうかしたんですか？」

「え？　あ、いえ、なんでもないわ」

　千夏さんはあわてたように首を振ったあとで、俺の顔を見て、しかたないか……と言うように肩をすくめて機械を取りだした。

「この機械で、パセリの活性度ど数すうを調べてたのよ」

「へえ……俺は良く知らないけど、活性度数って元気かどうかを測るモノサシみたいなものなんですか？」

　千ち夏なつさんはちょっと驚いたように目を見開いた。

「そうよ、よく知ってるわね」

「あ、いえ、なんとなく言葉から判断しただけなんですけど」

　俺が頭をかいてそう言うと、千夏さんは微笑ほほえんだ。

「やっぱり雅まさ之ゆきくんは、推論が得意みたいね」

「すいろん？　……スイロンって、確かインドの近くにある島国……あ、それはセイロンだっけ」

　千夏さんは声を立てて笑った。

「今はスリランカって言うのよ。それにしてもずいぶん古い名前を知ってるのね」

「むかし読んだ本にそういった国の名前があったような気がしたんです……それより『すいろん』って？」

「推すい測そくして論を立てること、つまり、目の前にある事実から想像できる事こと柄がらを組み立てること。科学者には絶対に必要な才能のひとつよ、さすがは化学部ね」

　俺はあわてて首を振った。

「いや、そんなたいしたモノじゃありませんよ、想像って言うよか妄もう想そうみたいなものですから」

「でもね、雅之くん。そういった想像力って、絶対に必要なものなのよ。そう、それは他人を思いやる心に通じるものだからね」

　言葉を切って、ちょっと真ま面じ目めな顔をして千夏さんは続けた。

「瑞みず穂ほちゃんを、大切にしてあげてね、彼女は緑みどりの指を持っているわ」

「緑の指？」

　……何のことだろう？

　俺に向かって、千夏さんは、あ、そうか、という顔をして小さくうなずいた。

「あ、ごめんね、知らなくて当然よね『緑の指を持っている人』ってのはね、ヨーロッパの古いコトワザで、植物を育てる特別の才能を持っている人ってことなの」

「へえ……おもしろい言い方をするんですね」

　そこに、ポットに入った苗なえを持って瑞穂がやってきた。

「おい、瑞穂、ちょっと手を見せてみな」

「え？」

　いきなり俺に言われた瑞穂は目を丸くした。

「手……ですか？」

「そう、手袋脱ぬいで見せてみろ」

「はい」

　あわてて手袋を脱ごうとする瑞みず穂ほに、千ち夏なつさんが笑って話しかけた。

「いいのよ、瑞穂ちゃん。雅まさ之ゆきくんは、からかっただけだから」

「はあ……」

　なんのことだかわからずに、不安そうな顔で俺を見ている瑞穂の目を見たとき、俺は昔の出来事を思い出した。

　小学生のころ、そう……同じ住宅地のワルガキどもといっしょに、山の方や、麦畑の中などを走りまわっていたころだ。俺たちの仲間といっしょになって遠くまでついてきた瑞穂は、こういった顔でずっと俺を見ていた。きっと生まれてはじめて通る道や、街並みを見て不安だったのだろう。

　瑞穂の目は、あのときと同じ目だった。

　俺は、その目を打ち消すように微笑ほほえんだ。

「知ってるか？　お前は、緑みどりの指を持ってるんだぞ」

「緑の指？」

「そうだ、それは植物を育てる特別の才能がある指なんだ」

　目を丸くしている瑞穂に向かって、千夏さんがうなずいた。

「ヨーロッパの方に、そう言うことわざがあるのよ『緑の指』って。瑞穂ちゃんが来てくれてから、この菜さい園えんが急に元気になったんだもの、間違いないわ。そうそう、ちょっと待っててね、瑞穂ちゃんに渡すものがあるの」

　千夏さんはそう言って、作業服のポケットから何か封ふう筒とうに入ったものを取りだして瑞穂に差しだした。

「これを、育ててみてくれない？」

「なんですか、これ？」

「麦の粒つぶよ」

「麦？」

　千夏さんはうなずいた。

「そうよ、小麦の種たねよ。私が開発した新種の小麦なの」

「そんな貴き重ちようなものを……」

　あわてて返そうとする瑞穂に向かって千夏さんは微笑んだ。

「いえ、これはあなたに育てて欲しいの。その麦は、緑の指を持っているあなたに育てられて、初めて完成するのよ」

　瑞穂は、うなずいた。

「じゃあ、やってみます。麦が実るのは一年先ですけど……立りつ派ぱな麦の実をつけるようにがんばってみます」

「大丈夫よ、あなたは間違いなく緑みどりの指の持ち主だから」

「緑の指って……なんか怖い言い方ですけど、そんな才能、あるといいですよね」

　瑞みず穂ほは微笑ほほえんだ。




　千ち夏なつさんの屋敷からの帰り道、瑞穂は胸にしっかりと千夏さんからもらった麦の実が入った封ふう筒とうを握りしめていた。

「麦か……お前、覚えているか？　ガキのころ、徳とく倉くらの方にあった麦畑で迷まい子ごになったこと」

「覚えてます……」

　瑞穂は真っ赤になった。

「あの日は、すごく天気が良くて……それでとてもお日様が気持ちよくて……それで寝ちゃったんです」

　俺は、あの日のことを思い出していた。

　麦畑の途中で置いてきぼりにしたことに気がついた俺はあわてて戻って麦畑の中を一生懸けん命めい捜し回った。

　こいつは、その麦畑の真ん中で、実に安心しきったような顔で寝ていたんだ。

　ひなたの麦の匂においの中で、丸くなったネコのように……。

「あ、そうだ、思い出した」

「何をですか？」

「お前さあ、まえに自分のことをパセリだ……って言ってたよな」

「ええ……」

　瑞穂の表情が硬くなった。

　俺は笑って見せた。

「俺さ、パセリ好きなんだよな、薄い衣つけて、さっと油で揚げたやつをぽん酢ずで食うのが大好きなんだ、千夏さんのところで作ったパセリ、こんど俺にもくれないか？」

　笑って小さくうなずいた後で瑞穂はちょっと驚いたような顔をした。

「ん？　どうかしたか？」

「あ、いえ、たいしたことじゃないんです。今、握っていた麦の実がほわっとあたたかく感じたんです。変ですよね、麦の実があたたかく感じるなんて」

「麦ってさ、いつごろ蒔まくんだっけ？」

「秋です、刈かり取とりが今ごろなんですよ」

「そうか、じゃあ大たい社しやの祭りが終わってしばらくしてからなんだな」

　瑞穂はちょっと首をかしげた。

「大社のお祭りが終わって……三カ月ぐらい後ですよ」

「だって、秋なんだろ？」

　俺は、瑞みず穂ほの顔を見て気がついた。

「あ、そうか、悪い。俺は春しゆん夏か秋しゆう冬とうをイベントでしか考えていなかったんだ」

「イベントですか？」

「そう、春は遺い伝でん学がく研究所の花見、夏は仁に志し間ま大たい社しやの祭り、秋は十じゆう里り木ぎの紅葉もみじ狩がり、冬は富ふ士じ急きゆうハイランドのスケート」

　瑞穂はくすくすと笑った。

「そういう分け方って、楽しくていいですよね」

「だろ？　そういえば、次のイベントは大社の祭りだな、あと二カ月か……」

　俺は瑞穂に振り向くと、思い切って聞いてみた。

「なあ、瑞穂。今年のお祭りは俺といっしょに行かないか？」

　瑞穂は、ちょっと暗い顔をして下を向いた。

「私は……人のいっぱいいるところは……ちょっと苦にが手てなんですけど」

　俺は、あわてて顔の前で手を振った。

「あ、いや、無理にってわけじゃないから気にするな」

「いえ、ありがとうございます、さそっていただいて……」

　瑞穂は、ちょっとさみしそうな顔で言った。

「そういえば……私、ここしばらく行っていませんね、大社のお祭り」

　俺は瑞穂の浴衣ゆかた姿すがたを想像していた。

　……かわいいかもしれないのにな……。

　俺の顔つきを見た瑞穂が不安な顔をした。

「どうかしましたか？」

「あ、いや、なんでもない。早く夏休みが来ないかな、と思っただけさ」

　俺は照てれ隠かくしにそう言って笑って見せた。




　それからずっと俺は、週末の土日は千ち夏なつさんの屋敷で過ごし、そして平日の放課後は化学部の部室でプリンを作る。という毎日を続けていた。

　そんなある日。

　俺たちは、いつものように化学部の部室でバケツプリンの制作に挑戦していた。

　いや、いつものように、というのは正しくないな。なぜなら今日のプリンのベースになるのはゼラチンではなく寒かん天てんだったからだ。

　下しも土と狩がりは『寒天で固めたプリンはプリンじゃねえ！』とか言って反対したのだが、俺が、一度でいいから立ったプリンが見たいと主張して、寒天を使ったプリンを作ることとなったのだ。

「ぜーったいに美味うまくないと思うぞ」

「いいんだよ、ごりごりしたプリンでも、まず立たせることが大切だと思うんだ、イメージの具ぐ象しよう化かだよ」

　腕を組んで不満げに、ガスバーナーであたためられている、寒天を溶かしたお湯の入ったビーカーを見ていた下しも土と狩がりが、突然、思い出したように聞いてきた。

「そういえば幸こう原ばらよ、お前、東ひがし高こうの女の子とつき合ってるんだって？　一度紹しよう介かいしろよ」

「まあ、つき合っていると言えばそうなんだろうけど……」

　俺が否定しなかったのを見て、下土狩は、身を乗りだしてきた。

「で？　どんな子だ？　見た目はどんな感じ？　趣味は？」

「うーん、なんというか、何をやるにも人とリズムがズレてて、ぽわーとした感じで、趣味は農作業かな……」

　下土狩は、目いっぱい疑わしそうな顔になった。

「おい……そいつは、本当に東高の女子高生なんだろうな」

「どういう意味だよ」

「お前の話を聞いていると、どう見ても東高生じゃなくて、そのウラにある老人ホームにいる、元・女子高生にしか聞こえない」

「俺は婆ばあさんとつき合う趣味はないぞ！」




　俺から話を聞いた下土狩は腕を組んで首をひねった。

「うーむ、まあ、今どきの女子高生は、みんな茶ちや髪ぱつのロン毛で、ケータイ持って、きゃいのきゃいの言わなきゃならないってわけでもないから、それはそれで構わないんだろうけど、変わってるなあ」

「確かに変わってるけど、一生懸けん命めい畑の土をいじってる姿を見ると、これはこれで、なかなか捨てがたいものがあるようなないような」

　俺の答えを聞いた下土狩はうなずいた。

「まあ、別におかしくはないな。母なる大地、って言うくらいで、太たい古この昔から農業をつかさどるのは女め神がみと相そう場ばは決まってるから」

「へえ、農業の神様って女の神様なんだ」

「知らなかったのか？　古代メソポタミアのイシュタルって神様は豊ほう穣じようの女神だし、確か古こ事じ記きにも、人間に米や麦などの穀こく物もつの種たねを与えた女神様が出てくるんだぜ」

　下土狩は、部室の机の上に積み上げてある文庫本の山の中を探って一冊の文庫本を取りだした。

　その文庫本の背表紙には「古事記」と書かれていた。

　下土狩はぱらぱらと文庫本のページをめくっていたが、やがて中なか程ほどのページを開いて手を停めた。

「あ、そうだ、ここだ、大オオ気ゲ津ツ姫ヒメノ神カミ。高たか天まが原はらを追われたスサノオが食物を恵んでくれと言ってとある家に立ち寄ると、そこのオオゲツヒメという女神様がごちそうでもてなしてくれた。怪しんだスサノオが覗のぞくと。それらの食い物はこの女神様が口や尻からだした物だったんだ。怒ったスサノオがこの女神を殺すと、その死体から五ご穀こくが生はえてきたと言われている。原文はこうだな」

　下しも土と狩がりは古こ事じ記きの文章を読んだ。

「『殺されし神の身に生なれるものは、頭かしらに蚕かいこ生り、二つの目に稲いな種だね生り、二つの耳に粟あわ生り、鼻に小豆あずき生り、陰ほとに麦生り、尻に大豆まめ生り、故にここに神かみ産む巣す日ひの御み祖命おやのみことこれを取らしめて、種たねと成しき』

　つまり髪の毛は蚕となり、目から稲、耳から粟、鼻から小豆、女によ陰いんからは麦、尻から大豆が生えた。というわけだな」

「お前、よくそんなこと知ってるよな」

　感心する俺に向かって下土狩は照れくさそうに鼻の頭を指先でかきながら答えた。

「いやね、和風のファンタジー小説でも書いて、大賞に応募しようと思ってたんだ。こいつはその資料さ。でも、中途半はん端ぱに資料集めたもんだから、にっちもさっちも行かなくなって結局書きかけで放りだしちまった。まあ、そんなことはどうでもいいけどよ。とにかく農業にしろ何にしろ、ものを産みだすというそれだけでも根本的に男ってのは女にはかなわないんじゃないかと思うよな」

　俺は、あらためて下土狩の博はく識しきぶりに感心してしまった。

「農業の神様は女め神がみ様か。またひとつ賢くなった。これで千ち夏なつさんに自慢できるな」

　下土狩は疑わしそうな目で俺を見た。

「千夏さん？　お前、まさか他の女の子と二ふた股またかけてるんじゃないだろうな」

「馬鹿言え！　千夏さんってのは、二股かけさせてもらえるような人じゃないんだ。イギリスの大学に留学中の、お嬢じよう様なんだ」

「イギリス留学中のお嬢様？　お前まえ最近、妙な人とつき合いがあるみたいだな」

「妙な人ってのはないだろう、ガーデニングが趣味の上じよう品ひんな人だぞ」

　下土狩はニヤリと笑った。

「そう見えるが、その正体はテロリストかもしれないぞ、ガーデニングをやってるというところが、まず怪しい」

「なんでガーデニングが怪しいんだ？」

「農業で使われる除じよ草そう剤ざいの主成分は塩えん素そ酸さんカリだ。こいつは砂糖と混ぜると爆ばく薬やくになる。肥料の硫りゆう酸さんアンモニウムも、可か燃ねん性の油ゆ脂し、つまりガソリンとか灯油と一定比ひ率りつで混ぜるとＴＯＦと呼ばれる立りつ派ぱな液体爆ばく薬やくになるんだ。この先どんな時代が来るかわからないから、それくらいは覚えておいた方がいいぞ、いつか役に立つかもしれない」

　俺は首を振った。

「そんな知識が必要になるときがきたら、俺は山に逃げてイモでも作って暮らす。自然の中で農業でもやってる方がいい」

　下しも土と狩がりは、さらに突っ込みを入れてきた。

「農業なんてちっとも自然じゃないぜ、考えても見ろよ、同じ種類の植物だけしか生はえてない土地なんて自然にあり得ないだろう？　畑こそが人工の極きわみなんだぜ」

「そう言われてみればそうか」

「植物の目的が自分たちの種の繁栄にあるとしたら、その目的と人間の目的が合がつ致ちした結果が『畑』というものなんだ。麦と米とトウモロコシの三種類の植物は人間に利用され、人間を利用することで、地球上でもっとも勢力を拡大させた植物だろうな」

「確かにそうだよな、俺が知ってるのは全部畑はたけの作物として人間が栽さい培ばいした麦や米やトウモロコシだものな。野生の麦や米やトウモロコシなんて見たことないや」

「人間に食われる代わりに人間に生せい息そく地ちを拡ひろげてもらう。いわば人間と植物とのギブアンドテイクの象しよう徴ちようが畑や田んぼ。ってわけだ」

　下土狩の言葉を聞いて、俺はふと考えた。

　じゃあ、そのギブアンドテイクの関係が破は綻たんして、植物と人間の利益が合致しなくなって、米や麦が人間に栽培されることを拒否したら、どうなるんだろう？

　……いや、植物に意志なんてあるわけないじゃないか。拒否するも何もあるものか。

　俺が自分の考えを笑おうとしたそのとき。

　ごわ！

　と言うような音がうしろで聞こえた。

　俺が振り向くのと、机の上の、ガスバーナーであたためていたビーカーの中の寒かん天てん溶よう液えきが沸ふつ騰とうし、吹き上げるのは同時だった。

　火が消えたバーナーが立てるシュウシュウと言う音と白い蒸気の中に下土狩の悲鳴が上がった。

「うわちちちち！」

　どうやら噴ふきだした熱湯を浴びたらしい。

「大丈夫か！　どこにかかった？」

「左手だ！」

　下土狩は、部室の片かた隅すみにある流しに駆け寄ると、流しの中に左腕をつっこんで、水道栓せんを回した。

　蛇じや口ぐちからほとばしり出た水道水が、下土狩の左腕を濡ぬらしてゆく。

「痛むか？」

「いや……そうでもないが……寒天の溶液は、普通のお湯と違って粘ねん性せいが高い。付着すると流れ落ちないからヤケドしやすいんだ」

　そう言って自分の手を見つめていた下しも土と狩がりは、何かに気がついたようにつぶやいた。

「そうか……熱した大量の寒かん天てん溶よう液えきを噴ふん霧むする兵器ってのも面白いかもしれないな。暴ぼう徒と鎮ちん圧あつ用の非ひ致ち死し性せい兵器として使えばジェル状の燃料を撒まき散らすナパーム弾より安価で危険性が少ないし……」

　俺は下土狩のノーテンキぶりに、腹が立ってきた。

「何を馬鹿なこと言ってるんだ、そんなこと考える前に、治療のことを考えろ！　皮ひ膚ふがはがれていたら、救急車を呼ぶ必要があるぞ」

「そんなに痛まないから大丈夫だとは思うんだが……」

　そう言って下土狩が左手をボウルから持ち上げると、下土狩の手の甲こうから、ずるり、と何かがはがれ落ちた。

　下土狩の悲鳴じみた声が上がった。

「うわ！　皮膚が……救急車だ！　早く！」

　俺は一瞬、ポケットの携帯を取りだそうと考えたが、下土狩の手からはがれ落ちようとしているものが、皮膚にしては妙に透明で、ぶ厚いことに気がついた。

　……ちょっとまてよ、あれはどう見ても、皮膚じゃない。どっちかというと透明なゼリーのようなものだ。

　そうか！　わかった！

　俺は下土狩に近づくと、左手から垂れ下がっているものを引きはがした。

「ぎゃ！　何をするんだ！」

「お前の手にかかったのは、寒天を煮た溶液だろ。見ろよ、これはそれが冷えて固まったものだ、皮膚じゃないよ」

「え？」

　下土狩は目を見開いて、自分の左手と、俺の手にある薄い透明のゼリーのようなものを見比べた。そして、俺の言葉が間違っていないことに気がつくと、肩の力を抜いて、その場にへたりこんだ。

「あ……はは……は、なんだ、そうか。いやあ驚いた」







　まったく……冷静なようで、どこか抜けてるんだよな、あいつは……。

　自転車を押して学校帰りの坂道を登りながら俺は、そんなことを考えていた。

　それにしてもこの坂道は長い。朝は心の底から感謝しながら下る坂道なんだが、夕方、延々と続く坂道を登っていると心の底から憎くてしかたがない。

　それにしても、なんで世の中には上り坂と下り坂が同じ数だけあるのだろう。どこかに下り坂の方が多い街とかいうのがないだろうか？　あったら、俺は絶対にその街に住みたい。

　午後五時近いというのに、六月の曇り空は、真ま昼ひる並なみに明るく、じっとりとした湿気と暑さが俺の身体からだにまとわりつく。

　そろそろ、七月も近いんだよな。暑いわけだ。

　坂道の頂上に、千ち夏なつさんの屋敷が見えた。

　……千夏さん、いるかな？

　俺は、もし、庭に千夏さんか洗せ馬ばさんがいたら、声をかけて、冷たい水を一杯もらおうと考えた。

　ひょっとして、汗だくの俺の顔を見たら、きりっと冷えたアイスティーあたりをだしてくれるかもしれないじゃないか。

　俺は下した心ごころいっぱいの目で、開いていた門から千夏さんの屋敷を覗のぞき込んだ。

　庭に、人ひと影かげはなかった。

　……留る守すなのかな？

　広い芝生の貼はられた庭を通り抜けて、玄関前まえまでやってきた。

　屋敷の玄関には、上半分にステンドグラスが、はめこまれた、いかにも「お屋敷」といった感じの大きな両開きの木のドアが立っており、その両開きのドアの片方が少し開いているのに、俺は気がついた。

　……鍵かぎがかかっていない、ってことは家の中にいるのかな？

　俺は一瞬迷まよったが、ドアを開けて家の中に足を踏み入れた。

「ごめんください」

「こんにちは！」

　返事がない。

　……留守なのかな？　でも、それにしては玄関に鍵もかけないなんてのはおかしいよな。

　ひょっとしたら、洗馬さんと買い物にでも行ってしまったのだろうか？

　最近はこの辺も物ぶつ騒そうで、空あき巣すが入ったなどという話をよく聞くのに、無ぶ用心にもほどがあるよな。普通の家でも空き巣が入るのに、こんなお屋敷の玄関を鍵もかけずにおいておいたら、絶対に泥どろ棒ぼうが入るに決まっている。

　どうしようか……でも、やっぱりこのまま帰るわけにはいかないよな。

　玄関を入ったところには、ちょっと広いロビーのような部屋があり、そこから左右に廊下が伸びている。右手の方にあるサンルームには、お茶に誘われて、何度か入ったことがある。しかし、左手の方にある部屋や、二階には一度も入ったことがなかった。

　知り合いとはいえ……留守の家を歩き回るってのはなあ……。

　でも、俺の心の中にある好こう奇き心しんは、罪ざい悪あく感かんより強かった。

　左の廊下に入ると、その先にある部屋のドアが開いているのが見えた。

　ドアの隙すき間まから見ると、その部屋は書しよ斎さいのようだった。きっと千ち夏なつさんが研究のまとめなどに使っている部屋なのだろう。

　俺はドアをそっと開けて部屋の中に入った。

　壁面には天井近くまであるような高さの本ほん棚だなが作られていて、そこには背せ表紙に難しそうなアルファベットが書かれた原げん書しよのようなぶ厚い本が並び、正面には、マホガニーと言うのだろうか？　黒っぽい光こう沢たくのある木で作られたどっしりとした机が置かれている。

　……すげえな、こんな部屋、映画の中でしか見たことないや。

　俺は、机の上の右側に置かれている、一見ノートパソコンのような機械に気がついた。

　そいつは、文庫本ほどの厚さと大きさの銀色の、リブレットタイプと呼ばれるものを、さらに小さく薄くしたようなものだった。

　……これは、新型なのかな？　こんな小さくて薄いリブレットが出たなんて知らなかったな……でも、こんなに小さかったらキーボード入力できないよな、どんな入力方法使っているんだろう？

　好こう奇き心しんに勝てなかった俺は、そのリブレットのようなものを手に取って開いた。

「おわっ！」

　俺は思わず声を上げてしまった。

　それは、俺の考えていたようなもの……つまりコンピューターのようなものではなかった。

　俺の手にある開かれたリブレットの中に、数人の人が立っていた。

　高さ十センチほどの、まるでフィギュアのような、その人たちは、俺に向かって微笑ほほえみかけた。

　……動いている！

　俺は思わずそのリブレットのようなものを机の上に投げだしてしまった。

　コン！

　机の上に跳ね返ったとき、そいつの中に立ち上がっていた人たちが、一気に部屋一いつ杯ぱいに広がった。

　俺は、その人たちと、どこかの庭に立っている自分に気がついた。

　ざわざわと音を立てて風が吹き抜けていくのがわかる。

　緑色の芝生の上にあるガーデンテーブルの向こうに座っている品の良い老ろう婆ばが、微笑を浮かべて話しかけてきた。

『千夏、高校卒業おめでとう、十二歳で高校卒業なんて、おばあちゃんのころには考えられなかったよ』

　老婆は眉まゆをひそめた。

『世の中はどんどん悪くなっていく……私たちはこんな世界しかお前たちに残してやれなかった、でも、お前の前には誰だれも歩いたことのない道がある。お前の才能で、人々を助けてやっておくれ。お前ならきっとできる。温おん暖だん化かの進むこの地球を救うことは無理かもしれないけど……人が生きていく方法を、お前ならきっと見つけることができる』

　老ろう婆ばは、再び笑った。

『おばあちゃんの予言は、当たるんだよ……千ち夏なつ』

　これは…いったい何なんだ？

　全ぜん周しゆう映像ってのは知っている。子供のころ、東京ディズニーランドで見たことがある。

　でも、これは違う。

　立体映像…？　だとしてもここまでリアルな映像をどうやって投とう影えいしているんだ？　そんなものが開発されたなんて話は聞いていない。

　記録されたメモリーが終わったのだろう。今まで俺のまわりにあったものがすべて消えていった。




　そして気がつくと俺の目の前には、マホガニーの机と、そこに転がっているリブレットのようなものだけがあった。

　俺の背中に震ふるえともなんともつかないものが走り抜けた。

　それは、わけがわからないもの。自分の理解を超えたものに対する恐怖感というやつだったのだろう。

　その部屋から逃げだそうとして振り向いたとき。

　俺の目の前に執しつ事じの洗せ馬ばさんの顔があった。

「あ、洗馬さん！」

「この部屋は、あなたのレベルでは入れません」

　洗馬さんは、表情を変えずに右手をあげて、手のひらを俺に向けた。

「レベル？　あ、いや、俺は無ぶ用心だなと思って……」

　俺がそこまで言ったとき、洗馬さんの手のひらから紫むらさき色の光がほとばしった。

　息ができなかった。

　あ、くそ……なんだこれ……俺はどうなるんだ？

　全身の感覚が薄れてゆくのに伴って意識が遠くなってゆく。

　それは深い眠りに落ちてゆく感覚に似ていた。

　すべてが闇やみの中に消えてゆくその寸前に、俺は誰だれかの会話を聞いた。

『こういったことは予測していなかったな』

『誠にもうしわけありません、洗馬にセキュリティのレベルを下げさせてしまった私の責任です』

『定てい点てん観測ポイントの一番の問題点がそこなのだ、彼は君の世界の彼ではない、それをつい忘れてしまうのだ』

『どうすればいいのでしょう？』

『どうするもこうするもあるまい、このまま次元の空くう隙げきに放りだすわけにもいかんだろう、彼の因いん果が律りつがこういった事件を起こすように動いているのだからな』

『では……彼もファクターなのでしょうか？』

『誰だれがファクターで、誰がファクターでないのか、それは誰にもわからん、ただ、この事実によって彼の世界の因果律は変わるかもしれんな』

『私は何をすればいいのですか？』

『君の世界を見せてやりなさい。彼の世界が進んでゆく道の果てにあるものをな』

『よろしいのですか？』

『機き構こうは、記き憶おくを管理する技術も持っている……いや、技術しか持っていないと言うべきかもしれん』













　第七章「夢の終わり」







　俺は長い夢を見ていた。

　それは自分の一生を回想する夢だった。

　夢の中で、俺は瑞みず穂ほと結婚した。

　やがて、子供が生まれたころ、世界中に混乱の兆きざしがあらわれた。

　海面の上昇はとどまることを知らず、世界の平地のほとんどが海に沈んだ。

　仁に志し間まの街と沼ぬま津づの街は海の中に沈み、その日の食べ物にも事こと欠かくようになって行くなかで、俺は必死に瑞穂と子供たちを守った。

　暴ぼう徒と化かした避ひ難なん民みんたちから収しゆう穫かく前まえの畑を守り、配給されるわずかな食糧を求めて右う往おう左さ往おうして、やっとのことで世界が落ち着いたころ。

　俺は老人になっていた。

　子供が結婚し、やがて孫まごが生まれ、俺は自分の人生を振り返った。

　俺が一番楽しかったころ。

　世界が平和で、昨日と同じ今日、そして今日と同じ明日が来ると無条件に信じ込んでいた日々の記き憶おくが断だん片ぺん的によみがえる。

　それは、ひかえめに微笑ほほえむセーラー服の瑞みず穂ほの姿。坂道をくだるときの左右に流れてゆく景色。

　巨大プリンをめざして真剣な顔でビーカーを見つめる下しも土と狩がりの顔……。

　……あのころ、俺は、その何気ない日々がどんなに大切で、どんなに得え難がたいものだったのか知らなかったな。

　一度失えば、それらのものすべてが、とりかえしのつかないものだと言うことに。




　誰だれかが俺の名前を呼んでいた。

　……誰だろう。

　カメラのフォーカスが、すうっと合ってゆくように、自分の意識が鮮明になってゆくのがわかった。

　会話が耳に入る。

「……さんは……大丈夫なんでしょうか？」

　瑞穂のおろおろした声だ。

「誠にもうしわけありません、わたくしの責任です」

　洗せ馬ばさんがもうしわけなさそうに答えているな。

「侵しん入にゆう者防止用のオートセキュリティ装置のスタンガンで電流を浴びたから……でも、意識を失うだけで、健康上の問題はないって説明書には書いてあったけど……」

　千ち夏なつさんの声だ……オートセキュリティ装置って……何のことかな？

　そう考えたとき、俺は目が覚めた。

　最初に俺の目に飛び込んできたのは、白い天井と、そこから下がっている見事なカットグラス製のシャンデリアだった。

　あれ？　俺はどこにいるんだ？

　俺がまわりを見回すのと同時に瑞穂と目が合った。

「雅まさ之ゆきさん！　気がついたんですか！」

　瑞穂は半はん泣なきになって、俺のところに駆け寄って来た。

　そこは、千夏さんの屋敷のロビーだった。俺はそのロビーにある長なが椅い子すの上に寝かされていたのだ。

「ごめんなさいね、オートセキュリティが入っているから、安心だと思って、戸締まりを忘れていたの」

「わたくしめの責任でございます」

　千夏さんと洗馬さんが　すまなそうに頭を下げた。

　俺は、あわてて上半身を起こした。

「いえ、とんでもありません！　留る守すの家に黙って入り込んじゃった俺が悪いんです！」

　そう言ってから、俺は、あれからどれくらいの時間が過ぎているのか気になった。

「あの……今日は何日でしょう？」

「え？　何日って……」

　俺の横にいる瑞みず穂ほが不安そうな顔をした。

「あ、いや、だからさ、俺はどれくらいの間ここに寝ていたのかな……と思ってさ」

「今は……午後六時です。雅まさ之ゆきさんがこのお屋敷に来たのが何時ころなのかわかりませんが……一時間ぐらいしかたっていないと思いますけど」

「一時間？」

　俺は自分の腕につけていたＧショックを見た。

　午後六時三分。

　表ひよう示じボタンを操作した。

　年月日は変わっていなかった。

　……なんだ、たった一時間しかたっていないんだ。ずいぶん長く……そう、一週間ぐらいたっているような気がする。あんな夢を見ちゃったせいだな、きっと。

　俺は自分のすぐ横にしゃがみこんでいた瑞穂の顔を見た。

　夢の中で、俺はこいつと結婚して、子供も生まれていたんだよな。

　瑞穂が俺の視線に気がついて、ちょっととまどったような顔をした。

「あの……私に何か……」

「あ、いや、なんでもない、ちょっとね」

　俺が、身体からだにかけてあった毛布をはねて、長なが椅い子すに座ると、千ち夏なつさんが心配そうに聞いてきた。

「大丈夫？　頭とか痛くない？」

「いえ、大丈夫です」

　千夏さんは、ほっとため息をついた。

「そう……良かった」

　その千夏さんの顔を見たとき、俺は何かを聞きたいと思った。

　でも……何を聞きたいのか、それがどうしても思い出せなかった。




　宵よい闇やみの迫る夕暮れの道を家に向かって歩きながら瑞穂がぽつりと言った。

「心配したんですよ……」

「ごめん……」

　瑞穂の顔を、まともに見ることができなかった。

　俺は、こいつと結婚して、子供まで作った夢を見た。

　あれだけリアルな夢を見て意識しない方がどうかしている。

　もっとも、そんなぎこちなさを感じてじたばたしているのは俺だけで、瑞みず穂ほはそんなことは知らない。

　瑞穂はいつものように、のほほんとした顔で俺を見ていた。

　夕暮れの風が、ふわっと瑞穂の匂においを運んできた。

　そのとき。

　俺は突然妙みような気分になった。

「どうかしたんですか？」

　瑞穂が俺の顔をのぞき込んだ。

「いや……なんでもない、お前には関係ないことだ」

　内心の動どう揺ようを隠かくすようにわざとぶっきらぼうに、そう言うと、瑞穂はちょっと悲しそうな顔をした。

　その顔を見たとき、心の中にまたしても罪ざい悪あく感かんが走ったが、俺は何も言わなかった。

　もし、ここで何かをしようとしたら、俺は自分の中にある欲望に押し流されてしまうだろう。

「じゃあな、俺は先に帰るから」

　俺は瑞穂の顔も見ずにそう言い残すと自転車を走らせた。




　家に帰って自分の部屋に飛び込むと、俺はベッドに寝ね転ころがった。

　俺は、これからどうすればいいのだろう。

　瑞穂の想いに気がついていないと言ったら噓うそになる。

　でも、俺は、その想いに答えることができるのだろうか？

　俺の脳のう裏りに、さっき千ち夏なつさんの屋敷で気を失ったときの夢と、妄もう想そうがひろがった。

　今まで見てきたＨ本や十八禁きんゲームの映像が頭の中を駆けめぐった。

　……瑞穂はきっと、俺の言うことならなんでも聞くだろう。

　あいつは、絶対にいやだと言わない。言えるような性格じゃない。

　だとしたら……。

　俺にとって、あいつは実に都つ合ごうのいい女の子になるな……。

　そう考えたとき、俺の脳裏にもうひとつの光景が浮かんだ。

　それは十年前の記き憶おく。

　枯かれたアサガオの鉢はちの前で泣いている瑞穂の姿だった。




　一瞬。

　心の中に自己嫌けん悪おが走った。

　俺は……瑞みず穂ほをどうしようというのだろう。

　毛布を頭からかぶって目をとじたが、頭の中のもやもやは消えなかった。

　その夜、俺はほとんど寝付けなかった。




　次の日。

　俺は高校を休んだ。

　一学期の学がつ期き末まつ試験が近いこの時期に休んだりすると、試験範はん囲いがわからなくて困るので、休みたくはなかったのだが、ひどい頭痛がしてベッドから起き上がれなかったのだ。

　睡眠不足が原因かもしれないが、昨日千ち夏なつさんの屋敷で気を失ってから、どうも頭がすっきりしなかった。きっとその両方が理由なのだろう。

　いつまでたっても起きてこない俺を起こしに来た姉あね貴きは、俺の顔を見ると、ちょっと眉まゆをひそめて言った。

「こりゃあ仮け病びようじゃないね、しかたないから今日は寝ていな、母さんには私から言っておくから」

「悪い……」

「熱はないみたいだね、後で居間にある救きゆう急きゆう箱に入ってるロキソニンを飲みな、あれは母さんが仕事場からもらってきたヤツだから、効くんだ」

「わかった……」

　姉貴が出て行った後、俺は自分の部屋のベッドで、うつらうつらしながら、下から聞こえてくる両親と姉貴の歩き回る物音を聞いていたが、やがて寝てしまった。

　気がつくと……家の中が静まり返っていた。

　ベッドのわきにある時計を見ると、午後一時をすぎていた。

　……あれから五時間近く寝ていたんだ。

　頭痛は朝の半分程度に収まっていた。

　……これなら起き上がれそうだな。

　俺は、ベッドから起き上がると、部屋を出て階段を降りてリビングルームに行った。

　両親は共働きで。昼間は家に誰だれもいない。

　とりあえずリビングの電気をつけてから、台所に行って、冷蔵庫からペットボトルに入ったウーロン茶を取り出してコップに注ぎ、立て続けに三杯ほど飲み干ほした。

　テレビの電源を入れてみたが、見たこともない昼のドラマとかワイドショーしかやってない。

　朝から何も食べていないのだから、腹は減っているはずなのに、食欲もなかった。

　こうなると、俺には何もすることがない。

　しかたない……また寝よう。

　俺は自分のベッドにもぐり込んだ。




　誰だれかが鳴らしている玄関のチャイムの音で俺は目が覚めた。

　えーと、何時だ？

　俺はベッドの枕まくら元もとにある目覚まし時計を見た。

　午後三時四十五分か……あれから、また、三時間ぐらい眠っていたんだな。

　頭の奥には、まだ、鈍い痛みが残っているが、朝のようなひどい頭痛は収まっていた。

　ぴんぽーん！

　再び玄関のチャイムが鳴った。

　……誰だろう？　宅たつ急きゆう便びんにしては、しつこいな。

　俺はベッドを抜けだすと。パジャマのズボンをジーンズに[image: 穿]はき替えながら階段を降りた。

　玄関まで行って、ドアにある、のぞき窓をのぞく。

　ドアの向こうに、白いセーラー服の瑞みず穂ほが立っていた。




　リビングにあるソファの向かいに座って、赤い顔をして下を向いたまま瑞穂は言った。

「雅まさ美み先せん輩ぱいから、雅まさ之ゆきさんが、今日学校を休んだと聞きまして……あの……もしかしたら昨日、千ち夏なつさんのところで、倒れたからかな、と思いまして、ひょっとしてひどいことなっていたらどうしようとか、いろいろ考えてしまって……その……お見舞いに行こうと思って……」

　瑞穂はそこで言葉を切ると、はっとしたように顔をあげた。

「もしかして……寝ていたんですか？　私が起こしちゃったんですか？」

「あ、いや、寝ていたわけじゃない……気にするな」

「はい……」

　瑞穂はそう言ったきり黙った。

　俺たちしかいないリビングに沈ちん黙もくが訪れた。

　そうか……今、ここには俺と瑞穂しかいないんだ。

　その事実に気がついたとき、俺を、何と言っていいのかわからない衝しよう動どうが支配した。

　どこかで、誰かが俺を止めているのだが、その声は遠く、俺を止めることはできなかった。

「瑞穂……」

「はい？」

「お前……俺のこと……好きか？」

「え？」

　瑞穂は目を見開いた。

　その瑞穂の目を見たとき……。

　俺の理性は完全に吹っ飛んだ。

　目の前に座っている瑞みず穂ほに向かって手を伸ばす。

　瑞穂の肩をつかんだ手に、あたたかさと、やわらかな感かん触しよくが伝わってくると同時に、ふわっと瑞穂の髪かみが匂におった。

「あ、あ、あ……」

　悲鳴ともなんともつかない声を上げる瑞穂をソファに押し倒すようなかたちで俺は左手で瑞穂の肩を押して、右手を瑞穂のセーラー服の下に入れた。

「……や……やめて」

　見開かれた瑞穂の目には、恐怖と悲しみしかなかった。

　その目を見たとき、俺は頭から冷水を浴びせかけられたような気がした。

　それは、あの日の目と同じ目だった。

　枯かれたアサガオを見つめていたあの目だった。

　俺は……いったい何をしてるんだ？

　なんてやつだ、俺は……。

　俺は……またこいつを泣かせようというのか。

　両手を離して瑞穂の身体からだから飛び離れた。

　足元が、いや、リビング全体がぐらぐらと揺れているようだ。

「……ごめん！」

　やっと声が出たが、それは自分の声とは思えないほど、かすれた声だった。

　瑞穂は泣いていた。

「……俺は……いや……あの……」

　言葉が出てこなかった。

　瑞穂は立ち上がると無言で玄関に向かって走った。

　俺は後を追うこともできなかった。

　やがて、玄関のドアが開く音と、ぱたぱたと走り去ってゆく足音だけが聞こえた。

　俺は、リビングのソファに座り込んだ。

　ただ、罪ざい悪あく感かんだけがあった。




　その日から俺は瑞穂と距離を置いた。

　通学の時間帯もルートもずらして、なるべく顔を合わさないようにして、千ち夏なつさんの屋敷にも顔をださなかった。

　何度か俺の携帯に電話がかかってきたが、着信番号で瑞穂だとわかると、そのたびに電源を切った。




　一週間ほど、そういった状態が続いたある日、家に帰ってきた俺が玄関先さきでスニーカーを脱いでいると。

『ごん！』

　いきなり後ろから殴なぐられた。

　振り向くと、そこに、目をらんらんと輝かせた俺の姉、雅まさ美みが握りこぶしを握って立っていた。

「いてえ！　なんで、いつもいきなり後ろから殴なぐるんだよ！」

　頭を押さえて抗こう議ぎする俺を、姉あね貴きはびしっ！と音がしそうな勢いで指さし、そして吠ほえた。

「うるさい！　黙れ！　この大おお馬鹿者！」

「このあいだは変へん質しつ者で、今度は大馬鹿者かよ！」

「ああそうだ、お前は大馬鹿以い外がいのなにものでもない！」

　姉貴はそこで言葉を切ると、腕を組んだ。

「お前のような人間を、好きになってくれる物好きな女の子が、他にもいると考えている大馬鹿だ！」

「そんなこと考えちゃいねえよ」

「じゃあ、お前のその態度は何だ？　瑞みず穂ほはお前には、もったいないくらいの女の子じゃないか！　何の不満があるって言うんだ！」

「瑞穂が何か言ったのかよ」

　姉貴は首を振った。

「何も言いやしないさ、あの子は、そんなことをぐちぐち言うような子じゃない……でも、見ていればわかるんだ」

「あいつが、俺にふさわしくないなんて思い上がっちゃいないよ……その逆だ」

「逆だって？」

「俺が……あいつにふさわしくない、どうしようもない人間だってことだよ！」

　けげんな顔をする姉貴に向かって俺は、そう言い残すと自分の部屋に駆け込んだ。




　耐えられなかった。

　自分がやってしまったことの重さに……。

　俺の頭の中にあったのは。

　涙をいっぱいにためた瑞穂の泣き顔だけだった。




　俺は……何回『とりかえしのつかないこと』を繰り返そうというのだろう。

　俺は……瑞穂を傷つけることしかできないんだ。

　瑞穂に何もしてやれない。

　俺は瑞みず穂ほの光になれない。

　瑞穂の姿を照らす光にはなれないんだ。

　……だとしたら。

　今の俺にできる精せい一いつ杯ぱいのことは。

　これ以上瑞穂を傷つけないようにすることだけだ。




　今、こうなって、初めて俺は自分の気持ちに気がついた。

　俺は……きっと瑞穂が好きなんだ。

　好きだから……俺は瑞穂に会っちゃいけないんだ。

　それが、瑞穂のためなんだ。

　もう二度と会わなければいい。

　出会う前に戻ればいい。

　そうすれば瑞穂を、もう二度と傷つけずにすむ……。

　俺は自分に、そう言い聞かせた。

　痛かった。

　心の傷の方が、身体からだにつけられた傷よりも痛むということを……。

　俺は生まれて初めて知った。

　こうして……。

　なりゆきではじまった俺たちの関係は、進展することなく俺の一方的な断だん絶ぜつという形で終わりを告げた。




　そして七月が終わり、高校はそのまま夏休みになだれ込んだ。

　通学することもなくなり、瑞穂と出会う機会が減ったことで、俺は少し気が楽になった。

　なぜなら……。

　変わらなかったからだ。

　俺は、あれから何度も瑞穂に出くわすことがあった。

　考えてみれば、小さな街だし、同じ町内に住んでいるのだから、絶対に瑞穂と出会わないで暮らすことなんかできない。

　本屋の出入り口で、ばったり出会ったこともあるし、自転車で追い越したこともある。

　そんなとき……俺を見る瑞穂の目は変わらなかった。

　何もなかったかのように。

「心配いらないよ」とでも言うかのように。

　静かに微笑ほほえみながら俺を見ていた。

　その目に……。

　俺は耐えられなかった。

　責められた方が、嫌われた方が……そして無む視しされた方がどんなに楽だっただろう。

　あの目から逃げることができるというだけで、俺は夏休みに感謝した。




　夏休みに入って、何をするでもない日々が続き、旧きゆう暦れきのお盆ぼんを迎えた仁に志し間まの商店街の表通りに、祭り提ちよう灯ちんと夜よ店みせが並び、引き回される屋や台たいの、お囃はや子しの打ち金のチャンチャンという音が流れはじめた。

　仁志間市の夏の風物詩である仁志間大たい社しやの大たい祭さいがはじまったのだ。

　商店街の中心部を東西に走るメインストリートである旧きゆう国道一号線を、三日間、全ぜん面めん歩行者天てん国ごくにして行われる仁志間大社の大祭は、夏のメインイベントだった。

　俺は、祭りのお囃子が聞こえてくる教室で夏季補ほ習しゆうを受けていた。

　気分が沸き立つようなお囃子を聞いていると、教室で夏季補習を受けているのが馬鹿馬鹿しくなってしまう。

　補習を行っていた先生も同じような気分だったのだろう。この日、補習はいつもより一時間以上早く終わった。

　昇降口でスニーカーを履はいていると、下しも土と狩がりが聞いてきた。

「よう、幸こう原ばら、大社の祭り行くんだろ？　俺も行くつもりなんだが、例の彼女連つれてくるのか？　紹介しろよ」

　俺は首を振った。

「いや……祭りには行かない」

「なんでだよ、大社の祭りといえば、仁志間市し民みんなら誰だれでもみんな、それこそガキのころから毎年行くのがあたりまえのイベントのはずだぞ」

「俺はもう、ガキじゃないからさ」

　下土狩が、けげんな顔をした。

「お前……最近、少し変だぞ。何かあったのか？」

　下土狩が俺のことを心配してくれていることは、わかっていたが、俺は素直に答えることができなかった。

「関係ないだろう。ほっといてくれよ」

　俺は、そう言い残すと、昇降口から校庭に走りだした。




　仁志間大社の前の旧きゆう国道一号線沿ぞいには、びっしりと夜店が並んでいた。

　三日間にわたって行われる大祭の、今日は初日だった。

　ワタ飴あめや金魚すくいなどの子供相手の店は昼間から営業しているが、半分ぐらいの店はシートをかぶったままだ。

　ここが歩行者天てん国ごくになる夕方から、本格的な営業をはじめるのだろう。

　まだ、普通の道路として車が走っている旧国道を自転車で走りながら、俺は瑞みず穂ほのことを考えている自分に気がついた。

　……大たい社しやの祭りにいっしょに行こうって……誘ってあったんだよな。

　俺は首を振ってその記き憶おくを吹き飛ばすと、自転車のペダルを踏む足に力を入れた。

　額ひたいと背中に汗がにじんでくるのがわかる。

　俺はさらに変へん速そくギヤを重くした。

　祭りの空気の漂う街を一刻でも早く抜けだしたかった。




　十五分後。

　街中でスタミナを消しよう耗もうしてしまった俺は、坂道を登りきれずに、汗だくになって自転車を押しながら坂道を登っていた。

　坂の頂上に、千ち夏なつさんの屋敷のトンガリ屋根が見えた。

　あの日から一カ月以上過ぎていた。

　俺は、あれ以来千夏さんの屋敷に顔をだしていない……と、言うより屋敷の前を通ったことがなかった。

　この日、俺は久ひさ々びさに千夏さんの屋敷の前を通ろうと思った理由は特になかった。ただ、ちょっと通ってみようかと考えた。それだけのことだ。

　坂を登りきると、道路の向こうに千夏さんの屋敷の門が見えた。

　俺は、門の前に誰だれかが立っているのに気がついた。

　……千夏さんかな……いや、違う。男の人だ。

　洗せ馬ばさん……でもないな。髪が白くない、もっと若い人だな。

　俺が近づくと、その人は手を上げた。

　……誰だろう？

　俺は戸と惑まどいながら自転車を止めた。

　年ねん齢れいは三十代前半くらいだろうか。彫りが深くて鼻はな筋すじの通った浅あさ黒ぐろい、ちょっと日本人離ばなれした顔つきのその男の人は、微笑ほほえみを浮かべて俺に聞いた。

「幸こう原ばら雅まさ之ゆきくんだね？　元気そうでなによりだ」

「はあ……そうですけど……どこかでお会いしましたか？」

「そうか……まだ効果が持続しているわけだな」

「効果？」

「あ、いや、なんでもない。私は柿かき田た川がわ君と同じ研究室にいるナサニエルと言うものだ」

　……柿田川？

　ああ、そうか、千夏さんのことか。

　ナサニエルと名乗った外人さんは、持っていた書類ケースの中から白い封ふう筒とうを取りだした。

「柿かき田た川がわ君からこの手紙を預かっている。柿田川君はイギリスでの研究が忙しくなったため、昨日、日本を離れたのだよ」

　俺は驚いた。

「本当ですか！」

　ナサニエルさんはうなずいた。

「ああ、君に会いたがっていたよ、これは彼女から預かった手紙だ」

「ありがとうございます」

　俺は、頭を下げて白い封筒を受け取った。

　やさしそうな微笑を浮かべてナサニエルさんは俺に言った。

「さて、これで私に託された最大の仕事は終わったわけだ。私は今日一日この屋敷で彼女の残していった資料などをまとめて荷造りをしている。もし、彼女に何か渡すメッセージでもあれば持ってきなさい。私が彼女に渡してあげよう」

「わかりました！」

　俺はナサニエルさんに頭を下げてから自転車を走らせた。

　……そうか、千ち夏なつさんはイギリスに行っちゃったんだ。

　俺の心の中をさびしさが通り抜けた。
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　それは、思い出の場所が消えてゆくことによるさびしさだったのかもしれない。

　俺は、首を振ってその考えを振り払った。

　その思い出は……瑞みず穂ほとの思い出だ。だとしたら俺は、消えてゆくことを喜ぶべきじゃないか。

　自分にそう言い聞かせながら。俺は心のどこかに、そんなことなんかできないと叫んでいる自分がもう一人いることに気づいていた。

　家につくと、俺はそのまま階段を駆け上がって自分の部屋に飛び込んだ。

　教科書と参考書が入ったリュックを机の上に放りだして、手紙を手に取る。

　白い、すべすべした和紙のような紙で作られた封ふう筒とうは、ちょっと厚めで、表にはきれいな字で「幸こう原ばら雅まさ之ゆきくんへ」と書かれているだけで、他には何も書かれていなかった。

　俺は机の引き出しからカッターナイフを取りだして、刃はのついていない方で、封筒の封ふうをはがした。

　……あれ？　もうひとつ別の封筒が入ってるぞ。

　手紙の中に入っていたその、薄うす緑色の小ぶりの封筒をひっくり返したとき。俺は心臓が止まるかと思った。

　封筒の裏には、神かみ永なが瑞穂と書かれていた。

　どうしようか……瑞穂の手紙には、何が書かれているんだろう。開かい封ふうして、読むべきなんだろうか……。

　俺は、瑞穂の手紙を見て迷ったが、まず千ち夏なつさんの手紙から読むことに決めた。

　そうだな、瑞穂の手紙を読むのはそれからでもいい。

　きれいに折りたたまれた二枚の便びん箋せんを開いた俺は目を疑った。

　真っ白だった。

　何も書かれていない二枚の白い便箋だけが入っていたのだ。

　……なんだこりゃ？　いったいどうなっているんだ？

　俺は、どこかにインク以外の手段で書かれた文字でもあるのではないかと思って、目をこらしてその白い便箋を見たが、どう見ても何も書かれていないようだった。

　……馬鹿にしてるのかな……いや、それとも、ほんとに伝えたいことは瑞穂の手紙だと言いたかったのかな。

　そんなことを考えながら俺は、何の気なしに二枚の白い便箋を並べた。

　そのとき。

　二枚の便箋に何かが浮かび上がった。

　それは、文字ではなかった。

　一列に書かれた何かの図形のようなものが、俺の目の中に浮かび上がってきたのだ。

　こんなことって……。

　俺は自分がまるで文字を読むように図形を読んでいることに気がついた。

　しかし文字と違い、その図形は、俺の意識の中ではなく、意識の奥にある何かに入ってきた。

　俺の頭のずっと奥。

　はるかかなたの記き憶おくのある場所で、俺はその図形を読んでいた。

　図形をひとつ読むたびに、何かがひとつ意識の表ひよう層そうに浮かんで来る。

　それは、まるでバラバラにされて、本棚の奥深く仕し舞まい込まれたパズルの断だん片ぺんを取りだして組み合わせる作業に似ていた。

　ひとつずつパズルは形になってゆく。

　そうだ……俺は忘れていたんだ。

　あの人は……ナサニエルさんだ。

　……千ち夏なつさんがいた、あの世界を救うためにやってきた機き構こうのエージェント……。

　……機構？

　千夏さんの世界？

　なんのことだっけ……。

　そのとき、俺の頭の中で、音をたてて最後のパズルが収まった。

　足が、手が、震えていた。

　思い出した……。

　俺はそのとき、あの日、千夏さんの屋敷であったこと、そしてその後の出来事をすべて思い出していた。

　……あのとき、気がつくと、俺は、どこか、知らない部屋の真ん中にあるベッドで寝ていたんだ。













　第八章「夢の中へ」







　どこなんだろう、ここは…。

　俺は、開け放たれた窓から、海の香りが入ってくるのに気がついた。

　……海が近いんだな。

　ベッドから身を起こしてあたりを見回したが、人ひと影かげらしきものはない。

　……俺は、確か千ち夏なつさんの屋敷で、洗せ馬ばさんから得え体たいの知れない光線を浴びて気を失ったはずだ……。

　俺はベッドから起き上がると窓に近づいた。

　すぐそこに海岸線が見えた。

　どこの海なのかな……そんなことを考えながら視線を右に移したとき、俺はそこに妙みような形の山があることに気がついた。

　火山なのだろうか。頂上が大きく三つの峰みねに分かれている高い山だった。その山の形に見覚えはなかったが、俺はその山の頂上から裾すそに向かって伸びるなだらかな稜りよう線せんに妙な親しみを感じた。

　あの稜線には見覚えがあるような気がするな、まるで富ふ士じ山さんみたいだ。

　そう考えたとき、俺は目の前の山が自分の記き憶おくの中にある富士山とぴたりと重なることに気がついた。

　間違いない！　富士山だ。あれは富士山に違いない。

　視線を目の前の海に戻したとき、俺は、自分が見ている光景が、いつも自分の家から見える見慣れた光景と同じであることに気がついた。

　ただひとつ、海になっている場所が、沼ぬま津づの街があった場所であることと、形が変わった富士山を除けば、それはいつも見慣れた光景だった。

　こんなことって……。

「気がついた？」

　後ろから千夏さんの声がした。

　振り向くと、そこに千夏さんと、見たことのない三十歳くらいの外国人風ふうの男が立っていた。




　そうだ……俺はあのとき、千夏さんと、そしてナサニエルと名乗ったあの男からとんでもない事実を聞かされたんだ。




「信じられないでしょうね、私だって信じられないわ、たった八十年で世界がこんなになってしまうなんてね」

「八十年？」

「そうよ、八十年。この世界は、あなたがいたあの世界から八十年過すぎた世界なのよ」

　千ち夏なつさんの隣となりに立っていた外国人風の男が小さくうなずいた。

「私は次じ元げん管理機き構こうの、時間軸じく管理官のナサニエルという。彼女の言っていることは事実であり、これは現実の出来事なのだ。さっき窓から外の風景を見ただろう？」

　俺はうなずいた。

「あれは……富士山で……あの海は駿する河が湾わんですね」

「そのとおりだ、富士山は今から二十年ほど前……君の世界では約六十年後ごだが……大だい噴ふん火かを起こして形が変わってしまったのだ」

「海は……どうしたんだ？　富士山の噴火で地じ盤ばんが沈ちん下かしたんですか？」

　千夏さんが、悲しそうな顔をして首を振った。

「違うわ、この海面上昇は世界的な規模で起こっているの、急激な温おん暖だん化かによるものよ」

「温暖化？」

　その言葉は知っていた。大気中の二に酸さん化か炭たん素そ濃度が高くなって、地球全体の気温が上昇してゆく現象だ。

　しばらく前から騒がれていたことは知っているが、それがこんなことになるなんて思ってもいなかった。

　千夏さんは、窓の外を指さした。

「最初の二十年は、ほとんど変わりがなかったわ、雨が多くなったり、夏に猛もう暑しよが続いたり、冬に氷が張らなくなったりするくらい。ときおり襲おそう高たか潮しおにも、誰だれも危き機き感かんなんか持っていなかった。高い堤てい防ぼうを築けば大丈夫だと誰もが思っていた。

　でも、二十年を過ぎたころから世界が変わりはじめたの。ある年の秋、いつものような台風が来て、日本の海岸線は高潮に襲われた。でも、それは高潮なんかじゃなかったの、なぜならその潮は、いつまでたっても引かなかったの。

　地球温おん暖だん化かという言葉はずっとささやかれていた。でも、誰もがみんな、それはずっと遠い未来のことだと思い込んでいたわ、たった二十年で、海面が十メートルも上昇するなんて想像すらしていなかったわ」

　千夏さんが口にした数字に俺は驚いた。

「十メートルも？」

　十メートルといえば、ごく普通の鉄てつ筋きん三階建てか四階建ての建物くらいの高さはある。その高さにまで海面が上昇すると言うことは、日本の平地にある都市や畑や水田が全ぜん部ぶ海の底に沈んでしまうということだ。

「原因は……あれなんですか？　二に酸さん化か炭たん素その増加……」

　千ち夏なつさんはうなずいた。

「大気中の二酸化炭素の濃度は、信じられないくらいの比率で増加しているのよ。確かに、そのすべてが人間が排出したものではないわ。でも、そのきっかけを作ったのは人間なの」

　千夏さんはもう一度海を見た。

「地球上の酸さん素そと二酸化炭素のバランスを取ってくれていたのは、海に棲すむ膨ぼう大だいな数の珪けい藻そうという植物性プランクトンよ、珪藻が大気中の二酸化炭素を吸収してくれていたの。でも、人間が排出する二酸化炭素の量に、珪藻の吸収する量が追いつかなくなって、気温が上昇し、それはそのまま海かい水すい温おんの上昇につながったの。珪藻は海水温の上昇に耐えられずに、どんどん減少していったわ。そして人類が気がついたとき、海に珪藻の姿はなく、円えん石せき藻そうという植物性プランクトンしかいなかった……円石藻が吸収する二酸化炭素は珪藻の半分以下よ。こうしてさらに二酸化炭素量が増加し、気温の上昇はそれに比例したの」

　千夏さんは、そこで言葉を切ると、俺に聞いた。

「雅まさ之ゆきくん、ここは今、何月だと思う？」

　俺は千夏さんの質問の意味がわからなかった。

「六月の終わり……じゃないんですか？　それにしてはちょっと暑いけど……」

「今は三月の十五日よ、この世界の日本では、真夏の最高気温は四十[image: ℃]を超えるわ」

　熱帯並なみの気温だな……。

　そう考えたとき、俺はもっと基本的な疑問を聞いていないことに気がついた。

「ここが、どんな世界なのか、なんとなくわかったけど……なぜ、俺は八十年後の世界にやってきてしまったんですか？」

　ナサニエルさんが答えた。

「それは私に説明させてもらおう。わけがわからないかもしれないが、なんとなく概がい要ようだけでもつかめるだろう」

　ナサニエルさんは、小さく微笑ほほえむと説明をはじめた。

「世界はひとつではない。ここと同じような平行世界が無数に存在するのだよ。しかし人類が棲せい息そくする世界は、すべて破は滅めつへの因いん子しを含んでいる。それは人類というものが背負った業ごうのようなものなのかもしれん。我々時じ空くう管理機き構こうは、その無数の平行世界を自由に行き来できる技術を持っておる。この洋館はエリルセナント線……つまり時間軸じくに沿った平行世界すべてに設置された定てい点てんポイントなのだ」

「タイムマシンなんですか？」

「それに非常に近いが、少し違う。この世界の時間を遡さかのぼることができるわけではないのだ。我々の技術は、多た重じゆう次元を転てん移いすることはできるが、時間軸を行き来できるわけではない。君の世界は、時間の進みかたが、この世界とは異なる世界なのだ」

「時間の進みかたが違うって……？」

　俺は、きっとわけがわからないと言う顔をしたのだろう。千ち夏なつさんが助け船をだしてくれた。

「それはつまり生なま放送のテレビを録画して、一時間遅れて見ているようなものなの。この世界がリアルタイムだとしたら、あなたの世界は八十年遅れてこの世界を追いかけているということよ。でも、それは同じ時間軸の過去と未来ではないの。たとえば私があなたの世界で事実を改かい変へんすれば、あなたの世界の未来は変わるわ。でも、元の世界、つまりこの世界の未来には何ひとつ影響しないの」

　なんとなく言っている意味はわかった。そしてそれと同時に新たな疑問が浮かんできた。

「この世界が……そのまま俺の世界の八十年後の世界じゃないということなんですか、じゃあ、千夏さんは俺の世界で何をしていたんですか？」

「私たちは、飢き餓がと疫えき病びようのもたらす混乱と恐怖の時代を必死に生き延びてきたわ。でも、未来に希望の光はない……私はこの世界を変えたかったの」

「でも、いくら俺の世界に干かん渉しようしたって、ここが変わるわけじゃないんでしょう？」

　千夏さんはうなずいた。

「そうよ、私たちは、あなたの世界を変えるつもりはないの。私たちの世界は植物に、人類に対する毒性を強めていくような因子を創つくりだしてしまったのよ。でも、そういった因子の影えい響きようの少ない環境で……そう、あなたの世界のような場所で育てれば、きっと人類を救うことのできる種しゆ子しを作ることができると考えたの」

　そして、千夏さんは微笑ほほえんだ。

「何かができる場所にいて、何もしないのは犯罪だと思うのよ、何かをしなくちゃ、と思った時点で、その人には何かができるはずなの」

　そして、千夏さんは腰が抜けるようなことを俺に告げた。

「瑞みず穂ほちゃんが、私の……この世界を救ってくれるかもしれない」

「瑞穂が？」

　千夏さんは、部屋の机の上に置かれた透明のケースに入っている植物を指さした。

　それは、瑞穂と千夏さんが育てていたパセリだった。

「あのパセリは、瑞穂ちゃんが育てていたものよ、この世界に存在する、どの植物よりも、炭たん酸さんガス交こう換かん比率が高いわ。植物は普通、６モルの二に酸さん化か炭たん素そと12モルの水を光こう合ごう成せいして１モルのグルコースなどの有ゆう機き物ぶつと６モルの酸さん素そと６モルの水を創つくりだすとされているわ、でも、このパセリは、ほぼ倍の光合成能のう力りよくを持っているの」

　俺は信じられなかった。

「育てた人間の違いで植物の特性に差が出るなんて信じられないな……」

「そうね、それが常識だわ、私はあなたに『緑みどりの指を持つ人』という言葉を教えたわね、覚えている？」

「覚えているよ、確か……ヨーロッパの方のコトワザで、植木や作物を育てることが上手うまい人のことだっけ」

「そうよ、そういった人間は実在するの。植物の気持ちがわかる人間がね」

「植物の気持ち？　植物に意志なんてあるんですか？」

「どんな生物にだって自己保ほ存ぞんの本能はあるはずよ、なんらかの意志があっても不ふ思し議ぎじゃないわ。それはきっと私たち動物の持つような明確な意志とは、まったく違うものかもしれない。だから私は『考え』ではなく、『気持ち』と言ったのよ」

　俺は、瑞みず穂ほと行ったピクニックのことを思い出していた。

　そうだ、あのとき、あいつは森を見て、雰ふん囲い気きが暗いとか何とか言っていたよな。

　俺にはわからなかったけど、ひょっとしたら、あいつは、俺たちの世界が八十年後、こんな世界になるということを、感じ取っていたのかもしれない。

「テレパシーみたいなものなんでしょうか？」

「テレパシーと言うよりシンパシーと言ったほうが正しいかもしれない。具体的な意志ではなく心情的なものなんだと思う。私たちには彼女のような能力を持った人間がどうしても必要なの。この屋敷は、この世界とは隔かく離りされているわ……この屋敷の外の世界がどんな状態なのか……あなたには想像もつかないでしょうね」

　そのとき、ナサニエルさんが言った。

「彼に、この世界を見せてあげなさい。彼の世界には基準座ざ標ひようを置いていない。四十八時間程てい度どなら彼の世界への転てん移い時間軸じくを操作できる」

「わかりました」

　ナサニエルさんに向かってそう答えたあとで、千ち夏なつさんは俺の方を振り返った。

「外に出ましょう。そして、この世界をその目で見て。あなたの世界が……この先どうなって行くのかを……」

　俺は屋敷の玄関先さきに立って、目の前に広がる海を見ていた。

　海から吹き上げてくる風が磯いその匂においを運んできた。

　……引ひき潮しおなんだ。

　俺は目をこらした。

　入り江の中に、沈んでいたビルのてっぺんが、いくつか岩がん礁しようのように顔をだしはじめているのが見えた。

　湾の奥に浮かぶあの島は……きっと香か貫ぬき山やまだったのだろう。

　海は、人類の都つ合ごうなどとは無関係に、三月とは思えない強い陽光の中で細かな光を反射していた。

　やがて、千夏さんが屋敷の裏うら手てから小型の四輪駆く動どうのジープのような車に乗ってやってきた。

「これは統とう合ごう研究機関だけが使えるハイブリッドカーよ、はい、これ持ってて」

　ドアを開けた千ち夏なつさんは、そう言うと俺にショットガンを差しだした。

「本物ですか？」

「本物じゃなければ役に立たないわよ。大丈夫、実じつ弾だんじゃなくてスタンブリットだから。車は狙われやすいんだ、ましてこの車はエンジンで動いてるから」

「狙われる……って、誰だれに？」

「食糧目当ての武ぶ装そう難なん民みんよ、中には環境保ほ護ご原げん理り主義者みたいのも混じってるわ、さあ、乗って、時間がないから」

　千夏さんの運転する車は、原げん付きバイクのような小しよう排気量のエンジン音とモーターのうなる音の混じったような音を立てて、広い国道のような道を北上した。

　……確か、この道は国道二四六号のバイパスのはずだ。

　俺は、車の窓から外を見た。

　道路のわきには放置されて赤あか錆さびた廃はい車しやの群むれが延々とつながっている。

　両側に並んでいたはずの住宅やレストランは、一軒も残っていなかった。その代わりにあったのは、耕たがやされた畑だった。

　畑は、道路沿いに延々と続いていた、しかし、その畑に植えられている作物は、ひょろひょろとした草のようなもので、とうてい豊かな実りをもたらすものではないことが見て取れた。

　俺は、道路際ぎわのひび割れたアスファルト舗ほ装そうの間から生はえている雑ざつ草そうが、ほとんど伸びていないことに気がついた。
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　雑草ってのは、もっとたくましく……そう、俺の背丈より高くなるくらい伸びるものだったはずなのに……雨が降らなかったのだろうか？

　車は、ひたすら北上を続けた。

　裾すそ野の市に入ってしばらくして、俺は、今まで一台の車とも、いや、一人の人間ともすれ違わなかったことに気がついた。

「車が……走ってないんだ」

　千ち夏なつさんはハンドルを握ったままうなずいた。

「移てん転いが間に合わなかった石油精せい製せいプラントのほとんどが海の底に沈んだわ。今、ガソリンは微び生物による合成で生産されているのよ。でも、充じゆう分ぶんな量があるわけではないわ、ガソリンを使えるのは、政府系の研究施設か、食糧の流りゆう通つう関係者だけよ。それに……車は環境保ほ護ご原げん理り主義者から狙われているからね」

　俺は自分の手の中にあるショットガンを見下ろした。

　冷たい鋼こう鉄てつの輝きを持つその黒い銃じゆう口こうは天井を見ていた。

「どんなやつらなんですか？　環境保護原理主義者ってのは」

「一切のテクノロジーを捨てて自然に帰れ、と主張する連中よ。彼らに言わせると、私たちは間違った道を歩いてきてしまった。だからすべての技術を捨てて縄じよう文もんのころに戻れということらしいわ」

　千夏さんは、ため息をついた。

「言葉で言うことはたやすいわ。でも、この疲ひ弊へいしきった世界で、今、私たちが生きていけるのは、最後に残ったテクノロジーのすべてを生き延びるために使っているからよ。ここですべてのテクノロジーを放ほう棄きしたら、私たちは原始人並なみの生活に戻るでしょうね。それはきっと、明日のことも未来のことも、子供達に語る夢も希望もなく、朝から晩まで食べ物を探してさまよい歩くだけの日々だわ……雅まさ之ゆきくん、あなた、今、この世界の日本で生き残っている人間の数はどれくらいだと思う？」

「わからないな……俺の世界では一億人以上いたはずだけど……」

　前を見たまま千夏さんは静かに言った。

「おそらく……三千万人を切っているでしょうね。でもそれだけ減ったことによって、私たちは初めて平へい穏おんを手に入れることができたのかもしれない」

　驚く俺に向かって、千夏さんはこの世界がどのように滅びへの道をたどっていったのか、淡たん々たんとした口調で説明してくれた。




　海面の上昇は、ゆっくりと進んだ。

　最初、人々は堤てい防ぼうを築くことによって、上昇する海面から平地を守ることができると信じていた。

　しかし、毎年毎年海かい面めんは上昇を続けた。

　堤てい防ぼうを築くことすらできなかったアジアの大部分が海の底に沈みはじめたとき、世界を最初の食しよく糧りよう危機が襲おそった。

　このとき、食糧の自給能力のない日本は壊かい滅めつ的な打撃を受けた。

　人々は都市を捨て、野山を耕たがやした。

　しかし、どんな作物を植えても、それが収しゆう穫かくできるには数カ月を要し、特に穀こく類るいの不足は回復させることができなかった。

　恐ろしいほどの飢うえが人々を襲った。

　食糧を求めた人々は暴ぼう徒とと化して、食糧が保管されている施設を襲った。

　恐怖と混乱の中で、住宅や都市設備が破壊され、焼け落ちていった。

　世界のどこからも助けの手は差し伸べられなかった。

　世界中が沈みかけていたのだ。

　そして、十年が過ぎ、地球の総人口の六割が、餓が死ししたころ、ゆるやかに社会秩序が回復しはじめた。

　それは、食糧供給量と人口のバランスが取れはじめた印しるしだった。

「……そして、今の世界があるのよ。この十年は、ひどい時代だったわ、私が覚えているのは、その混乱の時代の最後の五年間くらい……でも、私は忘れないわ」




　車は裾すそ野の市の北側に入った。

　道路の左手に広がる富ふ士じ山さんの裾野一いつ帯たいにも、耕たがやされた畑が広がっており、その畑には見たこともない葉をつけた作物が植えられていた。

「あれはアレチイモよ。ジャガイモの原種の遺い伝でん子しを組み替えて作られた作物のひとつ。本来ならば、こんな溶よう岩がん礫れきの混じった瘦やせた酸性の土地に、満足に育つ作物はないはずよ。でも、私たちはそこでも育ち、実りをもたらす作物を作りだした、人間は生き延びなきゃならないの、私たちはここで滅びるわけにはいかないのよ」

　車は、畑を過ぎて、さらに進んだ。

　やがて、道路のわきには見たこともない植物が茂っている場所に出た。

　一見すると普通の竹かササのようだが異い様ように濃い緑色をしていた。

「あれが、ヒザシササよ、もっとも今はドクニザサって呼ばれてるけどね」

　俺は、そのササをよく見ようと思って、何の気なしにドアの窓をあけようとした。

　千ち夏なつさんの声が飛んだ。

「だめよ！　ちゃんとマスクしないと！」

「え？」

　ちょっとだけ開けてしまったドアの隙すき間まから、草をすりつぶしたときのような青あお臭くさい臭においがした。

　次の瞬間俺は、猛もう烈れつなくしゃみに襲おそわれた。

「うえ、なんだこれ！　青あお汁じるみたいな臭いだ」

「フィトンチッドよ、植物のだす殺さつ菌きん因いん子し。人間の身体からだの免めん疫えきシステムを攻こう撃げきするの、前にあるボックスにマスクが入ってるから、それをだして」

　助手席の前にある物入れの中に、薄うす水みず色いろの柔らかなゴムのようなもので作られたマスクが二個入っていた。

　千ち夏なつさんは車を止めて、俺からマスクを受け取った。

「この車は一応気き密みつ構造になっているけど、マスクをつけた方がいいわ」

　俺は、そのマスクをつけるまえに、目をこすった。

「鼻はな水みずと涙がとまらないや、花か粉ふん症しようみたいだ」

「そう、これは花粉症の、ひどいものだと思ってもらえればいいわ、これを大量に吸い込むと、呼吸器系けいの粘ねん膜まくが腫はれ上がって呼吸困こん難なんになり、ひどいときは数分で死に至るわ」

「ひでえ植物だな、なんであんなものがこんなに繁はん殖しよくしているんですか？　やっぱりあれですか？　生せい態たい系けいの破は壊かいとやらのしわざなんですか？」

　千夏さんは悲しそうな顔をした。

「あれは、人間が創つくりだした植物なの。バイオテクノロジーによる遺い伝でん子し操作により、環境汚お染せんに強く、そして炭たん酸さんガス交こう換かん比率に優れた新種の植物。

　最初、あの植物は、救きゆう世せい主しゆのように思われたわ。でも、あの植物を世界中で栽さい培ばいしはじめて二年目に、あれは、突然、致ち死し的てきフィトンチッドを大量に吐きだしはじめたの」

「なんで動物実験で、わからなかったんでしょう？」

「その理由は、ただひとつよ。あの因子は人間にのみ有ゆう毒どくなの。人間以外の生き物には、まったく問題がないのよ」

「人間だけ……」

「このまま、あの植物が繁殖を続ければ人類は間違いなく滅びる。でも、あの植物を駆く除じよすれば、地球の温おん暖だん化かはさらに加速されるでしょうね」

「二者択たく一いつというわけですか」

「そう、だから私は三つ目の方法を探しているの」

「そういえば……千夏さんは……何の仕事をしているんですか？」

「私は研究員よ。新東京にある政府系の研究機関に所属して、国連の指導のもと、統とう合ごう遺伝子研究をやっているの……あのドクニザサを開発してしまった研究員の一人よ」

「新東京？」

「そう、昔は御ご殿てん場ばと呼ばれていた場所よ。海面上昇から逃れることができる場所で、東京が移せるくらい広くて近い平野は、富ふ士じ山さんの裾すそ野のしかなかったのよ」




　新東京市は、御ご殿てん場ば市の旧きゆう市街地から見て富士山側にあたる高たか台だいに作られた都市だった。

　ユニットハウスのような画一的な住宅や、プレハブ作りのようなビルが建ち並ぶその都市には、活気があった。

　商店街らしきものや、荷物を運うん搬ぱんするトラックのようなものも見かけたし、なにより多くの人々が歩いていた。

「人がいる……」

「このあたりは治ち安あんもいいし、まだ太陽光発はつ電でんや地熱発電なんかの社会インフラが機能しているから、人が集まっても生きていけるのよ、でも、年々人の数は減っているわ、風の噂うわさに聞こえるのは、あっちの街がなくなった、こっちの街が離り散さんした、なんて噂ばかりよ。さあ後ろにある白はく衣いを着て、この採取ケースを抱えてマスクをして。研究所に案内するわ」

　千ち夏なつさんは、着替えた俺を乗せて人類救きゆう済さい統とう合ごう研究所の施設へと車を走らせた。

　そこは、俺の世界では、確か大きなウィスキーの醸じよう造ぞう所じよがあるあたりだったと思う。

　研究所の施設は、いくつもの建物が集まっているひとつの大きな工場のような場所だった。

　周囲を塀へいで囲われたその研究所の入り口に近づくと、銃を持った制服のガードマンのような人間が三人ほど立って、あたりを警けい戒かいしているのが見えた。

「ずいぶん厳げん重じゆうなんだな……大丈夫なんでしょうか？」

「だから、あなたに白衣を着て、マスクをしてもらったのよ」

　千夏さんは車のスピードを緩めて、ゆっくりと検けん問もん所じよに近づくと、胸ポケットからカードのようなものを取りだした。

「これは、ナサニエルに作ってもらったＩＤカードよ、肩の力を抜いて、ごく普通の感じでいてね」

　次元すら飛び越えるナサニエルさんたちの組織にしてみれば、こんなカードを作ることなど朝あさ飯めしまえなのだろう。ほとんど顔パスの状態で検問をくぐりぬけた俺たちは、そのまま奥の建物に向かった。

　それは、ドーム球場をそのまま小さくしたような形の建物だった。球場と違うのは上うえ半分を覆おおうドームが、透明の温室のようになっていることだった。

「温室みたいですね……」

　思わず口にだしてつぶやいた俺の言葉を聞いた千夏さんは小さく首を振った。

「確かに培ばい養ようセンターの天井は太陽光線を取り入れるために透明になっているけど、太陽熱は透とう過かさせずに、内部の気温上昇を抑えるような設計になっているの、だからあえて言うならこれは温室ではなくて冷れい室しつよ」

　培養センターの中は、俺が想像していたものと大きく違っていた。

　俺が想像していたのは、物もの静しずかな研究室のようなところで、白はく衣いを着た研究員が、色々な実験をしているような光景だったのだが。実際の培ばい養ようセンターは大きく三階に分かれており、そういった研究施設は一階だけで二階には、まったく違う設備があった。

　そこにあったのは、巨大な食品工場のようなベルトコンベアーに、透明の培養ケースのようなものが載せられて、流れ作業でいろいろな薬品のようなものが注入されてゆく光景だった。

　透明の培養ケースに最初に注入されるのは、白い半はん透明のどろっとした液体で、液体窒ちつ素そのような冷れい却きやく材ざいを吹き付けられると、その液体は一瞬にして固まり、そこに小さなマニュピレーターから、緑色の小さなカケラが差し込まれてゆく。

　そういった培養ケースがいくつもいくつも俺の目の前を流れてゆく。

「ケースには、まず培養生き地じとなる寒かん天てんを流し込んで固めるのよ、あの、植えられている緑色の粒つぶは、植物の細さい胞ぼうよ。この方法だと、一本の苗なえから何百本という苗を作ることが可能なのよ」

　千ち夏なつさんは、そのベルトコンベアーの流れてゆく先を指さした。

「あの細さい胞ぼう培養ケースは三階の促そく成せい室に送られるわ、そこには促成用の成長ホルモンなんかを添てん加かするプラントがあるの。このプラントで育てられた植物は通常の三倍のスピードで成長し、実をつけるわ」

「すごいや…まるで工場みたいだ」

　千夏さんは悲しそうな顔でうなずいた。

「そう……ここは工場。そして作られているのは製品よ。私はずっとここで研究してきたわ。でもね、どんなに遺い伝でん子しを組み替えて、新しい植物を創つくりだしても、その植物が人間のために何かをしてくれる。人間を救ってくれるようなことはないような気がしてきたの。ここにあるのは、冷たい数字に管理された効率と合理化だけよ。生き物を育てている雰ふん囲い気きではないわ」

　そのとき、俺たちの前から白衣を着た一人の男がやって来た。

　頭とう髪はつが薄くなった五十歳くらいの、小太りのその男は、俺たちを見てけげんな顔をした。

「君たちは、何をしているのかね？」

　千夏さんは、微笑ほほえんだ。

「あ、ナハトムジク部長、お久しぶりです」

　ナハトムジクと呼ばれたその男は、千夏さんを見ると、顔に侮ぶ蔑べつの表情を浮かべて言った。

「誰だれかと思ったら、千夏くんか、何しに来たんだね？　ここは自分の研究の行き詰まりの結果をオカルトに求めるような人間が来る様ような場所じゃない」

「その、オカルトに求めた結果があのパセリですわ、分ぶん析せきの結果はご存ぞん知じですよね」

　千夏さんは胸を張って俺の持っていた培養ケースの中のパセリを指さした。

　ナハトムジクは、認めたくはないが……と言う顔をしてうなずいた。

「確かに、あれは驚きよう異い的な数値を示しているが……」

「あなたが言うところのオカルトにこそ、すべての問題の解決の糸口があったのです、私は今日の会議で、あれと同じ種たねを大量に栽さい培ばいすることを提案するつもりです」

　吐き捨てるようにナハトムジクは言った。

「植物とのシンパシーか、馬鹿馬鹿しい」

「その考えが、世界をこんな風ふうにしてしまったのではないですか？　人間が生きているように植物だって生きているんです、だとしたらそこに人間と同じ生存本能があると考えるのが当然じゃないですか」

「生存本能はあるだろうな、それは認めるよ。しかし、その本能が人類に対する攻こう撃げき性せいとしてあらわれたというのは理論が飛躍しすぎてはいないかね？」

「では、突然変へん異い的にあらわれ始めたあの毒どく性せい穀こく類るいを、どう説明するんですか？　植物には天てん敵てきに対して毒性を持つという特性があります。葉を食い荒らす害虫に対して蓄ちく積せきされるアルカロイドがその代表的なものです。その特性が人類に向きはじめたとしたら、どうなりますか？　穀類が人類を天敵であると判断し、人類にとって毒性をもちはじめたとは考えられませんか？」

　ナハトムジクは首を振った。

「そんなことは考えられない、なぜなら植物には明確な意志などない、目的を持つなどということはないからだ」

「人類は、その……意志を感じ取る努力を放ほう棄きしてきただけではないのですか？」

　黙り込んだナハトムジクに向かって千ち夏なつさんは静かに続けた。

「人間には、植物の意志を感じ取る能力がなかっただけで、本当は植物にも意志があったのかもしれない。植物は話しかけてはこない、熱い視線を送ってこない、抱きつかないし手も握らない。何ひとつ要求することなくいつもそこにいるだけ。でも、本当は私たちに何かを言いたかったのかもしれない。私たちは気がつくべきだったのかもしれない。この世に『あってあたりまえ』なんてものはないということに……」

　ナハトムジクは叫んだ。

「だとしたら……どうだと言うのだ！　我々はここまで来た、ここまで来てしまったのだ！　今さら後あと戻もどりはできんのだ！　自然との調和？植物の意志？傲ごう慢まんな生き方？　そんな戯ざれ言ごとはやめたまえ！　人間は自然など欲してはおらん、植物との調和など望んではおらんのだ！　人間は森を憎んでいる、自然を、この世界すべてを憎んでいるに違いない。その証しよう拠こに人類の歴史を見るがいい！　人間が火と鉄を手に入れたとき、最初に行ったことは何だ？　森を焼くことと、木を切り倒すことではなかったか？　それ以来人間は狂ったように木を切り森を焼き続けてきた、我々が行き着く場所がどんな場所であっても、そこは我々が望んだ場所なのだ！」

　千夏さんは、静かに言った。

「たどり着くべき場所を間違えたとわかったときに、なぜ、私たちは正しい道を探さなかったのでしょう……いえ、正しい道を探すことができなければ、立ち止まって考えるという選せん択たく肢しもあったはずです……とりかえしがつかないことと言うことは……本当にとりかえせないものだと知っていたはずなのに……」

　ナハトムジクは無言だった。




　培ばい養ようセンターの奥にある高たか台だいに立つマンションのような外見の建物の前で、千ち夏なつさんは微笑ほほえんだ。

「ここが私たち研究員の宿舎よ、ちょっとレトロな外見で素敵でしょ、そこだけは気に入っているんだ」

　……レトロ？　なんの代わり映えもしない、ごく普通の外見のマンションだと思うけど……。

　俺は、そう考えながら千夏さんの後について部屋に入った。

　女の人の部屋に入るのが初めてだった俺は、なんとなくドキドキしてしまった。

　きちんと片付けられ、清せい潔けつ感かんが漂うその部屋は、いかにも千夏さんの性格が表れていて、俺は思わず小さくうなずいた。

「どうしたの、何か納得することでもあったの？」

　ティーセットを持ってキッチンからあらわれた千夏さんは、俺に真ま顔がおで聞いた。

「あ、いや、なんとなく千夏さんらしい部屋だな、と思っただけです」

　肩をすくめて千夏さんは笑った。

「なんと言うか女の子っぽくない、殺さつ風ぷう景けいな部屋でしょ。私はどうもあの花はな柄がらとかフリルってのが苦にが手てなのよ、祖そ母ぼに似ているって母に言われたけどね」

　俺は千夏さんが入れてくれた紅茶を飲みながら、さっき千夏さんとナハトムジクの会話の中で気になった言葉の意味を尋たずねた。

「千夏さん、聞きたいことがあるんだけど……」

　千夏さんは、一瞬驚おどろいたように目を開いたあとでいたずらっぽい微笑を浮かべた。

「彼かれ氏しがいるかどうか？」

　顔が赤くなるのがわかった。

「いえ、違います。さっきの部長さんとの話の中で出てきた毒どく性せい穀こく類るいって、なんのことなんでしょう？」

　千夏さんの顔から微笑みが消えた。

　そして、目の前にある紅茶のカップに目を落として千夏さんは言った。

「この世界では、すべての穀こく物もつが有ゆう毒どく化かしつつあるのよ」

「穀物って、あれですか？　米や麦とか……」

「そう、トウモロコシも含めたすべての穀物が有毒なアルカロイドを含む種たねに代わりつつあるの」

「なんで、そんなことになったんだ？　誰だれかが毒の種たねをバラ蒔まいたんですか？」

　千ち夏なつさんは首を振った。

「いいえ、人じん為い的なものではないわ。有毒化した麦や米やトウモロコシが一本、突とつ然ぜん変へん異いで生まれれば、その遺い伝でん子しは瞬またたく間まに広がるわ……知ってる？　穀こく物もつは、すべて風ふう媒ばい花かなのよ。花か粉ふんを風に飛ばして受じゆ粉ふんさせるの。風は地球のすべてを回っているわ。海面の上昇により耕こう作さく面積を失った人類にとって、これは最後通つう告こくに等しいわ」

「最後通告……」

「そう、人類は地球上のすべての植物に、こう言われたのよ『お前なんかいらない』ってね」

　俺はそのとき、この地球を真に支配している生物は人類なんかじゃなくて植物なんだということに気がついた。

　人類なんてのは、一種の寄き生せい虫ちゆうみたいなものだ。植物にすがらなければ、絶対に生きていけない生き物でしかなかったんだ。

　ゆっくりと千夏さんが言った。

「だから、私はナサニエルに頼んで、麦の実を手に入れてもらった。人間と植物の調和が取れている世界の麦を……でも、きっとこの世界では、この麦も毒どく化かしてしまうと思ったのよ」

「そうか……瑞みず穂ほに渡した麦は、その麦だったんですね」

　千夏さんはうなずいた。

「そうよ、あの麦は私たちの最後の希望なの。そして、あなたの世界の希望でもあるわ。今なら、まだ、間に合うのよ。八十年後、あなたの世界がこの世界のようにならないために、瑞穂ちゃんといっしょにあの麦を育てて、麦の花粉を風に乗せて欲しいの」

「瑞穂といっしょに……って言われたって、どうすれば俺はもとの世界に戻れるんでしょう？」

　千夏さんは大丈夫、と言うように微笑ほほえんだ。

「富ふ士じ見み台だい三丁目のあの家はね、すべての世界に存在する定てい点てんポイントなのよ、あそこからあなたの世界に戻れるわ」













　第九章「手紙」







　千ち夏なつさんは俺を連れて、富ふ士じ見み台だい三丁目の高たか台だいに立つ屋敷に戻ってきた。

　理由はよくわからないが、時空転てん移い装置とやらを使って基準座ざ標ひようが置かれている世界から過去の時間軸じく上じようの平行世界に転移するとき、四十八時間程てい度どなら転移先さきの時間座標をコントロールできるらしいのだ。

「だから、この世界で四十八時間過すごしていても、あなたの世界の時間座標は動いていないのよ。あなたの世界では、あなたはまだ、セキュリティシステムで気を失ったばかりでしょうね」

　千夏さんはそう言って笑った。

　屋敷では、ナサニエルさんが俺たちを待っていた。

　ナサニエルさんは、俺を見ると、興味深ぶかそうな顔で聞いた。

「どうだね、八十年後の世界を見た感想は」

「静かですね」

「ほう……」

　ナサニエルさんはちょっと目を見開いた。きっと想像していた答えとは違ったのだろう。

「世界の終末が、こんなに静かに訪れるものだとは想像していませんでした」

　ナサニエルさんはうなずいた。

「どんな世界でも終末を目前にしたときには、必ず破は壊かいと混乱と恐怖が訪れる。しかし、それらが過ぎ去ったあとに残るのは静せい寂じやくだ。世界は混乱と静寂を繰り返しながら破は滅めつへと突き進んでゆく。私はこういった静寂の訪れた世界を何百と見てきた」

　そしてゆっくりと付け足した。

「この静寂は、最終段階だ。このような静寂が訪れた世界の人類は、ほとんどが滅めつ亡ぼうして行った」

　千夏さんが悲痛な声で叫ぶように言った。

「もう……だめなんでしょうか？」

「いや、二億五千万年前の二に畳じよう紀きのときのように、ほとんどの生物が滅亡するわけではない、まだ、手だてがあるのかもしれん」

「二畳紀？」

　ナサニエルさんは俺を見てつぶやいた。

「酸素の欠けつ乏ぼうのために、地上はおろか深海の生物まで……そう、地球上の生物の95％が死し滅めつした時代だよ」

　千ち夏なつさんは真剣な目をして言った。

「私は……何をすればいいのでしょう？」

「この時期に変へん数すうが生じたということは、何か手だてがあるということなのかもしれん。それがどんな手だてなのか、それは私にもわからんが……」

　ナサニエルさんは千夏さんを見た。

「瑞みず穂ほのような能力が、あなたにもあるかもしれん。あなたは直ちよつ系けいの子し孫そんだからな」

　俺は驚いた。

「直系の子孫？」

　千夏さんはイタズラっぽい目で微笑ほほえんだ。

「そうよ、黙っていてごめんなさい。私の本当の名前はカミナガ・千夏。あなたと瑞穂さんの孫まごなんです」

「孫？　俺と……瑞穂の子供の子供？」

「びっくりしたでしょう」

　びっくりした、というより、ピンと来ないと言った方が正確だった。

　カミナガってことは。俺は婿むこ養よう子しに行くのか？

　あ、いや、そんなことを考えている場合じゃない。

　俺たちの未来は、本当に、こんな未来なのか？

「千夏さん、あなたは瑞穂に特殊な能力がある、って言いましたよね、この世界にも瑞穂がいたんでしょう？　なのになぜ、この世界はこんな風ふうになってしまったんですか？」

　千夏さんは黙り込んだ。

　やがて、ゆっくりと千夏さんは話しはじめた。

「私は祖そ母ぼの手記を読んだことがあるの。彼女は、子供のころひどい精神的なショックを受けたのよ。それは、まだ未発達だった彼女の能力に影えい響きようを与えたの、その能力が開花したのは、安らぎを得た後、つまり三十歳を過ぎてからだったのよ、そのころ世界にはすでに滅びの兆ちよう候こうがあらわれていたわ」

「手遅れだったというわけか…その…瑞穂が子供のころ受けたひどい精神的ショックってのは何なんだ？」

　千夏さんは、悲しみと哀あわれみの入り交じった表現しがたい目で俺を見た。

　その目を見たとき、俺の心臓が大きく脈打った。

「まさか…そんな」

　千夏さんはゆっくりと言った。

「小学校二年のとき、瑞穂はクラス全員で育てていたアサガオの世話係だったわ。でも、夏休みに入ったとき、実家の祖母が倒れたため、家族全員で実家に行くことになった。鉢はち植うえのアサガオには、毎日水をあげなくちゃならない…」

「わかったよ！　もう言わなくてもいい！　それから先は俺が一番よく知っている！」

　俺は叫んだ。

　そう、あの日、瑞みず穂ほは母親といっしょに俺の家に来た。

　自分の代わりに毎日学校のアサガオに水をあげて欲しいと頼みに来たんだ。

　俺は安やす請うけ合いした。

　プールに入るために毎日学校に行くのだから、そんなことは簡単なことだと思ったからだ。

　でも……。

　俺は忘れてしまった。

　一週間ほどたったあの夜、実家から帰ってきた瑞穂の母親が挨あい拶さつにくるまで、俺は自分がやるべきことを完かん璧ぺきに忘れていたんだ。

　次の日の朝。あわてて学校に行った俺が見たものは……。

　枯かれ果てたアサガオの鉢はち植うえの群れと、その前に立ちつくして泣き続ける瑞穂の姿だった。




「瑞穂は、クラスの全員から責められた、他人と少し感性が違う彼女のような人間は、ただでさえ疎そ外がいされやすいのに、こんな出来事があれば、その結果は致ち命めい的てきよ。彼女はそれ以来ずっと自分の世界から出て来ようとはしなくなったの」

　千ち夏なつさんは微笑ほほえんだ。

「でも、あなたは違ったのよ、おじいちゃん」

「え？」

「あなたは、やさしかった。小学校に通う通学団の中で、あなたはいつも瑞穂のことを気にかけていた。瑞穂は、それがとても嬉うれしかったのよ、だから耐えられた、だから学校に行くことができたんだって」

　俺は、自分の足元が大きく揺れているような気がした。

「……違う！　俺はやさしくなんかなかった！　それは、ただの罪ざい悪あく感かんの裏返しだったんだ！」

「それが証しよう拠こよ、やさしくない人間は、罪悪感すら感じないわ」

　壁面にあるパネルを操作して、千夏さんは言った。

「さあ、ゲートを開くわ、あの半はん透とう過かスクリーンの向こうが、あなたの世界よ」

　紫むらさき色いろの半はん透明の幕の前に立っているナサニエルさんは、すまなそうに俺に言った。

「悪いがこの世界の記き憶おくは封ふう印いんさせてもらう。君の変へん数すうとしての影えい響きよう値が不明だからな。だが、完全に忘れてしまうわけではない、ここで君が見たものは君の深しん層そう意識の中に残り、ときとして夢に見ることもあるだろう」

「あなたは…神様なんですか？」

　ナサニエルさんは小さく笑った。

「人類を創造した存在のことを神と呼ぶのなら、違うな。私たちもまた創造されたものに過ぎない。さあ、行くぞ」




　そう……そうして俺は帰ってきた。

　この世界のあの時間に。

　千ち夏なつさんは……俺に自分の正体を教えたかったに違いない。

　だから、記き憶おく封ふう鎖さを解くキーワードをこの手紙に書いたんだ。

　ナサニエルさんにわからないように、何か特別の方法を使って……。

　そして……千夏さんは、あの世界を救うために、こっちの世界の瑞みず穂ほの能力を必要としていた……。

　俺は、机の上にあるもうひとつの封ふう筒とうに気がついた。

　まさか……瑞穂は……。

　俺は自分の手でその封筒を破った。

　中には、封筒と同じ薄うす緑色の便びん箋せんがきれいに折りたたまれて入っていた。

　広げるのももどかしく中を見る。

　その便箋には、ちゃんと文字が書かれていた。

　それは、こんな手紙だった。

『雅まさ之ゆきさんへ




　雅之さんが、この手紙をお読みになるかどうかわかりません。

　でも、きっとお読みになっていただけると信じてこれを書いています。

　先日、千夏さんから、もうひとつの世界のお話を聞きました。

　最初は信じられませんでした。

　いきなり、千夏さんに、私は八十年も未来の世界から来た人間です。

　なんて言われても信じることなんかできなかったのは、あたりまえですよね。

　でも、今日、私は千夏さんに連れられて、その世界に行ってきました。

　あんな、悲しみに満ちた世界があるなんて信じられませんでした。

　一歩踏ふみ入れたとき、まわりからすごく嫌な気持ちが伝わってきたのです。

　まわりにあるすべてのものが、私を嫌っているような。

　人じゃない誰だれかがいっぱいいて、そのすべてが私を嫌っているような気分がしたのです。

　千夏さんは、私に、その感覚は、あなただから知ることのできる感覚だと教えてくれました。

　私には、植物の気持ちがわかるのだそうです。

　明確な意志としてではなく、もっと心情的な、いわゆる気分というレベルで感じることができるのだそうです。

　その能力を、世界を救うために役立てて欲しいと言われました。

　そして、私は千ち夏なつさんから、もっと驚くことを聞いてしまいました。

　こんなことを書くと、雅まさ之ゆきさんは気分を悪くするかもしれませんが、私はとっても嬉うれしかったので書いてしまいます。

　千夏さんの世界では、私は雅之さんと結婚しているのだそうです。そして、なんと千夏さんは私と雅之さんの子供の子供、つまり孫まごだというのです。

　その話を聞いたとき。私は少し泣いてしまいました。

　それは、私の夢だったからです。




　手紙って、いいですね。

　言えないことも書けますね。

　だから、思いきって書きます。




　私は雅之さんが好きでした。

　小学校のころから。いえ、その前からずっと。

　でも、私はどんくさくて、いつでもどこでも雅之さんにご迷めい惑わくをかけてばかりいましたね。

　私は、どうしても他の人のようにてきぱきと動くことができません。

　きっとどこかに欠けつ陥かんがあるんだと思います。

　だから、私のような人間が、雅之さんを好きになったりしたら、雅之さんに迷惑がかかります。

　私は、ずっとそう思っていました。

　私の気持ちは私だけが持っていればいいのだと。

　だから、雅まさ美み先せん輩ぱいから、雅之さんと交際してみないか？　と聞かれたとき。私は信じられませんでした。

　ずっとずっと心の中にあった夢が、かなうなんて、思ってもみなかったのです。




　楽しかったです。

　毎日学校に行くことや、千夏さんの屋敷で庭にわ仕し事ごとをすることが、とっても楽しかった。

　こんなに楽しいことがあるなんて、初めて知りました。

　雅之さんといっしょにいる。それだけで私は幸せでした。




　あの日、お見舞いに行った私のやったことを許してください。

　心の中で何度も夢見ていたことなのに、いざそれが現実になったとき、私は雅之さんの想いに耐え切れずに逃げてしまいました。

　私は弱よわ虫むしです。

　雅まさ之ゆきさんが怒おこるのもあたりまえです。




　私には、やっぱり夢をかなえることはできないのだと思うのです。

　ですから、せめてその夢がかなっている世界。千ち夏なつさんの世界を助けたいと思うんです。

　実験がうまくいけば、私は帰って来れます。

　でも、だめだったら、帰って来れないかもしれません。

　父も母も怒ると思います。

　でも、あの世界は、私の夢なんです。

　滅びかけていても、絶望しかなくても、あそこは私の夢がかなった世界なんです。

　私が雅之さんと幸せになれた世界なんです。




　長くなってしまいましたね。

　手紙ってほんとうに何でも書けるんですね。

　こんなことなら、今まで書いたまま、だせずにいた何十通という雅之さんあての手紙を、一通でもだしておけばよかったと思います。

　私のような人間が、雅之さんを好きだったということを聞いて気分が悪くなったかもしれませんね。

　もう、こんな手紙を書くことはありません。

　だから許してください。





神かみ永なが　瑞みず穂ほ』　　　　　　　









　手が震えていた。

　俺は、何を見て何を知ってきたと言うのだろう。

　俺は何も見ていなかった。何も感じていなかった。何も知らなかった。

　俺は……本当の大おお馬鹿だ。

　あいつはずっと、俺のことを見ていたんだ。

　そう、小学校の通学団のころからずっと……。

　俺がそれに気がつかなかっただけで。あいつはずっと、俺のことだけを見つづけていたんだ。

　あの……優しい目で。




　変わらないもの。

　ずっとそこにあるもの。

　話しかけてこなくとも、熱い視線を送ってこなくとも、いつもそこにいる。

　その意味を。

　何ひとつ要求することなくそこにいる。

　その価か値ちを。

　俺は初めて知った。




　俺は泣いた。

　瑞みず穂ほの手紙をにぎりしめて。

　俺は泣いた。

　そして、泣きながら考えた。

　俺に何ができるんだろう？

　あいつの想いに対して、俺は何かをしなくちゃならない。

　他人から何かをしてもらって。

　他人から想いを受け取って。

　それが、当然だなんてことはないんだ。

　人は、水や空気や日常に感謝したことはない。

　それは、特別のものじゃない。

　それは、あたりまえのように存在する。

　でも、この世の中に「あって、あたりまえのもの」なんてないんだ。

　俺は……どうすればいいのだろう。

　そのとき、俺の頭の中に、千ち夏なつさんの言葉がよみがえった。

　そうだ、千夏さんはこう言ったんだ。

『何かをしなくちゃ、と思った時点で、その人には何かができるはずなの』

　何ができるのか……。

　俺は自分の頭を自分で殴なぐった。

　何を考えているんだ、お前は！

　お前にできることはひとつしかないじゃないか！













　第十章「再び夢の中へ」







　俺は、自分の部屋の押おし入いれの中から、リュックサックを引っぱりだすと、その中に使えそうなものを片かたっ端ぱしから放り込んだ。

　……ええと、あと必要なのは食い物だよな……でも生ものは持っていけないし、なんか非常食みたいなものなかったっけ？

　そういえば、玄関に置いてある非常持ちだし袋ぶくろの中にも非常食のたぐいが放り込んであったよな。

　俺は静しず岡おか県に住んでいることを感謝しつつ、階段を駆け下りて下げ駄た箱ばこを開けた。

　おお、あったあった。

　それは東とう海かい沖おき地震に備えて、各かく家庭に配布された非常持ちだし袋だった。

　俺はそいつを自分の部屋に持って帰ると、その中身をベッドの上にぶちまけた。




　えーと、水に缶かん詰づめに、カロリーバーに応おう急きゆう医薬品……と。

　スーパーのポリ袋にぐるぐる巻きになってるのは……なんだこりゃ、フリーズドライの青あお汁じるじゃないか。きっと、母親が「保存が利く」という理由だけでここに突っ込んでおいたんだな。

　俺は一瞬どうしようか迷ったが、ラジオ以外のものを全部持っていくことに決めた。

　自分のリュックに移し替えてフラップを閉めると一気に背負った。

　ずん、とした重みが背中にかかる。

　その重みを感じたとき。俺の心の中に、これから起こることは全部本当のことなんだという実感がわいてきた。

　俺は自分の部屋を見回した。

　そこが俺の日常だった。

　何があっても、どんなことがあっても、帰ってくれば、そこに……いつもそこにあった日常。

　親父おやじがいて、口うるさい母親がいて、くそ生なま意い気きな姉あね貴きがいて。

　あったかい食事と風ふ呂ろと、ベッドがあたりまえに存在している日常。

　俺は自分の部屋を出ると、ドアのところに立って振り返って、もう一度自分の部屋を見回した。

　俺の日常……。

　それが、あたりまえだなんて、なぜ俺は思いこんでいたんだろう？

　俺は今、わかった。

　その大切さが。

　でも、俺はこの日常を捨てなくちゃならない。

　いや、捨てたっていいんだ。

　瑞みず穂ほを取り戻すためなら……。

　俺はドアを閉めた。そして、一気に階段を駆け下りた。




　三丁目の洋館にたどり着いたとき、あたりはすっかり夕ゆう闇やみに包まれていた。

　西の空の地平線あたりに浮かぶ積せき乱らん雲うんの底の方だけが残ざん照しように照らされて赤みを帯びているのが見える。

　リュックサックを背負ってやってきた俺を見て、ナサニエルさんは驚いたようだった。

「どうしたのかね？　これから登山にでも行くのかね？」

　俺は首を振ったあとでにやりと笑って見せた。

「いいえ、行くのは八十年後の世界ですよ、ナサニエルさん」

　ナサニエルさんの目が真まん丸まるになった。




　一時間後。

　俺は、ナサニエルさんといっしょに薄うす紫むらさき色いろの半はん透明のスクリーンの前に立っていた。

「これだけ変へん数すうが加わったとなると、あの世界……いや、この世界の因いん果が律りつもどうなるのか推すい測そく不能だな」

「いい方に変わっていくと信じましょうよ」

　ナサニエルさんは俺の顔を見て笑った。

「若いってことは、やはりすばらしいことかもしれない。君の言うとおりだよ、私は今まで悪いことばかりを見すぎたのかもしれんな……さあ行くぞ」

　俺たちは薄紫色のスクリーンの中に足を踏み入れた。




　暑い……。

　それが向こうの世界に足を踏み入れた俺が、最初に感じたことだった。

　梅雨つゆの末期にあるような湿気をたっぷり含んだまとわりつくような熱気が俺たちを包んでいた。

　ナサニエルさんは、首をかしげた。

「おかしいな、定てい点てんポイントは、その属する世界に影えい響きようを与えぬように設計されているのだが。どうやらシステムに異常が生じているらしい」

　スクリーンのわきにあるコントロールパネルを操作してなにやら点検をはじめたナサニエルさんの背中に向かって俺は聞いた。

「瑞みず穂ほは、どこにいるんですか？」

「千ち夏なつくんとともに新東京の研究施設にいるはずだが……馬鹿な！」

　ナサニエルさんがいきなり大声をあげた。

「どうしたんだ？」

　コントロールパネルから顔をあげたナサニエルさんは青ざめていた。

「今日の午後に、新東京で、大規模な事故か暴ぼう動どうがあったらしい、非常事じ態たい宣言が出ている」

「新東京で？」

　俺は屋敷の玄関から外に出て、北の方角。つまり新東京市……俺の世界では御ご殿てん場ば市のある方角を見た。

　北の空が赤く燃えていた。

　それは、その方角で大だい規模な火災が生じている証しよう拠こだった。

　……行かないと！　……何が起こってるのかわからないけど、行って瑞穂と千夏さんを助けなくては！

　俺は屋敷の中に駆け戻った。

「ナサニエルさん！　北の空が真っ赤だ！　きっと大おお火事になっているんだ！　早く瑞穂たちを助けに行こう！　応おう援えんを呼んで来てくれよ！」

「応援？」

　ナサニエルさんがけげんな顔をした。

「ああ、そうだよ、応援だ！　あんたたちは機き構こうとかいう組織なんだろ！　軍隊とか、特とく殊しゆ部隊とかあるんじゃないのか？」

　悲しそうな顔をしてナサニエルさんは答えた。

「我々にはそんな余よ力りよくはない。それに他た世界への過大な干かん渉しようは必ず揺ゆり返しを呼ぶのだ。我々はそのことに気がつくまで数多くの世界を滅めつ亡ぼうに導いてしまった……我々にできることは、その世界の因いん果が律りつを変えることのできる因いん子しを持った人間を送り込み、世界の因果律を少しずつ修正してゆくことだけなのだ」

　そうか……それが千夏さんと瑞穂だったということなのか。

　俺は、前から聞きたかったことを聞いた。

「ナサニエルさん、あなたは…いったい何者なんですか？」

　俺の顔から視線をはずして、ナサニエルさんは答えた。

「それを知ってどうなるというのかな？」

　答えに困った俺は頭をかいた。

「それは……まあ……確かに知ったからといって別に俺に何ができるわけでもないんですけど、何と言うか納得できた方が安心して動けるというか……」

　ナサニエルさんは微笑ほほえんだ。

「人類が、他の生き物と大きく違う点は何かな？」

「それは……道具を使ったり文字を使うってことでしょうか？」

「そうだな、付け加えて言うならば蓄ちく積せきされた知識から、さらなる新しいものを創そう造ぞうしてゆく能力を持つということだ」

　ナサニエルさんはそこで言葉を切ると、ゆっくり続けた。

「それは創造神しんの能力と、どこが違うのかね？」

「それはそうですけど……」

「もしかしたら神なる存在はあったのかもしれない、その神は我々に可能性だけを与えて去っていったのかもしれない」

「可能性ですか？」

「そうだ。滅めつ亡ぼうに至る可能性と、それを克服する可能性を同等にな……」

　ナサニエルさんは遠い目をした。

「すべての世界の人類の前には滅亡が置かれている。その滅亡を乗り越えることができた世界の人類には、さらなる扉とびらが開かれるのかもしれない。我々はその滅亡を乗り越え、この技術を手に入れた。しかしそれと引き換えに我々は太陽系を失った」

　俺は言葉が出なかった。ナサニエルさんの言葉は俺の理解を超えていた。

「おそらく我々は解答を間違えたのだ、きっともっと正しい答えがあったのだろう。私たちは機き構こうなどと名乗っているが、その正体は、答えを求めて次元をさまよい歩く人類の一族の、ほんの一ひと握にぎりの生き残りにすぎないのだよ」

　ナサニエルさんはそこで言葉を切ると俺に微笑ほほえみかけた。

「私は管理官として、他た世界の人間を機構の職員として現地採さい用ようできる権けん限げんがある。幸こう原ばら雅まさ之ゆきくん、君を次元管かん理り機構の現げん地ち職員として採用しよう。私といっしょに新東京まで行ってくれるかね？」

　俺はうなずいた。

「はい！　わかりました。採用ありがとうございます」

「よろしい、時じ給きゆうは安いが、がまんしてくれ。では、セバスチャンに言って救出用の装そう備びを用意させよう」

「セバスチャン？」

「ああ、そうか君の世界では洗せ馬ばと名乗っていたんだっけな、実を言うと彼は機構の備び品ひんなんだ」

「備品？」

　目を丸くしている俺に、ナサニエルさんはちょっと驚いたようだった。

「ああ、そうだよ、彼は人間ではない。バイオノイドなのだ、知らなかったのかね？」

　洗せ馬ばさんが装備品をそろえるのに三十分もかからなかった。

　テーブルの上に置かれていたバッジのようなものと、簡単なマスクのようなものを指さしてナサニエルさんは言った。

「これが、二に酸さん化か炭たん素そと毒どく性せいフィトンチッドの検出器だ。これが鳴ったらすぐにマスクを装着しなさい。それから、外にはマラリアを媒ばい介かいするハマダラ蚊かがいる、全身に虫むし除よけをしっかり吹きかけておくがいい」

　屋敷の玄関前まえに、四輪駆く動どう車しやがとめてあった。運転席に座っていたのは、洗馬さんだった。

「洗馬に運転してもらうことにした、彼の可か視し領りよう域いきは赤外線域いきまであるから暗くら闇やみでも走ることができる、さあ、乗ってくれ」

　俺たちは夜の闇やみの中に向かって走りだした。




　四輪駆動車はエンジン音とモーター音を交こう互ごに繰り返しながら、ライトもつけずに夜の闇の中を走っていた。

　窓の外は真まっ暗くら闇やみだった。ときおり道路上の障害物を避けるためにスピードを落とすが、そのわきを通り過ぎるとき。初めてそれが廃はい車しやだったり、倒とう壊かいした電柱の一部だということがわかる程度の明るさしかなかった。

　きっと今、走っているのは、あのとき千ち夏なつさんが走っていたのと同じ国道のバイパスだろう。

　裾すそ野の市のはずれまで来たとき、道路わきに何かが生い茂った茂みのようなものが盛り上がっているのに気がついた。

　そのわきを通り抜けたとき、急に青あお汁じるのような臭いが強くなり、自動車のメーターのわきにある今まで黄色だったインジケーターが、一気に赤くなった。

「フィトンチッドの濃度が上がった、マスクをしなさい」

　ナサニエルさんの指示に従って俺はマスクをかぶった。

　ドクニザサの繁はん殖しよく域いきは確実に広がっているのだろう。ねっとりとした夜の闇の中には、低くジィリリリリリ……と鳴く虫の声と、毒を吐きだすササの茂みだけがどこまでも広がっていた。

　その暗闇を眺ながめながら俺は、千夏さんから聞いた、この世界のことを考えていた。

　地球の温おん暖だん化かによる海面の上昇は、この世界の陸地にある平地を、ことごとく水すい没ぼつさせたに違いない。

　その平地には、都市も工場も、そしてなにより畑と水田があったはずだ。

　人間は温暖化で死ぬことはない。でも、その温暖化により畑と水田を失った人間は、飢うえで死んでゆくんだ。

　総そう人口の六割を失って、やっとのことで取り戻した平へい穏おんな世界。

　でも……この世界は再び破は滅めつの縁ふちに立っている。

　あの、ドクニザサと、そして毒どく性せいを持ちはじめた穀こく物もつ類るいによって。

　人間と麦や米はギブアンドテイクだった。人間が農業というものをはじめたときから、その関係は続いてきた。

　人間は、米や麦から、その関係を一方的に放ほう棄きされるときが来るなんて、思いもよらなかったに違いない。

　そう、考えたとき。

　一瞬、俺の息が止まった。

　それは……俺のやったことだ。

　俺が瑞みず穂ほにやったのと同じ仕打ちだ。

　俺は、一方的に瑞穂を拒否した。

　すべての原因が俺にあったのに。それが瑞穂のためだ、なんて、無む茶ちや苦く茶ちやな理由をつけて。

　俺は……今までずっとこうやって逃げてきたんだ。

　わかっていたんだ。

　俺はずっとわかっていたんだ。

　十年前、あの、アサガオを枯からしたときからずっと……。




　俺の目の前には、ドクニザサの茂みが広がっていた。

　毒どく性せいフィトンチッドを撒まき散らす植物と、人間に食われることを拒否しはじめた穀物の存在する世界。

　俺のいた世界から見ればここは地じ獄ごくのような世界だろう。どんなひどい世界でも、そこに希望があれば、そこは地獄じゃない。

　でも……この世界には希望も未来もない。それが地獄でなくて何だというのだろう。

　瑞穂は……この世界を救いたいと手紙に書いていた。

　どんなにひどい世界でも、滅びかけた世界でも、この世界は瑞穂の夢がかなった世界なのだから……と。

　千ち夏なつさんといっしょにやっている実験が成功しなかったら……帰ってこないとまで書いていた。

　ドクニザサの茂みの輪りん郭かくがぼやけた。

　俺は何と言えばいいのだろう。

　俺は瑞穂に何と言えばいいのだろう。

　俺は、あやまらなくちゃいけない。

　そして、許してくれと言わなくちゃいけないんだ。

　とりかえしがつかないこと。

　それは、ほんとうにとりかえせないもの。

　でも……過ちに気がついたのなら。

　すこしでもやり直せることがあるのなら。

　もう一度やり直さなくちゃいけない。

　そのためにする努力を惜しんじゃいけないんだ。

　視界がにじんでいるのは、マスクのせいではなかった。




　インジケーターの表ひよう示じが黄色とグリーンの間に落ちたのは三十分ほど走ってからだった。

　マスクをはずした俺が、ほっと息をついたとき、突とつ然ぜん運転席の洗せ馬ばさんがエンジンスイッチを切った。

「どうしたんだ？」

「静かにしてください、前方に人がいます」

　俺の目には何も見えなかったが、洗馬さんの目には見えるのだろう。

「皆、荷物を背負って、路上に座り込んでいます、おそらく新東京市からの避ひ難なん民みんでしょう」

「車で近づくのは危険だな、降りて近づくとしよう。洗馬はここで待たい機きしていてくれ、何かあったら、助けに来てくれ、いいな」

「かしこまりました」

　洗馬さんは、執しつ事じのままの態度で頭を下げた。

　俺たちは車を降りて、ゆっくりと近づいた。

　百メートルほど歩いたとき、前方の暗くら闇やみの中に人ひと影かげらしきものが動くのが見えた。

　俺が、リュックから取りだしておいたマグライトを点灯させて、その人影を照らすと、ライトの明かりの中に、五～六人の人間が浮かび上がった。

　女の人や子供の姿も見えた。

「誰だれだ！」

　ライトの輪の中にいた男が手製の武器のようなものを振りかざすのが見えた。

　俺は男からライトの光こう軸じくをはずした。

「怪しい者ではない、新東京にある国連機関の者だ、君たちは新東京から来たのかね？」

　ナサニエルさんの声を聞いた男は、武器を構えたまま、妙なイントネーションで言った。

「そんな強力なライトを持っているところを見ると、国連の人だというのに噓うそはないと思うが……顔を見せてくれないか？」

　ナサニエルさんは、俺に向かって小さくうなずいた。

　マグライトの焦しよう点てんを変えて、俺とナサニエルさんの顔を照らすと、男はほっとしたような顔をして構えていた武器を降ろした。

「……新東京を襲おそったシュギシャたちの仲間じゃなさそうだな」

　男は、自分たちがやってきた方角を振り向いた。

　その方角の空は赤黒く染まっていた。

「三カ月くらい前から、北の方から難なん民みんが、たくさん新東京に流れ込んできていたんだ、北の方で取れた米は、ほとんどが毒の米だったんだそうだ。この暴ぼう動どうは、元は腹を空すかせた難民と、食糧配給の市役所の係員とのちょっとしたいざこざだった。それをあんな騒ぎにまでしたのはシュギシャの連中だ」

　俺は、ナサニエルさんにそっと聞いた。

「シュギシャってのは……どんな連中なんだ？」

「欲望のままに動く単なる暴力的窃せつ盗とう団だんなどと違って、ある種の信条や教きよう義ぎという目的を持って破は壊かい行為を行う集団のことを、この世界ではそう呼ぶのだ」

「そういえば、千ち夏なつさんが、環境保ほ護ご原げん理り主義者とか呼んでいたけど、そういった連中のことか？」

　ナサニエルさんは無言でうなずいた。

　俺は、避ひ難なん民みんの男に聞いた。

「俺たちはこれから人類救きゆう済さい統とう合ごう研究所の施設へ行くつもりなんですが、あそこがどうなっているのか知っていますか？」

　男は首を振った。

「いや、俺たちは旧きゆう市街に住んでいたから、新市街の方はよくわからない。暴ぼう動どうは旧市街地からはじまったから、まだ無事かもしれないけど。テクノロジーが諸しよ悪あくの根元だという演説をシュギシャがしていたことは知ってるが、悪いが詳しいことはわからない」

　そのとき、男の後ろにいた、その妻らしい女の人が、俺たちに話しかけてきた。

「あの……国連の方なら、食糧を分けていただけませんか？　必死に逃げてきたので、子供達に食べさせるものが少ないんです」

「食糧か……我々も余よ裕ゆうはないのだが」

　困ったような顔をしたナサニエルさんに向かって俺は言った。

「俺が持ってきたやつで良ければ……」

「ああ、そう言えば君は色々持ってきていたな。洗せ馬ばには人にん数ずう分ぶんしか用意させなかったのだ、すまん」

「わかりました、リュックを持ってきます」

　俺は車へと駆け戻った。




「なんか……この食糧、レトロなパッケージだな」

　俺がリュックから取りだして渡したカロリーバーを見た男は、そうつぶやいた。

　俺は相手を安心させるように微笑ほほえんだ。

「大丈夫ですよ、賞しよう味み期限内ですから」

　男は、けげんな顔をして俺を見た。

「ショウミキゲン？　ずいぶんと古い言葉を知ってるなあ、あんた見たところ若いのに……」

　どうやら、この世界では、俺の世界とは言葉の使い方が少し違っているらしい。

　そうか、ここは俺の世界から八十年も未来の世界なんだものな。俺が大たい正しよう時代の包ほう装そうを見たら、やっぱりレトロだと感じるだろうし、大正時代の会話を聞けば古こ風ふうな言葉と感じるに違いない、それと同じなんだ。

　そのとき、俺の後ろで子供の悲鳴が聞こえた。

　振り向くと、五～六歳の男の子が、緑色の粉こなを手に着けて恐怖に引きつった顔で泣きわめいていた。

　その足元には、食糧品の中に入れてあった乾かん燥そう青あお汁じるのパックがあった。

「どうした！　大丈夫か！」

　男は、青汁の粉の臭においを嗅かいで真まっ青さおな顔になった。

「毒だ！」

　俺はあわてて説明した。

「そいつは毒じゃない、食える……美味うまくはないけど」

「でも、これはドクニザサの臭いだ！」




　俺は思いだした。

　……そうだった。ドクニザサのだすフィトンチッドの臭いは乾燥青汁にそっくりだったんだ。

「似てるけど違うんだ、それは毒じゃない、別にくしゃみも鼻はな水みずも出ないだろう？」

　男は、納得しきれないような顔つきで、乾燥青汁のパックを見ていた。

　避ひ難なん民みんたちと別れた俺たちは、再び洗せ馬ばさんの運転する車に乗って新東京をめざした。

　新東京市に近づくにつれて空の赤さが明るくなっていくのがわかった。

「ひどいな……あれはシュギシャとかいう連中のしわざなんでしょうか？」

「いや、ほとんどが群ぐん集しゆう心理に駆られた人々の手によるものだろうな」

　俺はナサニエルさんに聞いた。

「俺の世界にも環境保ほ護ごを訴える人はいっぱいいます、でもその人たちはみんな平和を唱えています。なぜ、この世界の環境保護運うん動どう家かの人たちは、こんな破は壊かいをするのでしょう？」

「目的が正しければ手段は問わない。そう思い込んでそれ以外の方法論を認めない。そういった連中もいるということだ。だから原理主義者と呼ばれているのだ」

　ナサニエルさんは、そこで言葉を切ると、赤く染まった空を見た。

「本当は、彼らにとって理由などなんでもいいのかもしれない。自分たちに未来はない。という現実を突きつけられた若者にとって、すべてを破壊することだけが残された最後の道なのかもしれん」

　車が新東京に近づくに従って、市内のあちらこちらから立ち上る炎ほのおと黒こく煙えんが直接見えるようになった。

　国道のバイパスから見える新東京市は燃えていた。

　ナサニエルさんはつぶやいた。

「私は時間軸じく管理員として、様さま々ざまな世界の様々な時代をこの目で見てきた。コンスタンチノープルのイスラム寺院のドームや、ヒッタイトの神殿や、アレキサンドリアの図書館をな……どんな文明も……滅びるときは炎の中だったよ」

「千ち夏なつさんは大丈夫なんでしょうか？」

「わからん、この世界の因いん果が律りつはめまぐるしく変わるのだ、もっとも、それだから私たちのような変へん数すうがこうやってうろつけるわけなのだが……それにしても、これは思っていたより状況が悪い。車で近づけるのはここまでだな。車は置いていくしかない。洗せ馬ば、荷物をまとめて持ってくれ」

「わかりました、セキュリティモードをワンランク上げますか？」

「そうだな、アクティブに切り替えだ。スタンビームを使うときがあるかもしれん」

「了りよう解かいしました」

　俺はナサニエルさんに聞いた。

「スタンビームって……もしかして……」

　ナサニエルさんはうなずいた。

「そうだよ、屋敷で君が浴びたヤツと同じものだ」




　俺たちは乗ってきた小型の四輪駆く動どう車しやを、市街地のはずれに止めた。

　俺がリュックを背負っていると、助手席に置いてあったショットガンを指さして洗馬さんがナサニエルさんに聞いた。

「これは、いかがいたしましょうか？」

　ナサニエルさんは首を振った。

「いや、我々は変数だ。この世界の人間ではない。この世界に対する干かん渉しようは最小限にとどめなくてはならない。そのためにお前のスタンビームがあるのだ」

「かしこまりました、では置いていきましょう」

　洗馬さんはそう言って、にっこりと笑った。

　南側から歩いて新東京の市街に入った俺たちは、市街の中心地に入るまでに、逃げてくる何十人という避ひ難なん民みんとすれ違った。

　避難民たちは、それぞれに荷物を背負い、子供の手を引いて、恐怖に顔を歪ゆがませていた。

　何人かの避難民を呼び止めて市内の様よう子すを聞いたが、誰だれも自分の身の回りのことしか知らなかった。

　しかし、ナサニエルさんは、そういった断だん片ぺん的な事実を組み合わせて、この暴ぼう動どうがどうやって広がっていったのか、そのおおよその動きをつかんだようだった。

「やはり、最初に会った避ひ難なん民みんの男が言ったことが正しいようだ。ここ三カ月で、新東京に流れ込んできた北からの難民の数は数千人を超えていたらしい。彼らが北の地を捨てた理由は、毒どく性せい穀こく類るいの蔓まん延えんで農業が成り立たなくなったためだろう。毒性穀類は見た目で判断がつかないのだ。知らずに食べて死んでいった人間の数は想像もつかない数に及ぶに違いない。北の地方は米を栽さい培ばいすることで、今まで都市と社会インフラを支えてきたのだよ」

　ナサニエルさんは、燃え上がる新東京を眺ながめた。

「人口の急激な減少と、稲いな作さくに対する絶ぜつ望ぼう感かんが、北の地方の社会基き盤ばんを崩ほう壊かいさせてしまったのだ。自分たちが生き延びるために必死に作ってきた米が、毒であったことを知った難民たちのやり場のない怒りが、原理主義者の扇せん動どうによって一気に火がついたのに違いない」

　東の空が、白くなりはじめたころに、俺たちは市街地の中心部に入った。

　街は破壊し尽くされていた。

　略りやく奪だつされたのだろう、商店街の建物のショウウインドゥと窓は、すべて叩たたき割られ、放火されて燃え上がる商店や住宅から吹きだす炎に照らされて、路上に散乱した様さま々ざまな品物が奇き妙みような形に浮かび上がって見えた。

　その炎を背にして右う往おう左さ往おうする人たちは、恐怖のために目を見開いているか、焦しよう点てんの定まらない目でぼんやりとしているかのどちらかで、火事を消そうという意志を持った人は一人もいないようだった。

「消防士とか消防車とかは、どこに行ってしまったんでしょう？」

　俺の言葉を聞いたナサニエルさんは、黙ったまま目の前の交差点を指さした。

　そこで横おう転てんしているのは、誰だれが見ても消防車だった。

　フロントガラスや運転席には銃じゆう弾だんの跡がいくつもあった。

「おそらく、警察や消防という治ち安あん関係者は、この暴動の初期の段階で無力化されてしまったのだろう。主義者は武ぶ装そうしている……おそらく北の地方の治安部隊から武器を奪ったのだろう」

　その先の交差点で……俺は倒れている一人の男を見つけた。

　近づくと、その男は、目を見開いたままで、ぴくりとも動かず、身体からだの下には大きな赤い水たまりがあった。

「うわ！」

　俺は思わず悲鳴じみた声を上げて飛び下がってしまった。

「し……死んでる！」

　ナサニエルさんは顔色ひとつ変えなかった。

「そうだな、おそらく治安部隊との銃じゆう撃げき戦せんで死んだのだろう」

　そして、まじまじと俺の顔を見て言った。

「君は道路端ばたに死体が転がっているのを見たことがないのかね？」

「あたりまえです！　そんなもの見たことあるわけないじゃないですか！」

「そうか……君の世界……特に君が生活していたあの場所は、時間的にも位置的にも平和な場所だったのだな」

　ナサニエルさんは小さくため息をついた。

「人類の歴史の中では、君が生活していたような場所の方が、とてもめずらしいのだよ。君は知らないだろうがね」

　交差点の先では、何かが激しく燃えていて先に進めるような状況ではなかったので、俺たちは一本裏うら通どおりに入った。

　そこは、商店街の裏うら手てに広がる住宅街だった。

　商店街と同じ略りやく奪だつの手は、この住宅街にまで及んでいた。集合住宅の窓は叩たたき割られ、家か財ざい道具や衣類が道路に投げだされている。

　その集合住宅の出入り口のところに白い人のようなものが倒れているのが見えた。

　一瞬、俺は目を疑った。

　それは全ぜん裸らの女の人だった。

　顔は見えなかったが、まだ若そうなその女の人は、奇き妙みような形に身体からだをひねっていて、ぴくりとも動かなかった。
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「私と洗せ馬ばで様よう子すを見てくる、君はここにいなさい」

　ナサニエルさんは、俺に向かって、そう言い残すと、その女の人に近づいていった。

　洗馬さんがかがみ込んで女の人の腕を取ったが、その腕は力なくだらんと下がったままだった。

　顔を触っていた洗馬さんが首を振った。

　ナサニエルさんが何かを言った。

　洗馬さんは、その言葉にうなずくと、背負っていたリュックの中から銀色の薄い毛布のような布をとりだして、倒れていた女の人をその布で包んだ。

　戻ってきた二人の顔を見て、俺は理解した。

　……あの女の人は死んでいたんだ。

　でも……なぜ全ぜん裸らだったのだろう？

　その疑問は、ナサニエルさんのつぶやきで解けた。

「ひどいものだ……略りやく奪だつにレイプに殺人……どの世界でもどの時代でも、理性を失った人間のやることは同じだ……」

　あの女の人は……レイプされて……殺されていたんだ。

　俺の脳のう裏りに、瑞みず穂ほと千ち夏なつさんが襲おそわれる光景が浮かんだ。

「ナサニエルさん！　急ぎましょう！」

　俺と同じことを考えたのだろう、ナサニエルさんは真剣な目でうなずいた。

「わかった、暴ぼう徒とはここから、さらに北の方に進んでいるようだ、急ごう」

　住宅地を抜けると、市街地の北側の高たか台だいが見えた。

　明けはじめた夜空を背に、見覚えのある銀色の大きな建物が浮かび上がっているのが見える。

　そして、それとともに、銃じゆう声せいのようなものと大おお勢ぜいの人間のわめく声が聞こえてきた。

「研究所のガードマンと衝しよう突とつしたようだな」




　研究所の正面にたどりついた俺たちの目に最初に入ってきたのは、燃え上がる正門わきの警けい備び員の詰つめ所しよだった。

　大きく破壊された正門の内側には、百人以上の暴徒たちが集まっていた。

　暴徒たちの年ねん齢れいは、様さま々ざまだった。若い、少年のような連中もいれば、中年過ぎの白しら髪がまじりの男も混じっている。

　そのとき、暴徒の中に混じっている若い連中が、群ぐん集しゆうに向かって演説をしている声が聞こえた。

「ここは政府の植物研究所だ！　ドクニザサと毒の米を作ったのはここの連中だ！　かまやしねえ！　ぶっ殺せ！」

「徹てつ底てい的に破は壊かいしろ！　もう二度と研究も何もできないようにすべてを燃やすんだ！」

「技術も文明も必要ない！　俺たちは自然に生きるんだ！」

「すべての束そく縛ばくから自由になること、それが自然だ！」

　若者たちに扇せん動どうされた群集が喚かん声せいを上げて走りだした。

　ナサニエルさんは、走りだした群集を見て言った。

「混乱にまぎれて建物の中に入ろう、暴ぼう徒との先せん陣じんはすでに中に入っているようだ」

「千ち夏なつさんの部屋は奥の居住棟とうのはずです、急ぎましょう！」

「ちょっと待った」

　ナサニエルさんはそう言うと、足元に落ちている合ごう金きん製せいのパイプを二本拾って、そのうちの一本を俺に差しだした。

「これを持ちなさい、これを振り回しながら走れば、私たちも暴徒の仲間に見えるだろう」

「わかりました」

　俺はそのパイプを受け取って二～三回頭の上で振り回してみた。

　鉄パイプよりもはるかに軽く強きよう靭じんな感かん触しよくがした。

　ナサニエルさんは、にやりと笑った。

「よし、これで君も私も立りつ派ぱなシュギシャだ、さあ行くぞ」

　俺たちは、群集にまぎれて、正面の管理棟の建物のわきから奥の研究施設に向かって走った。

　居住棟の前まで来たとき、そこには、すでに数人の暴徒がいた。

　そいつらは、一階の部屋の窓ガラスを叩たたき割って、部屋の中の品物を略りやく奪だつしているところだった。

「千夏さんの部屋は四階です！」

「エレベーターは停止しているようだな、階段で登ろう」

　階段に向かおうとしたとき、後ろから声がした。

「ちょっと待て、ここは俺たちが最初だ」

　振り返ると、そこに、さっき一階の部屋を荒らしていた暴徒たちがいた。

「最初も何もあるもんか、部屋はいっぱいあるんだ！　勝手に荒らせばいいだろう！」

　俺がそう言い返したとたん、暴徒の一人がけげんな顔をした。

「お前……言葉がヘンだぞ、研究員の仲間だな！」

　やばい！

「殺せ！　技術者は敵だ！」

　そいつは手に持ったナイフのようなものをきらめかせてとびかかってきた。

「お下がり下さい！」

　声と共に洗せ馬ばさんが俺の前に出て右手をかざした。

　右手のひらから、ほとばしり出た紫むらさき色いろの光線を浴びた暴徒たちは、声も立てずにその場に崩れ落ちた。

「ここは、私に任せて、さあ早く」

「無理をするな、数が増えた場合は、スタンレベルを落として、失しつ神しんさせなくとも抵抗力を奪うだけでいいぞ」

「了りよう解かいしました」

「頼みます！」

　俺は洗せ馬ばさんにそう言い残すと階段を駆け上がった。

　千ち夏なつさんの部屋のドアには鍵かぎがかかっていた。

「留る守すなのかな」

　ナサニエルさんは、しばらく無言でドアを見ていたが、やがて小さくうなずいた。

「いや……中にいる、ただ、この思し考こう波はは千夏のものではない」

　……千夏さんじゃないってことは……。

「瑞みず穂ほか！」

「おそらくそうだろう」

　俺はドアを叩たたいて叫んだ。

「瑞穂！　俺だ！　雅まさ之ゆきだ！　助けに来たんだ！　ここを開けてくれ！」

　返事がなかった。

「どうしたんだろう？　まさか中で倒れているとか……」

　ナサニエルさんは首を振った。
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「いや……息をひそめて隠かくれているようだな、おそらく千ち夏なつにそうするように言われておるのだろう」

「なんとかならないんですか？　このままじゃここも襲おそわれます！」

「このタイプのマグネットロックの変へん換かんコード程度ならなんとかなるだろう」

　ナサニエルさんは、ポケットから黒いタバコぐらいのサイズの箱を取りだして、ドアの中央にあるスリットに当ててなにやらキーを押した。

　十秒ほど過ぎたとき。

　ピーピピピピ……。

　電子音がした。

「開いたぞ」

　ナサニエルさんの声と同時に、ブ……ンという機械音が聞こえ、ドアが開いた。

　俺は部屋に飛び込んで叫んだ。

「瑞みず穂ほ！」

　灯あかりのない薄うす暗ぐらいリビングに、人の気配はなかった。

　どこにいるんだろう？　寝室かな？

　リビングから寝室へと抜けるドアを開けようとしたとき、俺の後ろで何か人の気配がした。

　振り向いたところには、キッチンへと通じるドアがあった。

　俺はキッチンのドアを開けた。

　そこにいた。

　恐怖に目を見開いた瑞穂が、震えながらフライパンの柄えを握りしめて立っていた。

「瑞穂！」

　瑞穂は、信じられないものでも見たような顔をして口を開けたり閉じたりした。

　俺は瑞穂の肩をつかんで揺ゆすった。

「どうした！　俺だよ雅まさ之ゆきだ！」

「まさゆき……さん？」

「そうだ、俺だ！　迎えにきたんだよ！」

　瑞穂の目に光が戻るのと同時に、俺は抱きつかれた。

「おわ！」

　いきなり抱きつかれるとは思ってもいなかった俺は、ちょっとよろけた。

　俺に抱きついたまま瑞穂は泣きだした。

「怖かった……怖かった……」

　俺は瑞穂の肩を抱いた。

　瑞穂の肩は、俺が力を入れたら、どうにかなってしまいそうなくらい細かった。

　でも……こいつは弱くない。

　こんなひどい世界を救うために。

　滅ほろびかけた世界のために。たった一人でやってきたんだ。

「瑞みず穂ほ！　俺といっしょに元の世界に帰ろう！」

　瑞穂は、再び目を見開いた。

「雅まさ之ゆきさん……」

「俺は、お前にあやまらなくちゃいけない。そう……十年前のあのアサガオのときも、あの見舞いのときも、俺はお前の気持ちなんて、これっぽっちも考えていなかった。俺はとりかえしがつかないことをしてしまった。ずっとそう思ってきた。でも、違うんだ。間違ったことに気がついたら、そのときに、やり直せばなんとかなるということに俺は気がついた。そうだろう？」

　俺は背せ筋すじを伸ばして瑞穂の目を正面から見て……そして言った。

「ごめん……瑞穂」

　瑞穂の目から大おお粒つぶの涙がこぼれた。

「悪くない……雅之さんは悪くない……」

「いや……悪いのは俺だ、ずっとお前の気持ちをわからないふりをしていた俺だ」

　瑞穂の肩に置いた俺の手のひらに、瑞穂の身体からだのあたたかさと柔らかさが伝わって来た。

　そのとき……。

　そのあたたかさを。

　その柔らかさを。

　俺は、本気で守ろうと思った。

「瑞穂、お前が夢見た世界は、夢なんかじゃない！　俺たちの世界で、それを本当にしよう！　……俺はお前を守る！　……できる限り……だけど」

　今ひとつ決まらなかった俺の言葉を聞いた瑞穂は、笑いも泣きもしなかった。

　そのかわり、真剣な……本当に真剣な目でうなずいた。

　その目を見たとき。俺は自分の気持ちが瑞穂に伝わったことを確信した。

　瑞穂がどんな返事を返すのかわからない。でも、俺は満足だった。

「話は終わったかね、では急ぐぞ」

　ナサニエルさんの言葉に俺は我に帰った。

「そうだ！　瑞穂、千ち夏なつさんはどこに行ったのか知らないか？」

　小さく首を振って瑞穂は答えた。

「わかりません……私に、この部屋の中でじっとしていろ、と言って部屋から出て行ったきりです」

　瑞穂の答えを聞いたナサニエルさんがつぶやいた。

「何か大切なものでも取りに行ったのだろうか？　……」

　そのとき、俺は、千夏さんが、瑞穂が一生懸けん命めい育てたパセリの入った容器を、慈いつくしむように抱いていた姿を思い出した。

「そうだ！　きっとあそこだ！」

　俺はナサニエルさんに向かって叫んだ。

「千ち夏なつさんは、きっとあそこにいます！　培ばい養ようセンターです！」

　俺たちは瑞みず穂ほを連れて部屋を飛びだし、一気に階段を駆け下りた。

　一階の踊り場には、洗せ馬ばさんが仁に王おう立だちしており、その階段の下には気を失った五～六人の暴ぼう徒とらしい男たちが転がっていた。

　ナサニエルさんが、洗馬さんの肩を叩たたいて言った。

「洗馬、ここはもういい、この子といっしょにどこかその辺の部屋の中に隠かくれて、この子を守ってやってくれ」

「了りよう解かいしました」

　俺は呆ぼう然ぜんとしている瑞穂に向かって、子供に教えるような口調で言った。

「いいか瑞穂、俺たちはこれから千夏さんを捜しに行く。君は洗馬さんといっしょにここで待っているんだ。そして、もし俺たちが帰ってこなかったら、そのときは洗馬さんの言うことを聞くんだ」

　瑞穂は、小さく首を振ってから俺を見み据すえた。

「私も……行きます！　足あし手でまといかもしれませんけど……私だって役に立つことがあると思うんです」

　俺は、その瑞穂の顔つきに少し驚いた。

　それは、あの、おどおどした、いつもの瑞穂とは違った顔だった。

　そうか……瑞穂は、この世界で千夏さんから自分の能力について聞いたに違いない。そしてその能力で誰だれかに何かをしてあげることができると言うことを知ったんだ。

　自分は無力なんかじゃない。

　自分には何かができる。

　それを知ったんだ。

　俺はうなずいた。

「わかった……いっしょに来い、遅れるなよ」

　瑞穂は真剣な目で俺を見ると、こくこくとうなずいた。

　その仕し草ぐさが、一瞬俺の記き憶おくの中にある瑞穂の姿に重なった。

　……俺はこいつのこんな表情を見たことがある。

　……いつだっけ。

　いや、今はそんなことを考えている場合じゃない。

「よし、千夏さんを助けに行くぞ！」

　俺たちは培養センターに向けて走りだした。













　第十一章「足止め」







　培ばい養ようセンターの一階には、すでに暴ぼう徒とたちが侵しん入にゆうしていた。

　悲鳴と怒ど号ごうと、モノが壊れる破は壊かい音おんが入り交じる中を、血と暴力に酔った目をした男たちが朝の光を浴びて、一階の出入り口に向かって殺さつ到とうしている光景が見えた。

「あの状態では、正面からは入れない……洗せ馬ばに強行突とつ破ぱさせれば、なんとかなるかもしれんが……」

　ナサニエルさんは、瑞みず穂ほを見た。

　とてもじゃないが、そこは瑞穂を連れて入って行ける状態ではなかった。

　どこかに別の出入り口はないだろうか？

　培養センターの建物を見上げた俺は、裏側に、非常階段がついているのに気がついた。

「あそこだ！　あの非常階段から中に入ろう！　きっと千ち夏なつさんは、パセリの苗なえを護まもるために三階の促そく成せい室しつに向かったに違いない！」

　非常階段の途中には、内側からしか開かない扉がついていたが、洗馬さんは、頑がん丈じようなドアのロック部分を、あっさりとねじ切ってしまった。

　表情も変えずにそれをやってのけた洗馬さんを見て、目を丸くしていた瑞穂に俺は説明した。

「実を言うと洗馬さんは、バイオノイド……要するにロボットだったんだ。それにしてもこんなときはめちゃくちゃ頼りになるよな」

　洗馬さんは、いつもの優しい表情のまま頭を下げた。

「おそれいります、わたくしもお役に立てて嬉うれしゅうございます」

　その優ゆう雅がな物もの腰ごしと、さっき目の前でやってのけた荒あら技わざとのアンバランスがおかしかったのだろう。瑞穂が小さく笑った。

　俺は、非常階段を見上げた。

　三階のドアはすぐ上にあった。

「さあ、急ごう！　やつらが三階までやってこないうちに！」

　三階の非常口のドアもまた内うち鍵かぎが、かかっていたが、その錠も非常階段と同じように洗馬さんがけりをつけてくれた。

　非常階段から内部に入ると、俺たちは三階の大きな促成室のドームの内壁にそって設けられた作業用の通路の上に出た。

　暴徒は、まだここまでやってきていないらしく。三階の促成室の内部は、まだ静せい寂じやくが支配していた。

　俺たちの立っている作業用の通路から促そく成せい室しつ全体を見下ろすことができた。

　透明なドームの上から、まぶしい、しかし熱のない朝の太陽光線が促成室全体に降り注いでいる。

　壁面に沿って何千という数の培ばい養ようケースに入れられた緑色の苗なえが並んでおり。その中央には、ひときわ大きなケースが並んでいた。

　さらにその中央には人が中を歩けるぐらいの大きさのケースがあって、その中に高さ二メートルほどの濃い緑色の植うえ木きのようなものが何本も植えられているのが見えた。

　俺の横で瑞みず穂ほが息をのむのがわかった。

「どうした？」

「あれ……パセリ？」

「え？」

　瑞穂の指さしたものは、大きなケースの中の植木のような植物だった。

「まさか……いくらなんでもあんなでっかいパセリが……」

　俺は、そこまで言ってから、その植木が巨大なパセリであることに気がついた。

「まるで……パセリの林だな」

　そうつぶやいたとき、瑞穂が叫んだ。

「千ち夏なつさんだ！」
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　パセリの林の中に人ひと影かげが見えた。

　白はく衣いを着た千ち夏なつさんが、白いボトルに入った液体をパセリの根元に注いでいるのが見えた。

　俺たちはドームの内側にある作業路から促成室に降りる階段を駆け下りた。

　千夏さんの入っているケースを叩たたくと、千夏さんはいぶかしげな顔でこっちを見た。そして、俺とナサニエルさんと瑞みず穂ほの顔を見て目をまん丸にした。

　千夏さんの口が「なんで？　どうして？」と言ったようにぱくぱくと開いた。

　きっとこのケースは防音構こう造ぞうになっているのだろう。俺は自分の耳を指さしてから手を顔の前で振った。

　千夏さんは、大きくうなずくと、ケースの反対側に走った。

「雅まさ之ゆきくん！　そしてナサニエル！　なんでここにいるの？」

　声がするのと同時に千夏さんの姿があらわれた。

「どうして、なんてそんなことを説明している場合じゃない！　ここは今暴ぼう徒とに襲おそわれているんだ！　早く逃げなきゃ！」

「え？　治ち安あん部隊は？　ここの防衛に当たってくれるって話だったけど……」

　不安げな目でそう答えた千夏さんに向かって、ナサニエルさんが首を振った。

「いや、ここを守るはずだった治安部隊は、おそらく、市街地を守るのに手一いつ杯ぱいなのだろう。原げん理り主義者の扇せん動どうを受けて暴ぼう動どうに加わった人数は、予期されたものよりはるかに多かったに違いない」

「じゃあ……この研究所は！」

「正面にある建物や、居住棟とうは、もうやつらにやられて放火された！　ここも一階にはもうやつらが侵しん入にゆうしてきているんだ！　早く逃げるんだ！　俺とナサニエルさんは、千夏さんと瑞穂を助けに来たんだ！」

　ナサニエルさんが、俺の言葉にうなずいた。

「現地採さい用よう職員といえども、機き構こうの一員に違いはない。職員の身の安全をはかるのも管理者の責任だからな」

　千夏さんは、自分の後ろにある培ばい養ようケースの山を振り返って叫んだ。

「逃げられない！　この苗なえたちを置いたまま逃げることなんてできない！　このパセリは、私たちの……この世界の人類の最後の希望なのよ！　この苗が焼かれたら、もう望みはないのよ！」

　そのとき、ナサニエルさんが進み出た。

「では……その中から、助けだす苗を選びなさい。その苗を私が他の世界で育て、そして、再びこの世界に戻そう」

　ナサニエルさんは自信なさげに付け足した。

「私は緑みどりの指を持っていないから、ちゃんと育つかどうか不安だが……」

　千ち夏なつさんはうなずいた。

「わかりました、活性度ど数すうの最も高い苗なえを選びます」

「どれくらいかかるかね？」

「瑞みず穂ほが手伝ってくれれば、十五分くらいで終わると思います」

「え？　私がですか？」

　目を丸くした瑞穂に向かって千夏さんがうなずいた。

「そうよ、センサーモニターで一本一本調べるより、あなたの指で触った方が早いにきまってるわ、葉に触って、一番元気に感じる苗を選んでちょうだい、あなたならできるわ、瑞穂」

「はい！　わかりました！」

　瑞穂は真剣な目をしてうなずいた。

「よし、そうと決まれば、我々のやることはひとつだ。な、雅まさ之ゆきくん」

　そういって俺の肩かたを叩たたいたナサニエルさんに向かって俺は笑って見せた。

「一階に侵しん入にゆうしてきたやつらを足止めすることですね」

「そのとおりだ」

　ナサニエルさんがうなずいたとき、瑞穂が俺に駆け寄ってきた。

「雅之さん！」

　瑞穂は、心の中の不安を押さえきれないような目で俺を見た。

　……そうだ、思い出した。

　あのときと同じ目だ。

　ガキのころ、こいつを連れて遠くの方の麦畑まで探検に出かけたときだ。

　こいつは、この目で俺を見て、そして必死についてきた。

　俺を信じて、俺だけを頼りにして……。

　俺が……お前の想いにこたえることができる人間になれたかどうか。

　それが試されるときが来たんだ。

　俺は笑った。

　笑って見せた。

「大丈夫だ、洗せ馬ばさんがいる、洗馬さんの力を見ただろう？　あの人がいれば百ひやく人にん力りきだ」

「お任せください」

　横にいた洗馬さんが、瑞穂に向かって慇いん懃ぎんに、そう答えて深々と頭をさげた。

　俺はもう一度瑞穂に笑って見せた。

「だから、安心して千夏さんの手伝いをするんだ。それはお前にしかできないことなんだから」

　瑞穂はこくんとうなずいた。

「よし、では二階に降りて、足止め開始だ！」

「わかりました！」

　俺はナサニエルさんにそう答えると、階段に向けて走った。




　三階から二階に降りるのと、やつらの先せん陣じんが二階に姿をあらわすのは、同時だった。

「洗せ馬ば！　スタンビームだ！」

「かしこまりました」

　洗馬さんが答えるのと同時に、階段を昇のぼってきた連中に紫むらさき色いろの光線が浴びせかけられた。

　階段を駆け上がってきた五～六人が声も立てずに階段を転がり落ちた。

　その階段の下から、怒ど号ごうと物が破は壊かいされる音が聞こえてきた。

　きっと、今、一階はひどいことになっているのだろう。

　このままここでくい止めるのは無理だな、数が違いすぎる。

　何かバリケードの様ような物でも作って、なんとか三階に行けないようにしないと。

　でも、そんなものを作っている暇ひまなんかない。

　俺が階段の踊り場から三階を見上げたとき、天井の一部に溝みぞのようなものが走っているのが見えた。

「あれは……防火シャッターみたいなものじゃないのかな？」

　ナサニエルさんは天井を見上げた。

「ふむ、どうやらそういったものらしいな、わかった、あれを降ろして三階を隔かく離りし、やつらの目を二階にひきつけようというわけだな」

「ええ、エレベーターを破壊すれば、この階段しか上がってくる場所はありません。シャッターで三階に昇る道を閉ざして、二階の培ばい養ようプラントへのドアを開けておけば、やつらの目はこの培養プラントにひきつけられるでしょう」

　俺はそこで言葉を切って、二階にある培養プラントを指さした。

「ここにあるのは、あいつらの大嫌いなテクノロジー、そのものですから」

「よし、ではセキュリティシステムをこちらでコントロールしよう」

　ナサニエルさんが、千ち夏なつさんの部屋のドアロックを解かい除じよしたときに使った黒い箱を壁に設置されているコントロールパネルに当てて、何やらキーを押すと、非常ベルのような音が建物全体に響ひびきわたった。

「火災警けい報ほうだ、エレベーターはロックした。もうじきこのシャッターが下がる。下がってしまえば、もう上げることはできん。さあ行くぞ」

　俺たちは二階の培養プラントの中に向かって走り込んだ。




　システムが休止状態にあるのだろう、複雑なパイプと、大きなベルトコンベアーが並ぶ培養プラントは、停止していた。

「さて、どうするかな」

「何か便利な道具とか持っていないんですか？」

　ナサニエルさんは首を振った。

「いや、私が持っているのは、この汎はん用よう端たん末まつだけだ。他の世界なら、いろいろな道具もあるかもしれないが……」

「その、いろいろな道具の置いてある他の次元とつながっているポケットみたいなものとか、ないんですか？」

　ナサニエルさんは、ちょっとむっとしたような顔で言った。

「そんな、無条件に便利なものなどあるわけがないだろう」

　そのとき、階段の方で、わめくような声がした。

「二階だ！　ここにある機械を全部ぶっこわせ！　もう二度と遺い伝でん子し研究なんかできないようにしてやるんだ！」

「来た！」

「全員が二階に上がってきたら十五分も持たないかもしれん、何か攻撃できるようなものがあればいいのだが……」

　俺は培ばい養ようプラントを見回した。

　攻撃に使えるようなもの……と言ったって、ここにあるのはベルトコンベアーと、ケースと、細さい胞ぼう培養のベースに使う寒かん天てんくらいのものだ。

　寒天……？

　俺の頭の中にひらめいたのは、部室でバケツプリンに挑ちよう戦せんしていたときの、下しも土と狩がりの顔と言葉だった。

　そうだ……寒天溶よう液えきでヤケドしたときに、あいつは言ったんだ。

『熱した大量の寒天溶液を噴ふん霧むする兵器ってのも面白いかもしれないな。暴ぼう徒と鎮ちん圧あつ用の非ひ致ち死し性せい兵器として使えばジェル状の燃料を撒まき散らすナパーム弾より安価で危険性が少ない……』

　俺は、頭の上にある大きなタンクを見上げた。

　……きっとあそこに培養ベースにする寒天の溶液が入っているのだろう。

「ナサニエルさん！　あのタンクに入ってる寒天溶液を使おう！」

「寒天溶液だと？」

「ああ、そうだ、熱湯と同じくらいの温度の、どろどろのヤツを頭から振り撒いてやるんだ！」

　ナサニエルさんの顔が輝いた。

「それはおもしろそうなことになりそうだ、洗せ馬ば、彼の言ったことを理解したかね？」

「了りよう解かいいたしました、あのノズルを、部屋の入り口に向けて配置し、侵しん入にゆう者しやに向けて噴ふん射しやすればよろしいのですね、お安い御用です」

　洗せ馬ばさんが、タンクから伸びている配管のところまでよじ登ってパイプを捻ねじ曲げはじめたとき。階段から暴ぼう徒とたちの声が聞こえた。

「ぶっ壊せ！」

「研究員は皆みな殺しだ！」

　扇せん動どうする若者の声といっしょになって暴徒たちがなだれ込んで来るのが見えた。

「あそこにいるぞ！」

「あいつらも研究員だ！　殺せ！」

　俺とナサニエルさんを見て、先頭にいた若い男が声を上げたそのとき。いきなりそいつらに向けて、白い煙のような湯気を引いて液体が飛んだ。

「うわちちちち！」

「ぎゃあああ！」

「うわうううわうわ！」

　男たちは、悲鳴とも絶ぜつ叫きようともつかない声を上げて飛び跳ねるように逃げたが、後ろから階段を昇のぼってきた連中と、そこで団だん子ごになってしまった。

　その団子になった人の上に、さらに溶液が降り注ぐと、もっと大きな悲鳴が上がった。

「に！　逃げろ！」

「ここはだめだ！」

　やつらは総そう崩くずれになって階段から逃げだした。

「やったな！」

　振り向いた俺に、配管のパイプを抱えた洗馬さんは親指を立てて、にやっと笑って見せた。

　そして、階段を攻め昇ってきた連中を二回ほど撃げき退たいしたころ、ナサニエルさんが言った。

「そろそろ十五分は過ぎたころだ、三階に撤てつ収しゆうしよう。洗馬、残りの溶液をすべて床に流しなさい」

「かしこまりました」

　洗馬さんが床に向けたパイプの先から、白い湯気を上げるどろどろの液体が流れだして、床に溶よう岩がんのように広がっていった。

「あれに足を突っ込んだらえらいことになりますね」

「ああ、そして転んだらもっとえらいことになるな」

　俺とナサニエルさんは顔を見合わせてにやりと笑うと、奥にある非常階段に向けて走りだした。

　俺が非常階段に抜けるドアを開けたとき、俺の目の前に人がいた。

「おわ！」

　そいつも驚いたのだろうが、こっちはもっと驚いた。

　そいつの後ろに何十人という男たちが繫つながっていたのだ。

「洗せ馬ば！」

　ナサニエルさんの言葉より早く洗馬さんが俺を押しのけて右手を突きだした。

　俺の目の前に立っていた男と、その後ろにいた二～三人の男が非常階段に崩れ落ちる。

「やつらも非常階段に気がついていたんだ！　どうしよう？」

　俺の言葉を聞いたナサニエルさんは、最初に非常階段を昇のぼったときに洗馬さんが破は壊かいした扉とびらを指さした。

「私と洗馬とで、あの扉をつかって一階からの侵しん入にゆう者しやを食い止める、君は千ち夏なつくんの様よう子すを見てくれ」

　ナサニエルさんは俺の顔を見て真剣な顔で付け足した。

「すでに、三階に何人か侵入している可能性がある！　急げ！」

「はい！」

　俺は非常階段を駆け昇った。













　第十二章「能力」







　促そく成せい室しつに飛び込んだとき。俺は千夏さんの声を聞いた。

「やめて！　これは私たちの希望なのよ！　これを枯からせたら、私たちは生き残れないのよ！」

　培ばい養ようケースの前に、手に手に斧おのや棒を持った五～六人の男たちがいた。

　そして、その向こうに、白はく衣いを着た千夏さんが立っていた。

「うるせえ！　そこをどけ！　こんなクソみてえな草どもになんか助けてもらいたくねえや！」

「そうだ！　どうせそいつらも毒を吐きだすに決まってる！」

　千夏さんは叫んだ。

「そんなことない！」

　先頭にいた男が、いきなり斧を振り下ろして、千夏さんのわきにあった培養ケースを叩たたき割った。

「ふざけるな！　てめえらが作った草のせいで、俺の子供は死んだ！　俺の子供は……俺の作った毒の米を食って死んだんだ！」

　男は、ゆっくりと続けた。

「俺は……知らなかった。自分が一生懸命汗あせ水みずたらして作った米が毒の米だったなんて……去年の秋、やっとのことで収穫した米を、俺たち夫婦は真っ先に子供に食わせた。

　いつも腹をすかせていたガキどもに、今日はおなかいっぱいご飯をたべていいよ、ってカミさんが言ったときのガキどもの顔を……俺は忘れねえ。

　その夜、ガキどもは死んだ。おとうさん……おなかいっぱい食べられるって……素す敵てきだね……そう言って笑ってガキどもは死んでいった！

　俺は……俺は……てめえの子供を殺すために一年汗水たらして毒を作っていたんだ！

　滅びるというなら滅びちまえばいいんだ！　こんな世界しか残せないなら、みんなみんな滅びちまえばいいんだ！」

　男は斧おのを振り上げた。

「どけ！　お前もいっしょにぶっ殺すぞ！」

　千ち夏なつさんは、培ばい養ようケースの前にたちはだかった。

「殺しなさい！　それであなたの気が済むなら私を殺して！　でも……これだけは壊さないで！　これは必要なの！　これは……あなたの子供たちのような悲しい子供たちをこれ以上増やさないために絶対必要なの！」
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　男たちが気を飲まれたように斧おのをゆっくり下ろしたそのとき。

　その後ろからあらわれた若者が叫んだ。

「黙れ！　技術者め！」

　俺と同い年くらいの、その若者は自じ動どう小しよう銃じゆうを構えていた。

「もう終わりだ！　すべて滅びる！　お前らのせいだ！　お前らのような技術者が、遺い伝でん子しと生せい態たい系けいをいじりまわしたせいだ！　すべてのテクノロジーは悪だ！　すべての技術者に死を！」

　目に狂気の光を宿したまま、そいつは、いきなり自動小銃を撃うった。

　セレクトレバーがフルオートになっていたのだろう。自動小銃は機き関かん銃じゆうのように弾だん丸がんを撒まき散らした。

　銃じゆう声せいと、モノが壊れる音とコンクリートの床に跳ね返った弾たまの金属音が培ばい養よう室しつに充満する中で、俺は思わずその場に伏せた。

　やがて、弾丸を撃ち尽くしたのだろう、唐とう突とつに銃声が止まった。

　顔を上げた俺が見たものは、めちゃくちゃになった培養ケースと、床に倒れている男たち、そして、培養ケースにもたれかかったままの千ち夏なつさんの姿だった。

　白はく衣いの上に広がる赤い染みを見たとき、俺は走りだしていた。

　階段の途中から床に飛び降りて、俺は千夏さんに駆け寄った。

　千夏さんは、目の前にあるパセリの苗なえを抱え込むように倒れていた。

　身体からだの下から、ゆっくりと赤いものが広がってゆく。

　その場に膝ひざをついたとき、震えるような声が聞こえた。

「千夏……さん」

　目の前にある割れた培養ケースの陰から瑞みず穂ほが真っ青な顔で震えながら出てきた。

「瑞穂！　無事だったのか！」

「千夏さんが、伏せていろって……それより……千夏さんは」

　答える言葉が見つからなかった。

　俺の目を見た瑞穂の目が見開かれた。

「う……そ……」

　瑞穂は千夏さんに駆け寄った。

「千夏さん！　しっかりして！　死んじゃだめ！　私といっしょに麦を育てるって約束したじゃないですか！　このパセリも、もっともっとたくさん育てるって！　パセリの森で地球を救うんだって言っていたじゃないですか！」

　瑞穂が千夏さんの手を取ったそのとき。

　千夏さんの血を浴びたパセリから、何かが流れだした……ような気がした。

　それは、目に見えなかった。

　耳にも聞こえなかった。

　匂においも肌はだ触ざわりもしなかった。

　でも……確かに何かが、そのパセリから発していた。

　やがて、その何かが広がりはじめた。

　千ち夏なつさんの倒れた場所のパセリから、その隣となりのパセリへ。そしてそのまた隣のパセリへと、その何かは広がっていった。

　それは共鳴だった。

　音のしない共鳴だった。

　その何かが促そく成せい室しつにあるすべてのパセリに広がったとき。

　促成室の中を何かが吹き抜けた。

　もし、その何かに色があれば、きっと緑色に見えただろう。それは、五月の新緑の樹木のあいだを吹き抜けてゆく風に似にていた。

　空気の流れではない、何か別のものによる風だった。

　その風は俺の中を通り過ぎていった。

　なぜか、泣きたくなった。

　なんだかわからないが、全身が震えて、涙が出て止まらなかった。

　いや……震えていたのはきっと俺の心だったのだろう。

　俺は、そのとき理解した。




　これなんだ。

　瑞みず穂ほの感じる感覚とは、こういうものなんだ。




　そのとき、ガチャンという金属音が促成室に響ひびいた。

　それは、さっき自動小しよう銃じゆうを乱射した若者の手から自動小銃が床に落ちた音だった。

　俺の見ている前で、そいつは床に膝ひざをついた。

「なんだよ……これ……」

　そいつは、震える両手を見て、そしてその視線を俺たちと、俺たちの後ろにある培ばい養ようケースの中のパセリに向けた。

「こんな……こんなことって……」

　そいつの目から涙が流れていた。

　俺の心の中に吹いた風は、きっとそいつの心の中にも吹いたのだろう。

　そいつは、俺に向かって叫ぶように言った。

「なんだよ！　これはいったいなんなんだ！」

「お前が見ているこの植物の気持ちだ」

「植物の？」

　そいつは呆ぼう然ぜんとした表情のまま目の前のケースに入ったパセリを見た。

「この植物は人間を敵てき視ししない。人間を愛し人間を信じている……人間と共に生きたいと望む最後の植物だ……温おん暖だん化かの進むこの世界を救う最後の希望だ」

「最後の……希望……」

「そうだ、お前たちが忌いみ嫌きらう遺い伝でん子し工学によって生まれた植物だ」

　俺はそいつを指さした。

「お前も、あの風を感じたんだろう！　あの……言葉にできないあの風を！　あれがあの植物の気持ちだとしたら、お前はどうするつもりだ？　お前はあの植物を焼くのか？　灰にするというのか？」

　そいつは目を見開くと、小さく首を振った。




　俺は、そいつの心の中を見たような気がした。

　そうだ……。

　そうなんだ。

　とりかえしがつかないこと、というのは、そういうことを言うんだ。

　きっとお前は今、自分が何をしたのか、やっとわかったに違いない。

　俺の心の中に怒りはなかった。

　いや……怒りはあった。しかし、それより強い何かが俺の心を支配していた。

　それは悲しみだった。

　怒りよりも何よりも大きな悲しみが俺の中に入って来て、俺の心を支配していた。




　そのとき、俺のわきに誰だれかが駆け寄ってきた。

　ナサニエルさんと洗せ馬ばさんだった。

　俺の心の中を支配していた何かがすっと抜けた。

「ナサニエルさん！　千ち夏なつさんが！」

　俺の言葉より早く全体の状況を見て取ったナサニエルさんが叫んだ。

「わかった！　洗馬！　エマージェンシーモードだ！　お前の心しん肺ぱい機能の一部を、彼女の生命維い持じにまわすんだ！」

　洗馬さんは、千夏さんの身体からだにかがみこんで、傷を調べはじめた。

「胸部貫かん通つう銃じゆう創そうですね、ではこれより私の心肺機能を生命維持に回します」

　そう言うなり洗馬さんは、着ていたシャツを開いて、右胸に手を当て一瞬顔かおをしかめると、右胸から白いチューブのようなものを取りだして、千夏さんの首くび筋すじに差し入れた。

「私の人工血液の作用により、出血と組織の機能低てい下かは抑えることができますが、早急に運びだして、処置をする必要があります」

　ナサニエルさんは、非常口を見た。

「どうするか……非常階段は暴ぼう徒とに塞ふさがれている」

　……なんとかしてあいつらを追い払わないと……でも、どうやって。

　俺のまわりには血と硝しよう煙えんと、そしてパセリの葉をすりつぶしたときの匂においが充満していた。

　その青あお臭くさい臭においを嗅かいだとき、俺の脳のう裏りに、よみがえったものがあった。それは、避ひ難なん民みんのワルガキが俺のリュックをあさったときの光景だった。

　そうだ！　あれがある！

　俺は、背負っていたリュックからフリーズドライの青あお汁じるを取りだしながらナサニエルさんに向かって叫んだ。

「俺があいつらを追い払います！　千ち夏なつさんを連れてきてください！」

「わかった、頼むぞ！」

　洗せ馬ばさんが千夏さんを横よこ抱だきにしたのを見て、俺は手に青汁の粉こなをつかんだ。

「いいか、一気に行くぞ、瑞みず穂ほ、遅れるなよ！」

　瑞穂はこくん、とうなずいた。

　俺は先頭に立つと、非常口めがけて走りだした。

　非常階段に出ると、下にあったドアを破壊した暴ぼう徒とたちが階段を昇のぼってくるところだった。

　俺はそいつらの顔めがけて、手につかんでいた乾かん燥そう青汁の粉を投げつけて叫んだ。

「だめだ！　ここはドクニザサでいっぱいだ！　吸い込むと死んじまうぞ！」

　暴徒たちは、ぎょっとした顔をした。

　俺は、もう一度青汁の粉を振り撤まいた。

「みろ！　これが毒の粉だ！　この部屋にはこいつが充満してるんだ！」

　非常階段の下で俺たちを見上げていた暴徒たちの顔に恐怖の色が走った。

　俺は、その頭上にさらにもうひとつかみ振り撤いた。

　その粉を吸い込んだ暴徒たちに電でん撃げきのようなものが走った。

「に……逃げろ！」

　一人がそう叫ぶと同時に、パニックに陥ったのだろう、非常階段にいた連中がわらわらと逃げだした。

「今だ！　急げ！」

　俺が先頭に立って、両手に握った乾燥青汁の粉を振り撤きながら階段を走り降りると、人の波が左右に分かれてゆく。

　その俺の後ろを、瑞穂と、千夏さんを抱えた洗馬さん、そしてナサニエルさんが続いた。




　十五分ぐらい走っただろうか、俺たちは、やっとのことで暴ぼう徒とたちが右う往おう左さ往おうする研究所を抜けだして、市街地に入った。

　洗せ馬ばさんがいなかったら、とても逃げることはできなかっただろう。

　疲れ知らずの洗馬さんは、千ち夏なつさんを横よこ抱だきに抱きかかえたまま、息も乱さずに走りとおした。

　市街地の暴ぼう動どうは、沈ちん静せい化かに向かっているようだったが、市内のあちこちから上る火災の炎ほのおは、まだ、鎮ちん火かしていなかった。

　ナサニエルさんがつぶやいた。

「……どんな世界も、結局人ひとによって滅びるのだな」

「この世界は、もうだめなんでしょうか？」

　ナサニエルさんは、小さく首を振った。

「人類がすべて滅めつ亡ぼうするのには、時間がかかる。ひとつの文明の終しゆう焉えんが、そのまま人類の終焉ではないということだ。君の世界の歴史でもそれは同じことだろう。古代からあった文明がすべて君の時代まで続いているわけではあるまい。どんな文明にしろ、いつか、かならず滅びる日が来るということだ。問題は、その原因が、この世界のように生せい態たい系けいの変化によるものなどの場合だ。こういった世界では人類はその総数を減少させてゆく」

「地球上のすべての人類が滅びるようなことがあるのですか？」

　ナサニエルさんは、俺の顔を見て静かに言った。

「君の世界で、恐きよう竜りゆうは、生き残っているのかね？」

　そうか、そうだよな。

　地球上に君くん臨りんした恐竜は絶ぜつ滅めつした。

　たとえ文明の力を誇っていても、人間が恐竜と同じ道をたどらないという保証はないんだ。

　ナサニエルさんは、にやりと笑った。

「生き残った恐竜たちもおる……生態系に対応することができた種は生き残ることができたのだ。鳥類と名を変えてな」

「この世界の人間も、生き残ることができるのでしょうか？」

　ゆっくりとナサニエルさんは言った。

「それはわからん。この世界の生態系がどうなってゆくのか、見当もつかん。ただ、ひとつだけ言えることがある」

「なんですか？」

「あの……パセリの苗なえと、あの苗を見て泣いた若者だよ。あの苗の大切さがわかる人間が生き残れば、この世界でも人類は滅びずにすむかもしれん、羽う毛もうを手に入れて生き残った恐竜のようにな」

　ナサニエルさんは、そう言うと、瑞みず穂ほの持っていた小さな培ばい養ようケースを指さした。

「瑞みず穂ほくん、持ちだしたパセリの苗なえは何本あるのかね？」

「二本です……このケースに入っている二本だけです」

　ナサニエルさんはうなずいた。

「そうか、しっかり世話をしてくれ、そのパセリはこの世界の最後の希望なのだ」

「はい……」

　瑞穂は、こくんとうなずいて、そして培ばい養ようケースを両手でだきしめた。

　俺には一瞬、その培養ケースが赤ん坊のように見えた。




　市街地のはずれに置いてあった四輪駆く動どう車しやは、暴ぼう徒とに襲おそわれたのだろうか、フロントガラスがめちゃめちゃに割られていた。

「これはひどい……動けばいいのだが」

　ナサニエルさんは顔をしかめながら運転席に乗り込んで、エンジンキーを回すと、二～三回エンジンが咳せき込んだあとで、バルルル……という音を立ててエンジンがかかった。

　俺は助手席から、ナサニエルさんの手元を覗のぞき込んだ。

「走れそうですか？」

「エンジンと駆動部には問題はなさそうだが、窓が破壊されていて車内の気き密みつが保てない。ここから逃げることはできるが、問題はあの、ドクニザサの茂みを抜ける方法だ……」

「マスクはどうしたんですか？」

　ナサニエルさんは、後部座席のわきにあった物入れを指さした。

「車しや載さいのマスクが盗まれている、君はいくつ持っている？」

「俺のリュックには自分のぶんしか入れていません」

「私と洗せ馬ばはマスクなしでもいい、千ち夏なつくんは洗馬の心しん肺ぱい機能を併用しているから問題ないが、瑞穂くんのぶんが足りない」

「なんとかなりませんか？　……ドクニザサの茂みを迂う回かいして行くとか……」

「スピードを上げて、毒性フィトンチッドにさらされる時間を短くして、逃げ切るしかないようだな、さあ乗ってくれ」

　千夏さんを抱えた洗馬さんと瑞穂が後部座席に、そして俺が助手席に乗り込んだのを確認して、ナサニエルさんは車を発進させた。

　燃え上がる新東京を後にして、車はひたすら国道を南下した。

　走りだして五分ぐらい過ぎたとき、俺は、前の方に濃い緑色の茂みを見つけた。

「ナサニエルさん！　ドクニザサです！」

「迂回して行くしかないようだな」

　ナサニエルさんはうなずくと、自動車のチェンジレバーを操作して四輪駆動に切り替え、車を道路の外に乗りだした。

　荒あれ地ちを走りはじめた四輪駆く動どう車しやは、ひどい揺れ方をしはじめた。

　めちゃくちゃに揺れる車内で、俺は、やっとのことでリュックからマスクを取りだすと、それを後部座席の瑞みず穂ほに差しだした。

「瑞穂、これを持ってろ！」

「え？」

「ドクニザサの茂みに近づいたら、それをつけるんだ」

　瑞穂は、不安そうな顔で俺を見た。

「……雅まさ之ゆきさんのぶんは？」

「俺のことは気にするな、息を止めていれば何とかなる」

「そんな！」

「ドクニザサの茂みに近づかなければ大丈夫だ、心配するな」

　不安そうな顔つきのまま、瑞穂は黙り込んだ。

　国道をはずれた車は、そのまま、荒れた道に出て、裾すそ野の市の方向に走ったのだが、ものの数キロも走らないうちにその道は川に出て途と切ぎれてしまった。

　俺たちの目の前には、落ちた橋と橋きよう脚きやくだけがあった。

「ここが通れないとなると、やはり国道に出るしかないな」

　ナサニエルさんは、そうつぶやくと、車を方向転てん換かんさせて、西にしの高たか台だいの方に向かって走らせはじめた。

　ゆっくりと、西の高台に広がったドクニザサの茂みが近づいてくるのが見えた。

「スピードを上げる、しっかりつかまっていて欲しい」

　ナサニエルさんの言葉とともに、車がぐん、と加速するのがわかった。

　そして、それと同時に青あお汁じるのような刺し激げき臭しゆうが、車内に入ってくるのがわかった。

　瑞穂がマスクをつけているかどうか確かめるために、後部座席を振り返った俺が見たものは、微笑ほほえみながら俺にマスクを差しだす瑞穂だった。

「雅之さん！　これ、使ってください！」

「馬鹿！　何言ってるんだ！　それはお前のだ、って言っただろう！　早く着けろ！」

「でも！」

　俺は瑞穂を正面から見た。

　そして言った。

「言っただろう？　俺はお前を守るって……頼むから……俺にその言葉が噓うそじゃないということを信じさせてくれよ」

　瑞穂は無言だった。

　そしてこくんとうなずいた。

　俺は瑞穂に笑いかけた。

「さあ、マスクをつけろ、俺はこれから深しん呼吸をして息を止める。なあにプールでやってたのと同じことだ、たいしたことじゃない」

　瑞みず穂ほがマスクをつけたのを確認してから俺は前を向いた。

　濃い緑色のササの茂みが目前に迫っていた。

　俺は身体からだをかがめると、床に近い外気と混じってないと思われる場所の空気を思い切り吸い込んだ。

　毒どく性せいフィトンチッドが少し混じっていたのだろう、肺の奥で何かが焼けるような感覚があった。

　リュックに入れてあった濡ねれティッシュとタオルを重ねた応急マスクを口に当てるのと同時に車は、国道の両側に茂るササの中に突っ込んだ。

　ガサガサとササの葉が車に当たるのがわかる。

　息を止めていても、刺激的な風が目や鼻に入って来て、そこが焼け付くように痛い。

　時間が過ぎるのがこんなに遅いとは思わなかった。

　息を止めていると、十分も二十分も過ぎたような気がするが、実際には一分少々しか過ぎていない。

　ササの茂みは俺が思っていたよりも厚く広く広がっているようだ。

　く……苦しい。

　目の前が暗くなってきた。

　……ここで息を吸えば確実に死ぬだろう……。

　でも……俺の意思とは裏うら腹はらに身体は呼吸を求めていた。

　く……だめだ……俺は……死ぬのか……。

　遠くで瑞穂の声がした。

「雅まさ之ゆきさん！　しっかりして！　雅之さん！」

　……瑞穂……ごめん。

　すっと意識が暗くなっていく……。

　そのとき、何かが俺の意識の中に入ってきた。

　それは……千ち夏なつさんが撃うたれたときに、培ばい養よう室しつの中で感じたものに良く似ていた。

　その、何かは、俺にこう告げていた。

　……大丈夫だよ……と。




　意識を取り戻した俺は、自分が呼吸していることに気がついた。

　俺の胸のところには。瑞穂が抱えていたはずのパセリの培養ケースがあった。

　すぐ横に瑞穂の顔があった。

　瑞穂は、後部座席から手をまわして俺の前で培養ケースを支えていたのだ。

「瑞みず穂ほ……」

　俺の声を聞いた瑞穂は、びっくりしたような顔をしてあわてて顔を離した。

「気がついたかね」

　運転席のナサニエルさんが微笑ほほえんでいた。

「フィトンチッドを吸い込みそうになった君を、瑞穂くんとそのパセリが救ったのだ。どうやらそのパセリには毒どく性せいフィトンチッドを中ちゆう和わする働きがあるらしい」

　俺は意識を失う寸前に感じたあの感かん触しよくを思い出していた。

　そうか……あれが瑞穂の能力なんだ。

　俺は後部座席を振り返った。

　瑞穂は、上じよう気きしたような顔で俺を見ていた。

「ありがとう、瑞穂、助けてくれて……俺が守るなんて言って……結局俺がお前に守られたんだな」

　瑞穂は、あわてたように顔の前で手を振った。

「とんでもないです！　ただ……必死だったんです……雅まさ之ゆきさんが死んじゃったらどうしよう！　何かできないかって……」

　俺は胸の前にある培ばい養ようケースの中のパセリの苗なえを見て、そして思った。

　人間は……君たちに助けられて、そして生きているのに……なぜ、それを忘れてしまうんだろうな。

　パセリの苗からは、何も伝わってこなかった。

　でも……何も伝わってこないから、そこに何もないと考えてはいけないんだ。

　何も伝わってこなくても、そこには何かがある。

　いっしょに生きている以上何かがあるはずなんだ。

　車は、ドクニザサの茂みを抜けて、仁に志し間ま市へと入った。













　第十三章「麦」







　俺たちが洋館にたどり着いたのは、昼を過ぎたころだった。

　千ち夏なつさんは、二階の一部屋いっぱいに設けられた医療用の大きなカプセルの中で洗せ馬ばさんから手術を受けていた。

　てきぱきと外科手術を行う洗馬さんを見て、驚く俺に向かってナサニエルさんは説明してくれた。

「洗馬、ことセバスチャンは、本ほん来らい医療用のバイオノイドなのだよ。彼がいた世界は、バイオテクノロジーが発達していた、しかし、彼の世界では五十年前に、そのバイオテクノロジーの暴ぼう走そうによって人類が滅めつ亡ぼうしてしまったのだ。彼のような、滅亡した人類の忘わすれ形がた見みのような存在を拾って歩くのも我々の仕事なのだよ」

　やがて、医療用カプセルが開いて、洗馬さんが出てきた。

　消毒と洗せん浄じよう用なのだろう、白い薬やく剤ざい液えきが洗馬さんの手を濡ぬらしていた。

　俺たちは洗馬さんに駆け寄った。

「どうなんだ？」

　洗馬さんは硬い表情のまま首を振った。

「そんな！」

　瑞みず穂ほと俺に向かって洗馬さんは静かな声で説明してくれた。

「銃じゆう弾だんは、内ない臓ぞう組織を破は壊かいしていました。私の生命維い持じ回路を使ったとはいえ、ここまで生命を維持して連れて来れたことが奇き跡せきでしょう、あまりにも体力が落ちてしまっています……意識が回復するかどうかわかりませんが……お会いになりますか？」

　俺と瑞穂は同時にうなずいた。

「では、どうぞ」

　医療カプセルの扉とびらが開いた。

　俺と瑞穂はベッドに寝ている千夏さんに近づいた。

　目を閉じたままのその顔には生気が感じられなかった。

「千夏さん……」

　枕まくらもとに立った瑞穂が、持っていたショルダーバッグの中から、何かを取りだした。

　それは、あの麦の粒つぶだった。

　瑞穂は、その麦の粒を、そっと千夏の顔の前に持っていった。

「これ……あなたからもらった麦です！　大丈夫です！　この麦は絶対に毒を持ったりしません！　この実を育てましょう！　千ち夏なつさん！　いっしょに育てるって……約束したじゃないですか！」

　そのとき、俺はひなたの匂においを嗅かいだ。

　それは……さんさんと降り注ぐ太陽のあたたかさを吸い込んだ空気の匂いだった。

　その匂いは、瑞みず穂ほの手の中からたちのぼっていた。

　その匂いが医療用カプセルの中に満ちたそのとき。

　千夏さんが、ゆっくりと目をあけた。

　俺と瑞穂は千夏さんに顔を寄せた。

　千夏さんは、小さな……本当に小さな声で言った。

「麦の……畑の匂いがする……」

「千夏さん！」

　俺たちを見て、千夏さんは小さく微笑ほほえんだ。

「お願いがあるの……あなたのその麦の粒つぶを……私といっしょに埋めてほしいの」

　千夏さんの手を握って瑞穂が叫んだ。

「そんなこと言わないでください！　大丈夫！　きっと元気になります！」

「麦は……私の身体からだの養よう分ぶんを吸って育つわ……そのとき、私の想いもいっしよに吸ってくれると思うの……いつか……この地上に一面に広がる麦畑の中を、子供たちが笑いながら走っていけるような時代が、もう一度来るように……」
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　千ち夏なつさんは静かに笑って、そして目を閉じた。

　俺たちは何度も何度も千夏さんの名前を呼んだ。

　でも、千夏さんは二度と目をあけてくれなかった。

　……そして、その日の夕方に千夏さんは死んだ。




　洋館の庭で、千夏さんの遺い体たいを埋まい葬そうする穴を掘る洗せ馬ばさんを眺ながめながら、俺はぼんやりと海に沈んだ沼ぬま津づの街を見ていた。

　水平線に近づいた夕日の照り返しを受けて、海は金色に輝いていた。

　海から吹き上げてきた風が磯いその匂においを運んでくる。

　引ひき潮しおなんだな……。

　人は満ち潮のときに生まれて、引き潮のときに死ぬそうだ。

　だとしたら、きっと俺も引き潮のときに死んでゆくのだろう。

　洗馬さんが穴の底にシーツに包まれた千夏さんの遺体を横たえた。

　俺は、横に立ってすすり泣いていた瑞みず穂ほの肩を押した。

「さあ、瑞穂、千夏さんにお別れを言おう」

　瑞穂は、こくんとうなずくと、穴に近づいた。そして、胸の前でにぎりしめていた麦の粒つぶを千夏さんの遺体の胸の上に置いた。

「さようなら……」

　そうつぶやくように言った瑞穂の目からぽろぽろと涙がこぼれおちた。

「約束するよ、千夏くん……君が育てたあのパセリは私が責任持って育て、そして必ずこの世界に戻す。この世界は私が再生してみせる」

　ナサニエルさんの目にも涙が浮かんでいた。

「千夏さん……約束するよ、俺は瑞穂を大切にする。そしてきっと俺の世界の未来を変えてみせる」

　瑞穂が目を上げて俺を見たのがわかった。

　俺は、瑞穂にうなずいて見せた。

　瑞穂の目から、また涙がぽろぽろと落ちた。

　俺たちは黙って穴の底に横たわる千夏さんの遺体を見つめていた。

　風が、海から吹上げてきた。

　洗馬さんが静かに頭を下げた。

「では、埋葬させていただきます」

　シーツにくるまれた千夏さんの遺体の上に、ゆっくりと土がかけられはじめた。

　横に立っていた瑞穂が震える手で俺の手を握った。

　俺が握りかえすと、瑞みず穂ほはぎゅっと力をいれて握りかえしてきた。

　その瑞穂の手を受け止めて、俺は小さな声で言った。

「大丈夫、俺はここにいる。どこにも行かないよ」

　瑞穂の手の震えが止まった。




　埋まい葬そうが終わったとき、洋館の庭先に盛られた土の上には、瑞穂が研究所から持ちだしたパセリの苗なえの片方と、アクリル板の小さな名札だけが置かれていた。

　千ち夏なつさんの名前を書いたものは、研究所で使われていたその名札しかなかったのだ。

　その名札に気がつかなければ、それは、ただの土の盛り上がりにしか見えないだろう。

　その土の盛り上がりを見て、俺は思った。

　これは今、ただの盛もり土つちでしかない。

　でも、あのパセリはきっとこの土に根付き、そして葉を茂らせてゆくだろう。

　種たねを落とし、そしてその種が芽め生ばえて、パセリの茂みは広がってゆく。

　そして……。

　きっと……。

　ここから麦が生はえるだろう。

　それは一本かも知れないし二本かもしれない。

　でも、必ず生えてくる。

　その麦は大きく育ち、花をつける。

　そして花か粉ふんを飛ばす。

　花粉は風に乗り地球の隅すみ々ずみまで運ばれてゆく。

　この世界に生える毒の麦の花粉に比べればはるかに少ない量の花粉だけど、その花粉は他の麦の花と受じゆ粉ふんして実をつけるだろう。

　そして、その麦の実は、きっとこの麦と同じ麦だ。

　その麦に毒はない。

　なぜなら……。

　その麦は瑞穂の想いと、そして千夏さんの想いを吸い込んだパセリといっしょに育った麦だからだ。

　次の年。その花粉を受けた麦が花粉を飛ばす。

　そうやって増えてゆく。

　人を拒こばまぬ麦が増えてゆく。

　そして……。

　いつか……。

　この世界に麦畑がよみがえる日が来る。

　そのとき。

　麦畑の間を、子供たちが笑いながら駆けてゆくだろう。

　豊かな実りの中を、夢を追いかけて子供たちが駆けてゆくだろう。




　千ち夏なつさん……。

　あなたは。人間に再び麦をもたらすために死んだんだね。

　そうだよね……千夏さん。

　千夏さんは、麦になるんだよね。




　俺の頭の中に、いつか部室で下しも土と狩がりの読み上げた古こ事じ記きの言葉がよみがえった。

『殺されし神の身に生なれるものは、頭かしらに蚕かいこ生り、二つの目に稲いな種だね生り、二つの耳に粟あわ生り、鼻に小豆あずき生り、陰ほとに麦生り、尻に大豆まめ生り、故にここに神かみ産む巣す日ひの御み祖命おやのみことこれを取らしめて、種たねと成しき……』

　俺は思わず口にだしてつぶやいていた。

「そうか……千夏さんは、大オオ気ゲ津ツ姫ヒメノ神カミだったんだ……」

　ナサニエルさんは、俺の言葉を聞いてけげんな顔をした。

「大気津姫神？」

「ええ……日本の神話に出てくる神様です。女め神がみで……死ぬことによって人に五ご穀こくをもたらした神様なんです」

　一瞬驚おどろいたような顔をした後で、ナサニエルさんは大きくうなずいた。

「そうか、今わかった……この世界の因いん果が律りつに何が足りなかったのかが……」

「まさか……生いけ贄にえだとでも？」

「いや……違う……が、同じようなものなのかもしれん……それにしても、なぜ……彼女でなければならなかったのだろうな……」

　それきり、ナサニエルさんは何も言わなかった。

　ただ、とても悲しい目で千夏さんの墓を見ていた。

　俺は、一瞬。ナサニエルさんは千夏さんのことが、好きだったんじゃないのかな……と思った。

　何の根こん拠きよもなかったけどそう思った。

　ナサニエルさんは、俺の視線に気がついたように俺を見た。

　そして、もう一度千夏さんの墓を見た。

「私は……さまざまな世界を渡り歩くことができる。その世界の中には、生きることの喜びを謳おう歌かしている千夏がいる世界もある……その世界に行けば千夏と会うことができる。しかしその世界の千夏は、違う千夏だ……私が知っている千夏ではない……」

　小さく首を振ったあとで、ナサニエルさんは目を上げて、千ち夏なつさんの墓の前にしゃがみこむ瑞みず穂ほを見た。

「雅まさ之ゆきくん……瑞穂くんを大切にしてくれよ……」

「はい……」

　うなずく俺に向かってナサニエルさんは静かに言った。

「君の世界の八十年後が、どんな世界になるのか、それはわからない。でも……彼女を見ていると、ここと同じような未来を迎えるとは思えない。彼女は変わりつつある……違うかね？」

「そうですね……確かに変わったと思います」

「それは、君の力によるものだ。私は今、初めてわかった。人類を滅めつ亡ぼうに導く因いん果が律りつと、人類をその滅亡から救う因果律とのベクトルは比例しているのだ。君があのときこの世界に飛んだ理由はそこにあったのだな。この世界を救うためのファクターは、千夏くんでも瑞穂くんでもない、君だったのだよ」

　俺は驚いた。

「俺ですか？　だって、俺は何もしてませんよ。俺がやったのは、瑞穂と千夏さんを助けに来たことだけじゃないですか！」

　ナサニエルさんは微笑ほほえんだ。

「君は、それをやろうと決断して、そして、それをやってのけたのだ。瑞穂くんは因果律に変化を与える変へん数すうであることは間違いない。しかしその変数としての力を呼び覚ます力が君にあるとしたら、君もまた偉大なる変数なのだ」

　俺は頭をかいた。

「よくわかりませんけど……ちょっと嬉うれしいような気がします」

「真に偉大なものは、誰だれにも気づかれることなく、それでいて確実に世を変えていくものなのだよ」

　ナサニエルさんの言葉を聞いて俺は思った。

　そうか……俺たちは花か粉ふんだ。

　麦の花粉なんだ。

　俺や瑞穂だけで、世界を変えていけるわけがない。

　どんなに能力があっても、それは個人の力でしかない。

　でも、俺たちが誰かの意識に影えい響きようを与えることができれば。

　その人が、また他の誰かに影響を与えるだろう。

　そうやって、変えていけばいい。

　麦の花粉が、さらなる麦を生むように。

　俺の顔を見ていたナサニエルさんは、満足げにうなずいた。

「そういうことだ」

「え？」

　……今。俺は考えを口にだしていたのだろうか？

「いや、君は何も言っていない。私が君の思考を判別しただけだ。さあ、君たちを元の世界に転てん移いさせるぞ、建物の中に入りなさい」

　そう言って歩きだしたナサニエルさんの背中を見ながら、俺はやっぱりナサニエルさんは神様の一種じゃないかと考えていた。




　紫むらさき色いろの半はん透明のスクリーンを越えたとき。一瞬、全身に静せい電気が走ったような感かん触しよくがした。

　気がつくと俺たちは、紫色のスクリーンを背にして、部屋の中に立っていた。

　俺たちといっしょに、こっちの世界に転移したナサニエルさんは、腕時計……本当は腕時計などではないのかもしれないが……それを見て言った。

「さあ、帰ってきたぞ、この世界では、君が転移してから、まだ数時間しかたっていない。日付はあの日のままだ」

「本当ですか？」

「本当だ、四十八時間以内なら、君の時間軸じくに対する転移座ざ標ひようをコントロールすることは可能なのだ、君が最初にあの世界に転移してしまったときと同じだよ」

　あのときと同じ……ということは。

　ナサニエルさんは、俺の考えを読んだのだろう、俺の不安を打ち消すように微笑ほほえむと、顔の前で手を振った。

「いや……記き憶おく操作はしない。世界を救うファクターになった者の記憶操作は行わないのが通つう例れいなのだ」

「じゃあ、俺と瑞みず穂ほの記憶は……」

「もちろんそのままだ。この世界……つまり君の世界が八十年後、どのようになっていくのか、それを決める、この世界のファクターこそ君たちなのだからな」

　俺と瑞穂は、屋敷の玄関を出た。

　西の方角には、夕焼けの色を残す駿する河が湾わんと、紫色に染まりはじめた沼ぬま津づの街並みが広がっていた。

　夕暮れの中に、街の明かりがまたたきはじめているのが見える。

　そして、南側に広がる仁に志し間まの街から聞こえてくる街の雑ざつ踏とうのざわめきの中に、仁志間大たい社しやのお囃はや子しの音が混じって聞こえてきた。

　そうか……今日は、まだ大社のお祭りの初日なんだ。

　ナサニエルさんが、俺たちの前に立った。

「この定てい点てんポイントは当分の間閉へい鎖さすることとなるだろう」

　驚く俺たちに向かってナサニエルさんはゆっくりと言った。

「私は、君たちとあまりにも密接に関かかわりすぎた。それが、この世界の因いん果が律りつに対してどのような影響を及ぼすのかわからない。だから、これ以上の干かん渉しようは行わない方が良いと判断したのだよ」

　俺たちは、ナサニエルさんと洗せ馬ばさんに送られて、屋敷の門のところまでやってきた。

　門の外に出た俺は、振り返った。

「ナサニエルさん……」

　そうつぶやいて一歩進み出た俺に向かって、ナサニエルさんは右手を差しだした。

　俺はその手を握った。

「では……お別れだ。そうそう、君を臨りん時じ現地職員として採用させてもらったが、その給与はいずれ君のところに行くはずだ。時給が安いのでたいしたことはできんが、許して欲しい」

「とんでもありません！　誰だれにも経験できなかったことを経験させてもらったんですから」

「そう言ってもらえてありがたい……」

　瑞みず穂ほが一歩進み出た。

「私……このパセリを育てます！　絶対に枯からせたりしません！　そして、このパセリを増やします！」

　ナサニエルさんは微笑ほほえんだ。

「そうだよ、瑞穂くん。君がそのパセリを、もっと大きくそしてもっと数を増やしたとき、そのとき私は再びこの世界にやってくる。それまでお別れだ」

　ナサニエルさんはそこで言葉を切ると、俺たち二人を見て言った。

「では、元気でやってくれ」

　後ろにいた洗馬さんが深ふか々ぶかと頭を下げた。




　そして、俺たちの目の前で、門は閉じ。

　三丁目の洋館は、幽ゆう霊れい屋敷に戻った。




　俺はあたりを見回した。

　そこは、夕ゆう闇やみの迫る、いつもの見慣れた富ふ士じ見み台だい三丁目の住宅街だった。

　平和な、夏の夕暮れの住宅街だった。

　燃え上がる新東京の街並みも、ドクニザサの茂みも、暴ぼう徒との怒ど号ごうも、そこにはなかった。

「雅まさ之ゆきさん……」

　振り向くと、そこに、心こころ細ぼそそうな顔をした瑞穂がいた。

「私たち……あの世界に行ったんですよね……夢……じゃないですよね……」

　俺はうなずいた。

「夢じゃない、その証しよう拠こに、お前の手の中にあるものを見ろよ」

　瑞穂は、自分の両手の中にある培ばい養ようケースを見て、小さな声を上げた。

「あれは、全部本当のことだ、お前と俺は、八十年後に訪れるかもしれない世界に行ったんだ」

　俺は自分に言い聞かせるように、声にださずにつぶやいた。

　……そう、そこで俺たちは、滅めつ亡ぼうしてゆく世界と、千ち夏なつさんの死を見た。

　俺たちの世界が行き着くかもしれない未来を見たんだ。

　俺は、視線を西の海に移した。

　洋館の前の道路から見る駿する河が湾わんは、夕日の輝きを反射して黄色く光っていた。

　あと少しで、日は沈み、手前に広がる沼ぬま津づの街に明かりが灯ともりはじめるだろう。

　俺の視界の中で、その沼津の街が海の中に沈んでいた光景が重なった。

　八十年後……この街もあの街と同じように海の底に沈むのだろうか？

　それは、わからない。

　それは数ある未来の中のひとつでしかない。

　でも……その可能性がないわけじゃないんだ。

　そのとき、俺の耳に、仁に志し間ま大たい社しやの祭まつり囃ばや子しが聞こえて来た。

　今日、仁志間の街は大勢の人でにぎわうのだろう。

　俺の脳のう裏りに、あの世界の光景がよみがえった。

　静かな……人のいない光景。

　滅亡に向かってゆく世界。

　俺と瑞みず穂ほは、そう言った世界を見てきた。

　でも……この世界は違う。

　この世界には人がいっぱいいる。それは、すばらしいことなんだ。

　俺は、瑞穂の両肩に手を当てて、瑞穂の顔をのぞきこんだ。

「雅まさ之ゆきさん……？」

　戸と惑まどう瑞穂に向かって俺は言った。

「瑞穂、明日、俺といっしょに大社のお祭りに行こう！」

「え？」

　困ったような顔をする瑞穂に、俺は言った。

「千夏さんが死んで……半日も過ぎていない今、お前が、そんな気分ではないことはわかってる。お前が人ひと込ごみが好きじゃないことも知ってる。でも……だからこそ俺はお前を大社の祭りに連れて行きたいんだ」

　瑞穂は黙ったままだった。

　俺は静かに言った。

「無理にとは言わない……でも……俺はお前と祭りに行きたいと思っている……それだけだ」

　俺をじっと見つめて……そして瑞穂は小さくうなずいた。













　第十四章「大社」







　午後七時。

　祭りは、最さい高こう潮ちように達していた。

　三日続く仁に志し間ま大たい社しやの大たい祭さいの中なか日びである今日は、各町内から屋や台たいが出て、市内を引き回される日だった。

　屋台同士が四よつ角かどで出会ったりすれ違うときに、互いに祭まつり囃ばや子しを競い合うケンカ囃子の打うち金がねの音が街中から聞こえて来る。

　歩行者天国になった旧きゆう国道一号線には、人があふれていた。

「大丈夫か？」

　人の波に押されて、ときどき離れそうになる手を握り直しながら、俺は、後ろにいる瑞みず穂ほに声をかけた。

「ええ……大丈夫です」

　うす青あお地じの生き地じにアサガオ模も様ようの浴衣ゆかたを着て、塗ぬり下げ駄たをはいた瑞穂が、答えた。




　俺が、瑞穂の家に迎えに言ったとき、瑞穂は、この浴衣ゆかたを着て玄関先さきにあらわれた。

　驚いている俺に、恥ずかしそうな顔で瑞穂は言った。

「どこか、おかしくありませんか？　浴衣を着るときなんて滅めつ多たにないですから……」

「いや……そんなことはないよ、なんというか、その……いいと思う」

　本当は。めちゃくちゃかわいかったのだが、手放しで誉ほめると、かえって瑞穂のやつは気にしそうな気がしたので、俺は言葉を飲み込んだ。

　瑞穂は、ほっとした顔をした。

「そうですか……よかった。お母さんが、どうしても浴衣で行け、夏祭りの正せい装そうは浴衣だ、って言ってきかないんです」

　俺は、瑞穂の母親に感謝した。




　俺たちはバスで仁志間駅まで出て、そこから私鉄の伊い豆ず箱はこ根ね鉄道に乗り、一ひと駅えき先さきの広ひろ小路こうじ駅で降りた。

　歩行者天国は、伊豆箱根鉄道の広小路駅の前から仁志間大たい社しやの前までの約１キロにわたって続いている。

　人ひと込ごみに慣れていない瑞穂を、下手へたに引っ張りまわすより、駅から人の流れに沿って真っ直ぐ行けばそのまま仁に志し間ま大たい社しやまで行けると考えたからだ。
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　しかし、人出は、俺の想像以上だった。

　国道の中に出た俺たちは、人波に押されて、ほとんど夜よ店みせを見ることもできずに、大おお仲なか島じま交差点までやってきていた。

　この交差点の信号は生きていて、何人もの警官が交通整理をしていた。

　信号が赤になり、立ち止まった俺の目の前を車が通り過ぎてゆく。

「思った以上に人が多いけど、本当に大丈夫か？」

　瑞みず穂ほは顔を上げて、俺に向かって微笑ほほえんだ。

「ええ……平気です……こんなこと、一昨日おとといのことに比べれば……」

　俺はうなずいた。

「そうだ……瑞穂。俺たちは一昨日、あの世界で、人が滅んでゆく光景を見ていた。そして、今日俺たちは、この世界で、人が生きることを楽しんでいる光景を見ている。お前はどっちの世界を守りたいと思う？」

　瑞穂は目を見開いた。

「どっちの世界って……？」

「まわりを見てみろよ、瑞穂」

　瑞穂は視線を移した。




　人の波。

　男の人女の人。

　子供、老人、若者。

　夜店の裸はだか電球の下で、金魚すくいに興じる親子連れ。

「またダメだ！　なんですくえないんだよう」

「どれ、お父さんにやらせてみな」

「お父さんのほうがへたくそじゃないか」

「あれは違う店だ、店が変わればお父さんにだってすくえるかもしれないじゃないか」

「やったあ！　出で目め金きんゲットォ！」

「あーっ！　おにいちゃんいいなあ！」




　エンジン発電機の音の中でワタアメを作る職人。

　その前で足を止めるカップル。

「私、これ欲しい！」

「歩きながら食べるとべとべとになるんだよなあ」

「大丈夫。ちゃんと濡ぬれティッシュ持ってきてるもん」

「用意がいいなあ、お前」

「へへ、いい奥さんになれると思わない？」

「よし、わかったワタアメ一個買ってやる」

「やったぁ！」

「それが、指輪の代わりな」

「ひどーぃ！」

　職人が、ピンクのビニール袋に入ったワタアメを男に渡す。

「おいくらですか？」

　職人は、ニヤリと笑って答えた。

「あんたの給料の三カ月分」




　どーん！

　花火の音。

　一瞬、交差点に居い並ならぶ人が赤や青の色に染まる。

　見上げる顔に、驚きと、そして微笑ほほえみ。

　夜空に浮かぶ、誰だれかの手を離れた風船。

　きっとあの下に、泣き顔の子供がいるのだろう。




　俺は瑞みず穂ほに言った。

「俺は、こう思うんだ。人の世界の行き先を決めるのは、運命なんかじゃない。人なんだ。滅びるのも、希望をつむぐのも人なんだ。って……」

　瑞穂は何も言わなかった。

　ただ、つないでいた手を、ぎゅっと握り返してきた。

　それが……答えだった。

　交差点の信号が変わって、人の波が仁に志し間ま大たい社しやに向かって動きはじめた。

　人の波に押されながら、俺は大社に参さん拝ぱいしたら、何を願おうかと考えていた。




　俺たちが、富ふ士じ見み台だい入り口のバス停でバスを降りたのは午後十時を回っていた。

　夜の住宅街に続く坂道を登ってゆくと。瑞穂の履はく下げ駄たの、カラコロという音が、静かな住宅地に響ひびいて夜の闇やみの中に消えていった。

「どうだった？　大社の祭りは、楽しかった？」

　瑞穂は小さくうなずいて、そして言った。

「楽しい……と言うより……嬉うれしかったです」

「嬉しかった？」

「ええ……あそこにいた人は、みんな楽しそうでした。そして、今まで気がつかなかったけど、私は本当は、とても幸せなんだって気がついたんです。私は私だけで生きてるんじゃないって……」

　瑞穂は言葉を切って、そして小さく笑った。

「やっぱり、私って変な子ですね、人ひと込ごみに行って人がいっぱいいるのを見て幸せだと感じるなんて」

「それは、俺も同じさ」

　俺たちは、それきり黙って坂道を登った。

　気がつくと、俺たちは幽ゆう霊れい屋敷の前に立っていた。

　明かりの灯ともらない幽霊屋敷は、夜の闇の中で星空を背景に無言でそのシルエットだけを立たせていた。




　ここから……すべてがはじまって。

　ここで……すべてが終わったんだ。

　いや……違う。

　まだ終わっていない。

　ぜんぜん終わっちゃいないんだ。




　俺は振り向いた。

　そこは坂道の頂上。

　幽ゆう霊れい屋敷の前の道路から見る沼ぬま津づと仁に志し間まの町は一面の星をばら撒まいたような光に包まれていた。

　星を集めたような光の海の中を一ひと筋すじの光が走りぬけて行った。

　あれは……新幹線か。

　あの先にある赤や緑の光は国道沿いのパチンコ店のネオンだろう。

　あの、すべての光の下に人がいる。

　家庭があり、仕事があり、生活がある。

　それは……特別のものじゃない。

　それは……あたりまえのものだ。

　でも、それをあたりまえにするために、どれだけの人ががんばっているのだろう。

　その人たちは黙って、黙もく々もくと働いている。

　派は手でに取り上げられることも、声こわ高だかに叫ぶこともなく、ただ、あたりまえのことが、あたりまえに動くために努力し続けている。

　この世に、あってあたりまえのものなどない。

　そのことにすら気づかぬように。




　夜の街を見つめて俺はつぶやいた。

「俺たちの世界だよな」

　横に立っていた瑞みず穂ほがうなずいた。

「うん……」

「俺が……いや、俺と瑞穂が生きてゆく世界だよな」

「うん……」

「この世界がどうなるのかなんて、そんなことわからないよな。世界はあまりに広くて、俺はあまりにも小さい……でも、俺は知ったよ」

　瑞穂は俺の顔を見た。

「俺も世界の一部なんだ。俺が変われば、世界の一部が確実に変わるんだ」

　瑞穂は微笑ほほえんだ。

「私も変わる……千ち夏なつさんと約束したんだから」

　俺は瑞穂の手を取った。

　瑞穂が握り返してくる。

　あたたかな、そして柔らかな瑞穂の手。

　それは……。

　守るべきもの。

　かけがえのないもの。

　なくしてはならないもの。

　俺は、その手を引き寄せて両腕の間に瑞みず穂ほを入れた。

　後ろから両手で瑞穂を抱くようにして俺は言った。

「きっと、俺たちの子供の子供には女の子が生まれる。そして千ち夏なつという名前がつくんだ」

　瑞穂の手に力が入った。

　俺は瑞穂の手を握り返し、そして言った。

「大丈夫だ、あんな悲しいことになんかならない……だから……俺と生きよう」

　瑞穂はうなずいて、そして小さな声で答えた。

「ありがとう……雅まさ之ゆきさん……」




　夏の夜風が俺たちの上を渡ってゆく。

　世界はそこにあった。

　俺の生きてゆく世界。

　そして。

　俺が生きてゆく理由。




　俺の腕の中で。

　瑞穂は静かに泣いていた。




　この他に。

　俺は何を望むと言うのだろう。




　遠く聞こえて来る祭まつり囃ばや子しと過ぎてゆく夏を送る虫の声だけが俺たちを包んでいた。













　終章







　そして、夏休みが終わり、カレンダーが九月を告げたその最初の日。

　朝食のトーストを俺が食い終わったとき、家のドアチャイムが鳴った。

「誰だれだろうね、こんな朝から……」

　不ふ審しんそうな顔をする姉あね貴きに向かって俺は言った。

「あ、きっと瑞みず穂ほだ」

「え？」

　驚く姉貴をほったらかして、俺は玄関に向かった。

「ちょっと待ちなよ！　雅まさ之ゆき！　あんたら、いつの間にヨリを戻したんだい？」

　玄関でスニーカーを履はきながら俺は答えた。

「八十年先」

「はへ？」

　あっけにとられている姉貴をそのままにして、俺は玄関のドアを開けた。

　そこにいた。

　白い夏服のセーラー服を着た瑞穂が、あの日と同じように、ちょっと緊張した顔つきで立っていた。

「や、おはよう！」

　俺が笑いながらそう言うと、瑞穂は、ちょっとほっとした顔になって、そしてにっこり笑って答えた。

「おはようございます！」

　……そう。これでいい。

　もう一度やりなおせることができるのなら、そこからやりなおせばいいんだ。

「じゃあ、行こうか」

「はい！」

　自転車を押しながら俺は思いついた。

　……そうだ。

　やっぱり最初からやりなおさなきゃな。

　俺は、横で歩いている瑞穂に言った。

「乗れよ、下まで乗っけて行ってやる」

　瑞穂は腕時計を見た。

「まだ……時間はありますけど？」

　俺は笑った。

「時間が問題じゃない。俺はお前を乗せて坂を下りたいんだ……お前と出会ったときのように」

　瑞みず穂ほは、一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしたあとで、ちょっと赤い顔をしてうなずいた。

「はい！　では、お願いします！」

　自転車の荷台に、横すわりした瑞穂は、俺の胸に手を回した。

「いいか、しっかりつかまっていろよ！」

「はい！」

　俺は自転車のペダルを踏む足に力を込めた。




　駿する河が湾わんから吹き上げてくる風が瑞穂の匂においを運んできた。

　それは、遠い記き憶おくの中にある麦畑の匂いだった。
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　あとがき




　どうも、お久しぶりです、雑ざつ家か（作家ではない）の鷹たか見み一かず幸ゆきと申します。

『新・時じ空くうのクロス・ロード緑みどりの指の女の子』いかがでしたでしょうか？

　このお話は、

『前シリーズとは異なる世界と設定で、それでいて前シリーズと同じようなお話』

　を、目標に書いたお話です。

　すでにお読みになった方はおわかりになったと思いますが、お読みになっていない方のためにご説明いたしますと、このお話は、時空のクロス・ロードとは違う世界を舞台にした違うお話ですが、ちゃんとお話がクロス・ロードしております。

　○○が＄＄して★★となる。という、まさしく『クロス・ロード』としか言いようのない展開のお話ですのでご安心ください。




　え？　わけがわからないですか？

　そうですか、わかりませんか……では、仕し方かたありません。この本を買ってお読みください。すべての疑問は氷解するものと思われます。

　なお、私は某ぼう社しやから出版されている某シリーズを、とんでもない「引き」のまま終わらせた前ぜん科かがあり、世間から「信用できないアコギな作家」との烙らく印いんを押されてしまいましたので、ご心配なさらぬように付け加えますが、

『このお話は完結しております』

　若干の『次作への引き』を残してはありますが、お話としてちゃんと結末まで書いてありますのでご安心ください。

（あのシリーズもちゃんと最後まで書きますからご安心を）




　さて、今回のお話の舞台は、静しず岡おか県東部の地方都市に設定しました。

　東京が壊かい滅めつした世界で、もし首都移い転てんを行うとしたら、やはり富士の裾すそ野のしかない。と考えて、今回のお話の舞台をそこに設定しました。

　物語全体に漂う描写の薄さからくる現実感の無さを、実在の地名と地ち理り関係を使用して、ごまかす、という私の十八番おはこを使うために、私は今回も、モデルとなる静岡県東部一いつ帯たいをロケハンして歩きました。

　昨年の九月中旬ころに、静岡県三み島しま市の銀杏いちよう並木の前で、通学する女子高生の写真を撮ってにらまれたり、大たい社しやの茶店でカメラぶらさげたまま味み噌そおでんを食っていて、カメラを甘あま味噌だらけにしたり、市内の書店のライトノベルコーナーを見て「やっぱり売れてない……」とつぶやいて肩を落として立ち去ったその不ふ審しん者は、おそらく私です。




　私が「雑ざつ家か」などと呼ばれるようになってやっと一年半。

　この一年半で、ライトノベル以外の小説の単行本も含めてなんとか八冊の単行本を出版させていただきましたが、書きたいお話は、まだまだいっぱいあります。

「小説は遊園地であり、作家は遊園地の経営者だ」と信ずる私としましては、遊園地の経営を軌き道どうに乗せるために必要な「リピーター」を確保しなければなりません。

　そのためには「新アトラクション」を次々に投入する必要があります。

　このシリーズも前シリーズ同どう様ようの三部作になる予定で、次のお話は「黄き色いろい瞳ひとみの男の子」といいます、巨きよ石せき文明などが登場する、時間軸じくを舞台としたお話ならではの展開を考えておりますが、まだぼんやりとした姿しか見えておりません。設計途と中ちゆうのこの「新アトラクション」が「鷹たか見み印じるしの遊園地」に投入されるまで、あとしばらくお待ちいただければ、と思います。




　最後に、煮に詰つまった時の気分転換に使わせていただいた「よみかく分室ＢＢＳ」の主しゆ宰さい者である「新あら木き　伸しん」先生と、その常じよう連れん組たちに。そして毎回すばらしいイラストを描いていただいている「あんみつ草そう」さんに心よりの感謝の言葉をお送りしたいと思います。





鷹たか見み一かず幸ゆき　　
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県在住の自称「雑家」。この「新・時空のクロス・ロード」は、前シリーズの続編ではないが、かといって全く違うわけでも無い。しかし「クロス・ロード」としか言いようの無いお話のため「新・時空のクロス・ロード」というタイトルを付けざるを得なかったらしい。三部作になる予定で現在二巻執筆中とのこと。
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あんみつ草そう

関西在住の漫画描いたりイラスト描いたりして食べている人。久しぶりに自炊をはじめたらますますお外に出なくなったようだ。３ＤＣＧはやっていない。










新しん・時じ空くうのクロス・ロード




緑みどりの指ゆびの女おんなの子こ








鷹たか見み一かず幸ゆき
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